
一

は
じ
め
に

正
倉
院
文
書
に
は
一
〇
〇
点
を
超
す
大
量
の
月
借
銭
に
関
係
す
る
史
料
が
含
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
月
借
銭
の
仕
組
み
だ
け
で
な
く
、
律
令
国
家
財
政
の
構
造
や
、
月

借
銭
を
利
用
し
た
中
下
級
官
人
の
性
格
・
実
態
を
探
る
こ
と
の
で
き
る
好
史
料
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
注
目
を
集
め
て
き
た
（
1
）。

こ
れ
ら
の
研
究
史
の
整
理
は
、
鬼
頭
清
明
・

中
村
順
昭
・
山
下
有
美
・
市
川
理
恵
の
各
論
考
に
譲
り
、
要
点
の
み
を
ご
く
簡
単
に
摘

記
す
る
。

相
田
二
郎
は
利
率
・
期
間
・
質
物
な
ど
の
基
礎
的
研
究
に
基
づ
き
、
経
師
等
の
生
活

の
苦
し
さ
、
月
借
銭
が
さ
ら
に
余
裕
を
奪
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
鬼
頭
清
明
は
、
律
令

国
家
の
経
済
構
造
を
実
物
貢
納
経
済
と
規
定
し
、
流
通
経
済
を
そ
の
補
完
と
位
置
づ
け
、

出
挙
銭
の
分
析
に
よ
り
律
令
国
家
財
政
の
構
造
を
把
握
す
る
方
向
を
打
ち
出
し
た
。
造

東
大
寺
司
に
よ
る
月
借
銭
運
営
と
一
部
官
人
に
よ
る
月
借
銭
の
請
負
や
私
銭
混
入
に
よ

る
利
益
獲
得
を
指
摘
し
、
そ
の
対
極
に
生
活
困
窮
の
た
め
に
月
借
銭
を
借
り
ざ
る
を
得

な
い
大
多
数
の
写
経
生
の
存
在
を
対
比
し
た
。
弓
野
瑞
子
も
、
同
様
の
観
点
か
ら
、
奉

写
一
切
経
所
が
独
自
に
運
営
し
た
財
政
機
構
の
分
析
を
進
め
た
。
つ
い
で
栄
原
は
写
経

生
た
ち
の
生
活
実
態
（
困
窮
に
よ
る
借
用
と
さ
ら
な
る
困
窮
）
を
具
体
的
に
描
き
出
そ

う
と
し
た
。
ま
た
宝
亀
年
間
の
月
借
銭
が
始
二
部
・
更
二
部
の
写
経
事
業
の
時
期
に
行

わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
村
順
昭
は
、
写
経
生
が
生
活
の
困
窮
か

ら
月
借
銭
を
利
用
し
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
そ
れ
の
み
で
説
明
す
る
こ
と
に
対
す
る
疑

義
を
表
明
し
た
。
山
下
有
美
は
、
月
借
銭
に
お
け
る
写
経
所
の
主
導
性
を
示
し
、
請
負

や
私
銭
の
混
入
に
よ
る
利
潤
の
獲
得
を
否
定
し
た
。
市
川
理
恵
は
、
比
較
的
裕
福
な
下

級
官
人
が
月
借
銭
を
テ
コ
に
出
世
の
手
掛
か
り
を
つ
か
も
う
と
し
た
と
い
う
上
昇
志
向

を
重
視
し
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
月
借
銭
が
借
用
者
に
及
ぼ
し
た
影
響
、
律
令
官
司
財
政
と
の

関
係
、
運
用
主
体
、
借
用
者
の
性
格
な
ど
に
議
論
が
集
中
し
、
多
く
の
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
正
倉
院
文
書
の
中
に
残
っ
て
い
る
月
借
銭
解
が
、
提
出
さ

れ
た
後
に
奉
写
一
切
経
所
の
事
務
局
の
中
で
ど
の
よ
う
に
事
務
的
に
処
理
さ
れ
、
ど
の

よ
う
に
し
て
現
在
ま
で
残
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
の
検
討
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な

月
借
銭
解
に
関
す
る
基
礎
的
考
察

栄

原

永
遠
男

（２３８）

（
一
）

／正倉院紀要　２０１８　４０号／本文　縦　４０号　２０１８／月借銭解に関する基礎的考察 2018.03.22 11.57.05 Page 43



さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
そ
も
そ
も
現
存
し
て
い
る
月
借
銭
解
と
は
ど
の
よ

う
な
性
質
の
も
の
な
の
か
、
と
い
う
も
っ
と
も
基
本
的
な
こ
と
が
問
わ
れ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。
こ
の
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
は
、
月
借
銭
解
の
提
出
、
受
理
、
貸
付
け
可
否

の
判
断
、
貸
付
け
の
実
行
、
返
済
、
返
済
後
の
事
務
処
理
に
至
る
月
借
銭
の
全
過
程
に

つ
い
て
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
鬼
頭
清
明

が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

（
ａ
）
借
用
希
望
者
が
解
文
の
事
書
か
ら
署
名
ま
で
記
し
て
上
馬
養
に
提
出
す
る
。

（
ｂ
）
上
馬
養
は
月
借
銭
を
支
給
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
充
銭
文
を
記
す
。

（
ｃ
）
月
借
銭
請
求
文
書
は
、
上
馬
養
の
手
元
で
連
巻
と
し
て
保
管
さ
れ
、
借
用
証

と
し
て
管
理
さ
れ
る
。

（
ｄ
）
借
り
手
が
月
借
銭
を
利
息
と
と
も
に
返
納
し
た
時
に
収
納
文
を
記
し
た
。

ま
た
中
村
順
昭
も
、
宝
亀
年
間
の
月
借
銭
解
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
重
要
な
指
摘
を

行
っ
て
い
る
。

（
ｅ
）
月
借
銭
解
の
継
目
裏
に
写
経
所
の
案
主
上
馬
養
が
「
養
」
と
署
し
て
い
る
の

で
、
個
々
の
写
経
生
が
提
出
し
た
月
借
銭
解
は
奉
写
一
切
経
所
で
貼
り
継
が

れ
た
。

（
ｆ
）
借
銭
が
返
済
さ
れ
て
か
ら
、
反
古
紙
と
し
て
、
貼
り
継
が
れ
た
ま
ま
や
一
通

ご
と
に
、
他
の
反
古
文
書
と
と
も
に
貼
り
継
い
で
、
裏
に
食
口
案
帳
が
書
か

れ
た
。

（
ｇ
）
他
史
料
に
は
、
月
借
銭
解
が
残
っ
て
い
な
い
借
銭
が
多
数
記
さ
れ
て
い
る
の

で
、
月
借
銭
解
は
、
現
存
以
外
に
も
多
く
作
ら
れ
た
。

以
上
の
鬼
頭
・
中
村
の
指
摘
は
い
ず
れ
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
検
討

さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
般
的
な
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
以
下
の
考
察
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
次
の
視
点
を
持
ち
た
い
。

月
借
銭
解
に
は
、
各
過
程
ご
と
の
記
載
が
重
層
的
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
月
借
銭
解

を
、
月
借
銭
に
関
し
て
行
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
為
が
層
を
な
し
て
埋
め
込
ま
れ
て
い

る
複
合
体
と
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
段
階
ご
と
に
識
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

月
借
銭
の
全
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
識
別
作
業
は
、
大
日
古
（
2
）や

モ
ノ
ク
ロ
写
真
で
も
あ
る
程
度
ま
で
は
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
よ
り
正
確
に
は
、
原

文
書
に
あ
た
っ
て
、
実
務
を
担
当
し
た
係
官
が
ど
の
よ
う
な
順
序
で
必
要
事
項
を
記
入

し
な
が
ら
事
務
を
処
理
し
て
い
っ
た
か
、
具
体
的
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
必
須
で
あ

る
。筆

者
は
、
幸
い
二
〇
一
三
年
か
ら
二
〇
一
七
年
ま
で
の
五
年
間
、
開
封
中
の
一
時
期

に
、
原
文
書
を
子
細
に
観
察
す
る
と
い
う
得
難
い
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
本
稿
は
そ
の

成
果
に
基
づ
い
て
、
上
記
の
点
の
解
明
を
目
指
す
こ
と
と
す
る
。
観
察
に
あ
た
っ
て
は
、

原
本
調
査
の
利
点
を
生
か
し
て
、
肉
眼
で
朱
・
墨
の
色
調
・
濃
淡
を
見
極
め
る
こ
と
を

基
本
と
し
た
（
3
）。
正
集
〜
続
修
後
集
の
朱
の
検
討
は
す
で
に
『
影
印
集
成
（
4
）』
で
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
れ
を
参
照
し
つ
つ
続
々
修
に
つ
い
て
も
観
察
し
た
。
そ
の
場
合
、
事
務
処
理

が
個
々
の
月
借
銭
解
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
基
づ
き
、
そ
の
一
通
の
範
囲
内

で
見
分
け
て
い
き
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
月
借
銭
解
と
の
比
較
も
行
う
こ
と
と
す
る
。

正
倉
院
文
書
に
は
、
月
借
銭
解
以
外
に
も
月
借
銭
関
連
史
料
や
借
金
申
込
書
な
ど
の

関
係
す
る
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
月
借
銭
史
料

群
」
と
総
称
す
る
。
弓
野
瑞
子
は
そ
の
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
、
奉
写
一
切
経
所
の

内
部
帳
簿
と
し
て
分
析
し
、
山
下
有
美
が
さ
ら
に
深
め
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
だ
十
分

（２３７）

（
二
）
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に
分
析
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
月
借
銭
解
と
そ
の
関
連
史
料
を
総
合
的
に
検
討

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
月
借
銭
の
運
用
の
実
態
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

な
お
、「
月
借
銭
」
の
用
語
自
体
は
、
す
で
に
天
平
年
間
か
ら
見
え
て
い
る
（
5
）。
し
か
し
、

そ
の
具
体
的
な
運
用
実
態
は
明
ら
か
で
な
く
、
は
た
し
て
宝
亀
年
間
の
も
の
と
同
列
に

あ
つ
か
え
る
か
不
明
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
月
借
銭
史
料
群
が
集
中
的
に
存
在
す

る
の
は
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
か
ら
六
年
の
間
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず

考
察
の
対
象
を
こ
の
時
期
の
月
借
銭
解
に
限
定
す
る
（
6
）。

二

月
借
銭
の
定
義
と
認
定

月
借
銭
の
定
義
と
し
て
、
山
下
有
美
は
「
月
ご
と
に
一
定
の
利
息
が
か
か
る
借
銭
」

と
し
、
市
川
理
恵
は
「
古
代
に
お
け
る
銭
貨
の
利
息
付
消
費
貸
借
で
あ
り
、
出
挙
銭
の

一
種
で
あ
る
。
月
ご
と
に
一
定
の
利
息
が
か
か
る
の
が
特
徴
」
と
す
る
。
本
稿
で
は
、

山
下
が
明
ら
か
に
し
た
写
経
所
の
主
導
性
に
注
目
し
て
、
月
単
位
で
利
息
を
決
め
て
銭

貨
を
関
係
者
に
貸
付
け
て
本
利
を
回
収
す
る
制
度
と
し
て
お
く
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
ま

ず
最
初
に
、
月
借
銭
解
と
そ
れ
以
外
の
も
の
と
の
弁
別
、
す
な
わ
ち
月
借
銭
解
の
認
定

を
行
う
。
そ
の
場
合
、
月
単
位
に
利
息
が
か
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
こ
と
、「
月

借
銭
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
こ
と
、
後
述
す
る
充
銭
文
・
収
納
文
・
完
済
符
号
が
あ
る

こ
と
に
注
意
す
る
。
そ
れ
に
も
と
づ
き
、
本
稿
で
は
表
1
の
九
六
通
を
月
借
銭
解
と
認

定
す
る
。
以
下
で
は
表
1
の
番
号
を
月
借
銭
解
の
Ｉ
Ｄ
番
号
と
す
る
。

次
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
参
照
し
な
が
ら
、
№
1
を
例
と
し
て
主
な
用
語
等

の
整
理
を
行
っ
て
お
き
た
い
（
挿
図
1
）。

ａ
謹
解

申
請
月
借
銭
事

ｏ
合
参
伯
文
ｂ
利
別
月
卅
九
文

質
物
布
二
端

ｃ
右
件
銭
、
限
二
箇
月
之
内
、
本
利
共
備
、
将
進
上
、

若
過
期
限
、
料
給
時
質
物
成
売
、
如
数

進
納
、
仍
録
事
状
、
謹
解
、

宝
亀
三
年
二
月
十
四
日
ｄ
給
当
麻
鷹
養

ｅ
償
「
若
倭
部
益
国
」

ｆ
「
敢
男
足
」

ｇ
依
員
行

ｈ
司

ｉ
上
馬
養

ｊ
三
月
廾
四
日
納
卅
九
文
利

ｋ
四
月
廾
四
日
納
利
卅
九
文

ｌ
六
月
十
三
日
納
三
百
六
十
五
文
ｍ
三
百
文
本

ｎ
六
十
五
文
五
十
日
利

ａ
書
き
出
し

冒
頭
に
借
用
希
望
者
の
名
前
が
来
る
こ
と
も
あ
る
。

ｂ
月
単
位
の
利
率

宝
亀
三
年
は
一
〇
〇
文
あ
た
り
月
一
三
文
、
宝
亀
四
年
以
後
は

同
一
五
文
。

ｃ
返
済
誓
約
文
言

返
済
の
期
限
内
に
本
利
と
も
に
備
え
て
進
上
す
る
こ
と
。
期
限

を
す
ぎ
れ
ば
料
給
時
（
布
施
支
給
の
時
）
に
質
物
を
売
却
し
て
数
の
如
く
進
納
す
る

む
ね
誓
約
し
て
い
る
。
借
用
者
の
希
望
返
済
期
限
は
、
こ
の
場
合
「
二
箇
月
」。
借
用

者
が
複
数
の
場
合
「
四
人
生
死
同
心
」
な
ど
の
連
帯
責
任
の
決
意
を
示
す
文
言
が
書

か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

ｄ
借
用
希
望
者

以
下
、
月
借
銭
の
借
用
を
希
望
す
る
も
の
を
「
借
用
希
望
者
」
と
呼

（２３６）

（
三
）
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備 考

利17は異例

質物詳細〈地16分之半板屋2間、在右京3
条3坊、又口分田3町葛下郡〉

「大羅嶋守」は償などとはないが、借用者の
横に並べて書かれていること、自署である
ことから償人と判断した
「相知受客乙麻呂」は「償」「證」とはなく
「受」とあるので、借用者の一人か。元金分
は絁で返済されているが、利息分は納めら
れていない。銭以外での返済の事例
利22は異例

本の返済記録なし。「不用」の異筆あり

申請人と受銭人が異なる。『影印集成』は継
目裏書（左）を＊1（僅存）、（右）＊1（僅存）、
○1（半存）とする
前後の貼継から宝亀3年とみてよい

『史料目録』は継目裏書（左）を＊1（半存）、
『影印集成』はそれに加えて朱書（微存）切
断もあるとする。実見結果を示す

追加借銭200について本利とも記載なし

葦浦継手だけ完済符号の合点がない

⑥淡海金弓には貸付けず
「取六人署名」は連帯保証の意味

「證人」を「償人」と訂正

末尾に「二人同意請解」と追筆

日下は高向「小祖」・石川「宮衣」・陽侯
「穂足」・丈部「浜足」・古「兄人」の5
人のみ自署

本銭の返済の記載なし。利212の意味不明

質物詳細〈地16分之半、板屋3間、在右京
3条3坊、口分田3町8段在葛下郡〉
利率のデータが不十分

音太部野上解だが2人が借用。利率を示す
データなし

背 面

食口案C
19／202～203
食口案D
21／158．11～159．7
食口案C
19／204～205
食口案C
19／203～204
食口案C
19／205～206
食口案C
6／342～343
食口案D
21／159．8～160．4

食口案D
21／160．5～161．3

食口案C
19／199．11～200．7
食口案C
19／200．7～201
食口案D
21／161．3～12
食口案D
21／161．12～162
食口案D
21／163～164．2
食口案C
19／198～199．10

食口案D
21／165．3～13
食口案D
21／164．2～165．2
食口案E
22／286～289

食口案D
21／128．12～130．9
食口案D
21／126．11～128．11
食口案D
21／172．13～175．1

食口案D
21／166～167．12

食口案D
21／167．13～169．6

食口案D
21／171．6～172．4
食口案D
21／172．5～13
食口案D
21／169．7～171．6
食口案D
21／175．2～176．7

食口案D
21／176．8～177．9
食口案D
21／177．10～178．9
食口案D
21／130．10～131
食口案E
22／278～280．12

食口案E
22／280．13～281
食口案D
21／180．10～181．9
食口案D
21／179．10～180．9
食口案D
21／181．10～182．8

継目裏書（注4）
右
＊1

（半存）
＊2

（全／半存）
＊1

（半存）
＊1

（半存）
＊1

（半存）
＊1○1

（半存／半存）
＊2

（半存／半存）

ナシ

＊1
（半存）
＊1

（半存）
＊1

（半存）
＊1○1
（全／半存）
＊1○1
（全／半存）
＊1○1

（微存／微存）

＊3○1
（半存×4）
＊1

（半存）
＊1

（半存）

＊1
（全）
＊1
（全）
＊1
（全）

＊1
（全）

＊1
（全）

＊1
（全）
ナシ

＊1
（全）
＊1
（全）

＊1
（全）
＊1

（半存）
ナシ

＊1
（半存）

切断（前欠）

○1
（全）
○1
（全）
○1

（半存）

左
＊1

（半存）
＊2

（微存／微存）
＊1

（半存）
切断、○1
（僅存）
＊1

（半存）
＊1

（半存）
＊1
（全）

＊1
（半存）

○1＊1
（僅存／半存）

＊1
（半存）
ナシ

ナシ

＊1
（全）
＊1

（半存）

＊1
（半存）
＊1
（全）
＊2

（半存／半存）

＊2
（全／微存）
ナシ

ナシ

ナシ

＊1
（全）

＊1
（全）
＊1
（全）
＊1
（全）
＊1
（全）

＊1
（全）
＊1
（全）
＊1
（全）
○1＊1

（半存／半存）

＊1
（半存）
○1
（全）
○1

（半存）
○1
（全）

完済
符号
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

（前欠）

〇

〇

〇

収納文

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

充銭文

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

保証人・保証文言
（注3）

償「若倭部益国」
「敢男足」
償陽胡「穂足」

償「若倭部益国」
「金月足」
×

×

×

「大羅嶋守」

×

×

證「敢臣男足」
證「他田嶋万呂」
「償金月足」

償「布師千尋」

償「丈部浜足」

×

×

償「出雲乎麻呂」

6人等生死同心

償人常世「真吉」

償「秦度守」
相證「高向小祖」
4人『生死』同心

×

取6人署名

償人三嶋「船長」

2人同意

2人等生死同心

償人「他田嶋万呂」
「八木宮主」「物部常石」
「刑部広浜」
償「大坂広川」

「布師千尋」

「證人狛子公」

×

「償山部針間万呂」
「桑内真公」「物部常石」
償人「他田嶋万呂」
「石川宮衣」「金月足」
償人「答他虫麻呂」

2人同心

期 限

2箇月
料給時
布施給時

料給時

2箇月

料給日

布施給日

1箇月

2箇月

1月

料給日

1箇月

1箇月

2箇月

1箇月

×

料給日

当冬衣服給

1箇月

給料

料給日

料日

布施給時

10月内

料給時

布施給時

料給日

1箇月

1箇月

10月限

1箇月

（前欠）

1箇月

料給日

1箇月

質物

布2端

家既在左京5条
7坊
布1疋

家1区

調布3端

×

×

婢阿古女〈年30〉

×

×

大刀身3隻

板屋1間

×

×

×

×

各板屋1宇〈久
津〉

×

×

①布4端
②布4端
③布1端
④布1端
①布4端
②布4端
③布2端
④布1端
①布4端
②布4端
③布4端
④布4端
⑤布4端
⑥布2端（抹消）
佐村板2間屋

①布3端
②布2端
×

布6端

給料布

板屋1間

板屋1間〈長2
丈 広1丈2尺〉
×

（前欠）

家1区

布3端

×

（２３５）

（
四
）
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表1 月借銭解のID
利率
（注2）

13

13

17

13

13

13

13

13

22

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13

？

×

借用希望者・銭額

給当麻鷹養300

石川宮衣500 7月16日100

秦度守200

専受浜足1000→500

刑部広浜500

物部道成300

秦道形600

玉作広長1000
客乙麻呂

念林老人150

巧清成500

専受人秦国依300

坂合部秋人300

専受金月足500

受能登男人 新銭1000、
6月23日200

念林老人300、7月12日念林宅成
200、8月2日1000
音太部野上700

受狛子公500 勾羊400
桑原稲買300 大山部�人400
占部国人300 日下部名吉100
給当麻宅養300

専受若倭部益国600
又200
①刑部広浜1000
②八木宮主1000
③箭集笠麻呂200
④葦浦継手200
①番上鬼室石次1000
②物部常石1000
③舟木麻呂500
④大伴真尋400
①番上丈部浜足1000
②古兄人1000
③桑内真公1000
④坂上忌寸諸人1000
⑤占部忍男1000
⑥淡海金弓400（抹消）
物部首乙麻呂1000
唐広成500
①秦吉麻呂800
②大坂広川500
山部針間麻呂1000
大友路麻呂1000
専請人壬生広主1800

念林宅成500

行芬500

受針間父万呂300

番上念林老人100→120（以下同）
荊国足120 陽侯穂足120
高向小祖120 石川宮衣120
夜部播磨万呂120 丈部浜足120
秦吉麻呂120 古兄人120
坂上諸人120 田部国守120
八木宮主120
大友路万呂1000

専受浜足1000
男乙人麻呂、益人、奥人
専大坂広川800

音太部野上500
刑部真主500

書き止め

謹解

謹解

謹解

解

謹申

謹解

謹申

以解

如件

謹以申

以解

謹解

謹解

謹解

可給下

以解

謹以申、謹
以解

以解

謹解

以解「解申」

以解

謹以解

以謹申

以解

以謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹以解

（前欠）

解

以解

以解

書き出し

謹解

謹解

秦度守解

丈部浜足解

刑部広浜謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

巧清成謹解

謹解

坂合部秋人解

謹解

謹解

解

音太部野上解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

（前欠）

丈部浜足解

謹解

音太部野上解

紙長
（注1）

42．5

28．1

27．5

23．4

22．5

29．1

28．5

33．3

22．3

39．5

27．7

32．9

30．6

33．3

25．2

32．6

56．3

36．3

45．7

51．8

58．0

47．2

27．0

30．3

57．5

39．5

37．4

31．9

32．3

51．7

23．7

29．6

29．3

29．3

大日古
巻／ページ
6／272～273

19／315～316

6／274～275

6／274

6／285

6／285～286

19／314～315

19／313～314

6／312～313

6／313

19／313

19／312

19／311～312

6／331

19／310

19／310～311

6／390～391

19／317～318

19／318

19／303～304

19／309～310

19／307～308

19／305～306

19／304～305

19／306～307

19／301～302

19／301

19／300

19／316～317

20／313～314

20／318

19／297～298

19／298～299

19／296～297

種 別

続修21①

続々修40‐1裏67紙

続修21③

続修21②

続修21④

続修後集20③

続々修40‐1裏68紙

続々修40‐1裏69紙

続修後集20④

続修後集20⑤

続々修40‐1裏70紙

続々修40‐1裏71紙

続々修40‐1裏72紙

続修後集20⑦

続々修40‐1裏74紙

続々修40‐1裏73紙

続修21⑤

続々修40‐1裏3紙

続々修40‐1裏2紙

続々修40‐1裏80紙

続々修40‐1裏75紙

続々修40‐1裏76紙

続々修40‐1裏78紙

続々修40‐1裏79紙

続々修40‐1裏77紙

続々修40‐1裏81紙

続々修40‐1裏82紙

続々修40‐1裏83紙

続々修40‐1裏4紙

続々修40‐2裏1～2紙

続々修40‐2裏3紙

続々修40‐1裏86紙

続々修40‐1裏85紙

続々修40‐1裏87紙

大日古文書名

当麻鷹養月借銭解

石川宮衣月借銭解

秦度守月借銭解

丈部浜足月借銭解

刑部広浜月借銭解

物部道成月借銭解

秦道形大羅島守連署月借
銭解

玉作広長月借銭解

念林老人月借銭解

巧清成月借銭解

秦国依月借銭解

坂合部秋人月借銭解

金月足月借銭解

能登国依月借銭解

念林老人月借銭解

音太部野上月借銭解

狛子公等月借銭解

当麻宅養月借銭解

若倭部益国月借銭解

刑部広浜等連署月借銭解

鬼室石次等月借銭解

丈部浜足等連署月借銭解

物部首乙麻呂唐乙成連署
月借銭解
秦吉麻呂大坂広川連署月
借銭解
山部針間麻呂大友路麻呂
連署月借銭解
壬生広主月借銭解

念林宅成月借銭解

僧行芬月借銭解

針間父万呂月借銭解

経師高向小祖等連署月借
銭解

経師大友路万呂月借銭解

丈部浜足月借銭解

大坂広川月借銭解

音太部野上月借銭解

日

14

21

24→25

24→25

29

30

5

2

12

13

14

15

16

18

8

28

28→29

30

2

7

7

7

30→8

8

8

10

10→11

11

10→13

16

11

27

1

3

月

2

2

2

2

2

2

3

4

4

4

4

6

6

6

7

8

8

8

8→9

9

9

9

8→9

9

9

9

9

9

9

9

10

11

12

12

年

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

（２３４）

（
五
）
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備 考

月借銭額は始め合計1700だが、①巧清成の
分が1000→500とされ、1200となった。『影
印集成』は継目裏書（右）ナシとするが、
実見結果を示す

「三日利」は「三月利」

質物詳細①地16分之4（分之）1、在物板屋
2間、在左京9条3坊、②地16分之4（分
之）1、在物板屋2間、在左京9条3坊
質物詳細〈在左京8条4坊地16分之1、4
分之1在物板屋1間〉
②は「相受」とあるので借用者か。①②2
人で1000文を借りた
全文抹消。利率のデータなし

背面の食口案は宝亀5年7月11～15日の部
分であるので当解は宝亀5年以前のもの。
端裏に『人々手有廾五貫一百九十』とある

「利四百五十文」は収納文に先行して書か
れた。本1000文に対する3ヶ月分の利をメ
モしたものか

更。質物詳細〈地32分之1、在板屋2間、
在左京8条4坊〉
更

利益のデータに不明点あり

更

更

「不用」の朱筆あり

「指之里」あり。「證人」と「知同心」との
関係不明。質物詳細〈地1段板1間、添上
郡在山公郷〉

「使沙弥慈詔」とある。「布師千尋」は償な
どとはないが、借用者の横に並べて書かれ
ていること、自署であることから償人と判
断した

100借上の意味不明

利率のデータ不十分

更。『影印集成』は継目裏書（左）を＊1（僅
欠）とする

端裏に『更借廾五貫 未納三千三百廾文
〈七百卅上／又一百■十六文〉』とある
「償人金月足」は自署かどうか判別できず。
『影印集成』は継目裏書（左）を＊1（僅欠）
とする
『影印集成』は継目裏書（左）を＊1（僅欠）
とする
「償人」と「八木宮主」の筆の異同を判別
できず

背 面

食口案D
21／195～196．1

食口案D
21／198．12～199．4
21／196．2～197．9
食口案D
21／178．11～179．9
食口案D
21／199．5～200．3
食口案D
21／200．4～13
21／197．10～198．11
食口案D
21／201．2～202．10
食口案D
21／202．12～204．2
「奉写一切経経師請墨
手実帳」のうち秦磯上
手実（21／266）
食口案E
22／327～328．10

食口案D
21／205．6～206．9
食口案D
21／206．10～207
食口案D
21／208～209
食口案E
22／369～370

食口案D
21／225．5～226．9
食口案D
21／210～211．4
食口案D
21／211．5～212．9
食口案E
22／285～286
食口案D
21／212．10～213．11
食口案D
21／213．12～215．2
食口案D
21／215．3～216．8
食口案D
21／216．9～217．12
食口案D
21／217．13～219．3

食口案D
21／219．4～220．6
食口案D
21／220．7～221．8

食口案D
21／221．9～222．12

食口案D
21／222．13～223．11
食口案D
21／223．12～225．5
食口案D
21／226．10～227
食口案D
21／228．2～7
食口案D
21／228．8～12
食口案E
22／283～284
食口案E
22／289～290
食口案E
22／328．11～330．2
食口案E
22／292～294

食口案E
22／282～283
食口案E
22／290～292

継目裏書（注4）
右
＊1

（僅存）

＊1
（半存）

＊1
（半存）
ナシ

＊1
（半存）

切断（前欠）

＊1
（半存）
ナシ

○1
（微存）

○1
（半存）
＊1

（半存）
○1

（半存）
切断（前欠）

＊1
（半存）
＊1

（半存）
＊1

（半存）
○1

（半存）
＊1

（半存）
＊1

（半存）
○1

（半存）
＊1

（半存）
＊1

（半存）

○1
（半存）
○1

（半存）

○1
（半存）

ナシ

＊1
（微存）
＊1

（半存）
○1
（全）
切断（前欠）

○1＊1
（僅存／半存）
＊1○1

（半存／半存）
ナシ

＊1
（微存）

＊1
（半存）
ナシ

左
ナシ

＊1
（半存）

＊1
（半存）
切断（後欠）

＊1
（半存）

切断（後欠）

＊1○1
（半存／半存）

ナシ

＊1
（半存）

○1
（半存）
○1

（半存）
ナシ（切断）

○1
（半存）

＊1
（微欠）
＊1○1

（半存／半存）
＊1

（半存）
○1

（僅欠）
＊1

（半存）
＊1

（半存）
＊1

（半存）
○1

（半存）
○1

（半存）

＊1
（半存）
○1

（半存）

○1
（半存）

○1
（半存）
ナシ

＊1
（半存）
＊1

（半存）
○1
（全）
＊1

（半存）
＊1○1

（半存／半存）
○1

（半存）
＊1

（半存）

＊1
（半存）
＊1

（半存）

完済
符号
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

（前欠）

〇

〇

〇

〇

〇

〇

収納文

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

充銭文

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

保証人・保証文言
（注3）

×

生死不論同心

「償刑部広浜」

償人「刑部広浜」
「氏部小勝」
2人同心、質家成沽

2人同心死生無闕

×

3人同心

×

償「漢部佐美麻呂」

證高向「小祖」

償人「巧清成」
「出雲雄麻呂」
相知壬生「広主」
「八木宮主」

償人「桑内真公」

償「山部諸公」
證「高向小祖」
×

證人「大伴浄人」

「償常乙足」

償酒波「麻呂」

償人「桑内真公」

3人同心

證人「大宅首童子」
「丈部浜足」「山部針間
万呂」「金月足」
「知同心山辺公魚麻呂」
償「葦浦継手」

「布師千尋」

償「大友路麻呂」
「秦磯上」「刑部真主」
「常乙足」
×

償人「丈部浜足」

×

×

「證高向小祖」

相證償「紀豊人」

償「音太部野上」
「坂上諸人」
償人「秦吉麻呂」「刑部広
浜」「金月足」
償人金月足

×

「償人八木宮主」

期 限

料給時

3箇月

2箇月

3箇月

2月内

1箇月

1箇月

来4月内

1箇月

1月

施料給時

料給時

2箇月

2箇月

来5月之内

料給日

料給時

料給時

至夏衣裁給

布施請

料給日

今月内

料給時

1箇月

料給時

1月

1箇月

（前欠）

料給時

1箇月

2箇月

布施時

料給

料給日

質物

①布4端
②布3端

布施料調布

布2端

布4端

①家1区
②家1区

家1区

×

×

×

夏衣服

×

×

（前欠）

×

家1区

布4端

×

布2端

布5端

調布1端

夏衣

家1区

×

×

布5端

×

×

×

×

（前欠）

布5端

×

×

×

×

布4端

（２３３）

（
六
）
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表1 月借銭解のID（続き）
利率
（注2）

13

13

13

13

13

13

15

×

15

15

15

15

15

15

15

15

？

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

？

15

15

15

15

15

15

借用希望者・銭額

①巧清成1000→500
②常乙足700

念林宅成500
大坂広川500

大伴真尋400

八木宮主1000

①田部国守500
②占部忍男500

他田舎人建足200
桑内連真公500

｝①受念林宅成
②相受大坂広川 1000

工清成100 秦磯上100
刑部真主100

秦吉麻呂100

茨田千足400

受穂足200

別家足400

大伴真尋1000

専受大友路万呂1000

山部針間万呂600

氏部小勝500
田部国守700
財磯足140

専請置始清足400

船木麻呂800

出雲乎麻呂200

白髪部節麻呂200 秦広津200
日下部名吉100
山辺千足300

箭集笠麻呂専請600

薬栄700

専給漢部佐美万呂1000

受石川宮衣50
受山部針間万呂50
出雲乎麻呂300

｝浄野人足
相受答他虫麻呂 400

布師千尋100

高向浄成400

専受出雲乎麻呂600

巧清成500

八木宮主

丈部忌寸浜足1000
丈部忌寸益人1000

大羅嶋守1000

請置始清足800

書き止め

以謹解

如前

以解

以解

以解

謹解

謹解

以謹解

以解

以謹解

以解

仍謹申

以解

謹解

謹解

以解

以解

謹以解

謹以解

謹以解

謹解

謹以解

以解

以解

以謹解

以解

謹以解

以解

謹解

（前欠）

謹以解

以解

以解

以解

以解

謹以解

書き出し

謹解

謹解

大伴真尋解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

楊胡穂足解

謹解

（前欠）

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

船木麻呂謹解

出雲乎麻呂謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

出雲乎麻呂謹解

謹解

謹解

（前欠）

謹解

巧清成解

八木宮主解

謹解

謹解

謹解

紙長
（注1）

32．0

57．4

34．6

25．0

54．6

45．2

32．2

18．3

27．2

31．5

28．0

28．3

25．2

36．4

33．2

35．2

46．7

28．4

30．6

34．0

34．1

37．4

30．5

32．5

32．4

24．0

40．5

31．5

17．9

10．2

42．9

40．0

33．6

44．4

31．1

33．2

大日古
巻／ページ
6／423

6／424～425

19／299～300

6／425

6／426

6／427

6／468～469

21／268

22／52～53

6／474～475

6／475～476

6／485～486

21／418～419

6／509

6／510

6／510～511

6／511～512

6／512～513

6／513

6／515

6／514

6／515～516

6／516～517

6／517～518

6／518～519

6／519

6／520

6／520～521

22／1

22／38～39

6／536

6／537

22／51～52

6／540～541

6／540

6／541～542

種 別

続修23①

続修23③（1）（2）

続々修40‐1裏84紙

続修23②

続修23④（1）（2）

続修23⑤

続修23⑥

続々修33‐2裏82紙

続々修40‐2裏30紙

続修23⑧

続修23⑨

続修23⑩

続々修40‐2裏4紙

続修24①

続修24②

続修24③

続修後集20⑧

続修24④

続修24⑤

続修24⑦

続修24⑥

続修24⑧

続修24⑨

続修24⑩

続修24⑪

続修24⑫

続修24⑬

続修24⑭

続々修40‐1裏103紙

続々修40‐1裏104紙

続修21⑥

続修後集20⑨

続々修40‐2裏31紙

続修後集20⑪

続修後集20⑩

続修21⑦

大日古文書名

巧清成常乙足月借銭解

念林宅成大坂広川月借銭
解

大伴真尋月借銭解

八木宮主月借銭解

田部国守占部忍男月借銭
解

他田建足桑内真公月借銭
解
念林宅成月借銭解

刑部真主等連署月借銭解

秦吉麻呂月借銭解

茨田千足月借銭解

楊胡穂足月借銭解

別家足月借銭解

大伴真尋月借銭解

大友路麻呂月借銭解

山部針間麻呂月借銭解

氏部小勝田部国守月借銭
解
財磯足月借銭解

置始清足月借銭解

船木麻呂月借銭解

出雲乎麻呂月借銭解

白髪部節麻呂月借銭解

山辺千足月借銭解

箭集笠麻呂月借銭解

僧薬栄月借銭解

漢部佐美麻呂月借銭解

石川宮衣山部針間麻呂月
借銭解
出雲乎麻呂月借銭解

浄野人足月借銭解

布利千尋月借銭解

高向浄成月借銭解

出雲乎麻呂月借銭解

巧清成月借銭解

八木宮主月借銭解

丈部忌寸浜足同益人月借
銭解

大羅島守月借銭解

置始清足月借銭解

日

5

25

25→27

27

28

29

25

4

7

30

30

10

3

4

5

5

6

6

6

6

5→6

6→7

8

8

9

10

14

23

12

30

9

11

12

20

20

21

月

12

12

12

12

12

12

1

2

2

2

2

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

7

7

7

9

9

9

年

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀3

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

宝亀4

№

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

（２３２）

（
七
）
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備 考

『影印集成』は継目裏書（左）を○1（僅存）
とする

宛先「謹上 経所衙」、差出「主奴美努船長
状上」、「紙末申…」等あり

「専受五百木部真勝」「償足」「石川宮衣」
はいずれも墨線で抹消されている。利率の
データなし
丈部浜足は金月足と並べて書かれているが
自署であるところから償人と判断した
②は定200であるにもかかわらず、完済を
示す合点あり

金月足は返済完了せず

「借用大伴真広」「徴納大伴浄人」の異筆あ
り
利率を確定できず

「勘知上馬養」の表記は異例

桑内真公の返済、とくに日付と利との関係
が不明。工清成は墨抹、合計からすると貸
付けていない

背面の食口案は宝亀5年8月24～27日の部
分であるので宝亀5年に類収する。陽侯史
穂足と壬生広主に「頭」とある

背面の食口案は宝亀5年10月19～20日の部
分であるので宝亀5年に類収する
背面の食口案は宝亀5年10月20～23日の部
分であるので宝亀5年に類収する
背面の食口案は宝亀5年10月24～26日の部
分であるので宝亀5年に類収する
①③の合点は、各行の下にある②④にもか
かるとみるべきか
背面の食口案は宝亀6年1月1日の部分で
あるので宝亀5年に類収する

収納文は丈部長岡と大生子敷の2人、完済
符号は丈部長岡1人にある
知申給人「大伴浄人」の役割不明。質物詳
細〈在板屋1間4間、在左京2条6坊〉

「徴成将進人大伴浄人」の役割不明。「不」
と大書

（注3）償人の自署の判定は実見による。大日古と異なる場合が多い。
（注4）正集・続修・続修後集は『史料目録』『影印集成』による。ただし実見により改めた場合がある。続々修は実見による。数字は個数、その前の＊は朱書、○は墨書を示す。

№38、40の切断は『史料目録』による。№84は『史料目録』では情報が与えられていないが、実物観察では継目裏書はない。№35について、『影印集成』は左右両端裏と
も継目裏書なしとするが、『史料目録』は右端裏に朱書の「養」が半存するとする。実見によると存在が確かめられる。

背 面

食口案E
6／361～363
食口案E
22／334～336
22／337～338．2

食口案E
22／332～333
食口案E
22／333～334．10
食口案F
23／191．11～193．8
食口案E
22／331．5～332
「奉写一切経経師更筆
手実帳」のうち五百木
部真勝手実（22／65）
食口案E
22／330．3～331．4
食口案E
22／355．3～356．6
食口案E
22／366．12～367
食口案F
23／187．5～188．11
食口案F
23／188．12～189．12
食口案E
22／368
「奉写一切経所筆納用
帳」のうち「経師充筆
帳」（15／352～353）の
部分
食口案F
23／258．8～259．6

食口案F
23／259．7～12
食口案F
23／211～212．2
食口案E
22／338．3～11

食口案E
22／351．5～8
食口案E
22／351．9～352．6
食口案E
22／352．7～353．2

食口案F
23／185．6～8
食口案F
23／237．4～238．6
食口案F
23／291．6～292．5
食口案F
23／284．9～286．2

食口案F
23／286．3～287．9

継目裏書（注4）
右
＊1

（半存）
＊1

（半存）

＊1
（半存）
＊1

（半存）
ナシ

ナシ

切断（前欠）

＊1
（半存）
＊1

（微存）
＊1

（半存）
ナシ

ナシ

ナシ

ナシ

ナシ

切断（前欠）

ナシ

ナシ

＊1
（半存）
＊1

（半存）
＊1

（半存）

ナシ

ナシ

ナシ

ナシ

ナシ

左
○1

（半存）
＊1

（半存）

＊1
（半存）
＊1

（半存）
ナシ

＊1
（半存）
ナシ

＊1
（半存）
＊1

（半存）
＊2

（半存／僅存）
ナシ

ナシ

＊1
（半存）
ナシ

切断（後欠）

ナシ

＊1
（半存）
切断（後欠）

切断（後欠）

切断（後欠）

切断（後欠）

切断（後欠）

ナシ

切断（後欠）

ナシ

ナシ

完済
符号
〇

〇

〇

〇

×

〇

（前欠）

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

（前欠）

〇

〇

（後欠）

〇

〇

（後欠）

〇

〇

〇

〇

収納文

〇

〇

〇

〇

×

〇

（前欠）

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

（後欠）

〇

〇

（後欠）

〇

〇

×

×

充銭文

〇

〇

〇

〇

×

〇

（前欠）

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

（前欠）

〇

（後欠）

（後欠）

（後欠）

〇

（後欠）

〇

×

×

×

保証人・保証文言
（注3）

×

請人等生死同心結

同姓男小万呂、件2人死
生同心
「償物部吉麻呂」

×

×

償足 石川宮衣

「丈部浜足」

2人同心

償人「物部常石」

×

×

「償秦磯上」

若3人中1人闕者、2人
同心進上

若1人闕、遺人等依数進
納

（前欠）

證人「大伴浄人」

（後欠）

（後欠）

（後欠）

4人同心

（後欠）

「償人丈部浜足」

若有此中1人闕、留人等
同心
償人他田「嶋万呂」
物部「常石」「工清成」
「占部忍男」「酒波家麻呂」
知申給人「大伴浄人」
償「物部常石」
「大春日鳥養」

期 限

料給時

料給時

×

給於料日

1月

1月

（前欠）

1箇月

料給日

料給日

布施時

2箇月

料給時

料給時

料給時

（前欠）

1箇月

（後欠）

（後欠）

料給時

料給日

（後欠）

料給時

来12月上旬

料給時

料給日

質物

×

①布4端
②布2端
③布2端
④布2端
⑤布2端
家1区〈地16分
1板屋5間〉
布3端

家

×

（前欠）

×

×

×

×

×

×

×

×

（前欠）

×

布6端

（後欠）

（後欠）

（後欠）

（後欠）

×

国養

家1区

布3端

背面

食口案E
22／297．10～298．2
食口案D
21／204．3～205．5

食口案F
23／313．12～315．1

食口案F
23／174．5～175．4

注記

全体に墨曲線で抹消
件銭真者、来年調持友定以上進

「用」とある

「用」とある

後欠。背面の食口案は宝亀7年
1月5～9日の部分であるので
宝亀6年に類収する

完済符号

ナシ

アリ
（名前部分に合点）
ナシ

ナシ

ナシ

収納文

ナシ

①7／12返上了
②7／26返上了
ナシ

ナシ

（後欠）

充銭文

ナシ

①2／15下充500雑用之内上馬養
②2／16下調布1端〈自一切経司請来之内〉上馬養
ナシ

ナシ

（後欠）

（２３１）

（
八
）
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表1 月借銭解のID（続き）
利率
（注2）

15

15

15

15

利如進
人者
15

×

15

15

15

15

15

？

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

（注1）続々修は上端・下端付近で計測したものの平均値。他は『史料目録』による。№30は第2紙の横幅。№36、39は続修23③、④のそれぞれ（1）（2）を合わせた横幅。№72は続々
修40‐2裏36、37紙の合計。№79は第70紙、№81は第5紙の横幅。№４２・77の紙長は写真のスケールから算出したものであるので、信頼性が万全ではない。

（注2）利率は本100文に対する1ヶ月分。

借用希望者・銭額

答他虫麻呂500
漢部佐美麻呂700 浄野人足500
①（充）大友路麻呂1000
②（止）船木麻呂500
③中臣船万呂500→400
④（止）占部忍男500
⑤（充）酒波家万呂500
銭受人大宅首童子1000

専請葦浦継手850

美努船長1000

高向小祖200

専受五百木部真勝

金月足300

①韓国千村400
②桑内真公600
桑内真公200

金月足1000 丈部忌寸浜足600
丈部忌寸益人600
大羅嶋守300

生江秋麻呂800
阿刀歳足700
大伴鯛万呂400
丈部新成600
香山久須万呂600

舟木直麻呂600 刑部真主600
占部忍男700 酒波家麻呂500
桑内真公800 工清成500（墨抹）
他田嶋麻呂400
金月足600
丈部浜足600
大網嶋守1000 又請500

頭陽侯史穂足200
頭壬生広主200 葦浦継手100
中臣船木船麻呂200
音太部野上100 采女千縄160
卜部忍男100 桑内真公200
工清成100 物部吉麻呂100
（後欠）900

生江秋麻呂600
阿刀歳足600
①他田嶋麻呂1000
②刑部真主800
③音太部野上1000
④占部忍男800
（後欠）1500

山部針間麻呂200

丈部長岡500 大生子敷500
額田部磯嶋500
専受船木麻呂1000

刑部広浜500

書き止め

以謹解

謹以解

解以謹

以解

以解

謹以申

以解

以解

謹解

以謹解

以解

以謹解

謹以解

以解

以解

（前欠）

謹以解

（後欠）

（後欠）

（後欠）

（後欠）

（後欠）

解

以解

謹以解

以解

書き出し

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

（前欠）

謹解

謹解

桑内真公解

謹解

大羅嶋守解

（前欠）

謹解

□解

（前欠）

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

謹解

紙長
（注1）

40．8

57．7

28．7

27．9

50．0

24．5

11．8

29．5

24．9

28．1

43．7

28．1

27．4

40．2

30．1

12．1

25．6

19．2

8．3

18．8

18．2

7．3

30．5

30．7

48．8

49．6

大日古
巻／ページ
6／542～543

22／377～378

6／567

6／568

22／381～382

22／415～416

22／416

22／417

22／428～429

22／586

23／2～3

23／3～4

22／585～586

6／572～573

23／51

23／179

23／180

22／378～379

22／588

22／587

22／587～588

22／588

23／516

6／584

6／585

23／568～569

種 別

続修後集20⑫

続々修40‐2裏36、37紙

続修後集20⑬

続修21⑧

続々修40‐3裏13紙

続々修40‐2裏34～35紙

続々修31‐4裏21紙

続々修40‐2裏32～33紙

続々修40‐2裏69～70紙

続々修40‐2裏80紙

続々修40‐3裏4～5紙

続々修40‐3裏6紙

続々修40‐2裏81紙

正集44⑯

続々修40‐4裏18紙

続々修40‐4裏19紙

続々修40‐3裏27紙

続々修40‐2裏38紙

続々修40‐2裏63紙

続々修40‐2裏64～65紙

続々修40‐2裏66～67紙

続々修40‐3裏2紙

続々修40‐3裏62紙

続々修40‐4裏7170紙

続々修40‐4裏6160紙

続々修40‐4裏6261紙

大日古文書名

答他虫麻呂等月借銭解

経師大友路万呂等連署月
借銭解

大宅首童子月借銭解

葦浦継手月借銭解

美努船長月借銭解

高向小祖月借銭解

五百木部真勝月借銭解

金月足丈部浜足連署月借
銭解
韓国千村桑内真公連署月
借銭解
桑内真公月借銭解

金月足等月借銭解

大羅嶋守月借銭解

生江秋麻呂等連署月借銭
解
大伴鯛麻呂等月借銭解

舟木直麻呂等月借銭解

金月足丈部浜足連署月借
銭解
大網嶋守月借銭解

陽侯史穂足等月借銭解

氏名闕月借銭解

生江秋麻呂阿刀歳足月借
銭解
他田嶋麻呂等月借銭解

氏名闕月借銭解

山部針間麻呂月借銭解

丈部長岡等月借銭解

船木麻呂月借銭解

刑部広浜月借銭解

日

22

1

10

6

29

27

28

29

17→8

13

15

18

18→19

19

19

30

1

30

22

27

15

月

9

1→2

2

3

3

4

4

4

7

8

9

9

9

9

9

11

12

5

9

9

11

年

宝亀4

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀5

宝亀6

宝亀6

宝亀6

宝亀6

№

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

表2 借金申込書

期限

来年

20日許

1箇月

1箇月

11月8日

質物

ナシ

ナシ

家1区

口分田2町

（後欠）

借用希望者・銭額

土師部古麻呂300

高向小祖1000

上馬養3000
男上藤万呂、上氏成
上馬養3000
男上藤万呂
（後欠）400

事書の用語

借銭

用代銭

借銭

借銭

可進銭期

種別

続々修40‐2裏8紙

続修23⑦

続々修40‐4裏127紙

続々修40‐4裏5049紙

大日古
巻／ページ

21／239～240

6／474

22／417～418

22／418

23／569

大日古文書名

土師部古麻呂借銭解

高向小祖月借銭解

上馬養父子連署月借銭解

氏名闕借銭啓

日

10

15

16

16

月

1

2

5

5

年

宝亀4

宝亀4

宝亀5

宝亀5

宝亀6

記号

a

b

c

d

e

（２３０）

（
九
）
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ぶ
こ
と
と
す
る
。
申
し
込
み
の
段
階
で
あ
る
か
ら
「
給
」
は
当
麻
鷹
養
に
給
わ
っ
て

ほ
し
い
、
の
意
。

ｅ
ｆ
償
（
證
）
人

原
則
と
し
て
借
用
希
望
者
が
一
人
の
場
合
に
立
て
ら
れ
る
。
基
本

的
に
は
自
署
。
自
署
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
証
力
が
得
ら
れ
る
。

ｇ
ｈ
ｉ
充
銭
文

ｇ
は
月
借
銭
の
申
し
込
み
に
対
し
て
貸
付
け
の
執
行
を
許
可
す
る

文
言
、
ｈ
は
貸
付
け
金
の
財
源
を
指
示
す
る
文
言
、
こ
の
場
合
の
「
司
」
は
奉
写
一

切
経
司
か
ら
受
け
取
っ
た
銭
か
ら
貸
付
け
よ
、
と
い
う
意
味
。
ｉ
は
こ
の
貸
付
け
案

件
の
許
可
者
で
あ
る
と
と
も
に
責
任
者
で
あ
る
上
馬
養
の
署
名
。
鬼
頭
清
明
は
、
月

借
銭
の
支
給
を
確
認
し
て
か
ら
上
馬
養
が
充
銭
文
を
記
し
た
と
す
る
が
、
こ
れ
は
逆

で
、
上
馬
養
が
月
借
銭
の
支
給
を
認
め
る
充
銭
文
に
署
名
し
て
初
め
て
月
借
銭
が
支

給
さ
れ
た
。『
史
料
目
録（
7
）』
は
以
上
の
ｇ
ｈ
ｉ
を
「
充
銭
文
」
と
呼
ん
で
い
る
。

ｊ
〜
ｎ
収
納
文

ｊ
ｋ
は
利
の
み
を
収
め
た
記
録
、
ｌ
ｍ
ｎ
が
本
利
の
返
済
記
録
。
ｍ

が
本
、
ｎ
が
利
。
こ
れ
に
て
本
利
の
全
額
が
返
済
さ
れ
た
。
ｊ
〜
ｎ
全
体
を
『
史
料

目
録
』
は
「
収
納
文
」
と
呼
ぶ
。

ｏ
完
済
符
号

本
利
と
も
に
完
済
し
た
場
合
に
つ
け
ら
れ
る
。
借
用
銭
額
、
利
率
、
質

物
な
ど
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
線
で
囲
っ
た
り
、
ま
た
は
合
点
や
圏
点
を
つ
け
た
り

す
る
。
多
く
の
場
合
、
朱
で
あ
る
。
こ
の
朱
は
、
返
済
記
録
（
収
納
文
）
の
最
後
の

も
の
と
朱
の
色
が
同
じ
と
認
定
で
き
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
場
合
も
ｌ
ｍ
ｎ
と
ｏ
の

朱
は
同
じ
色
で
あ
る
（
挿
図
1
〜
3
）。

さ
て
、
九
六
通
の
月
借
銭
解
の
う
ち
№
10
・
14
・
16
・
60
の
四
通
は
事
書
き
部
分
に

「
借
銭
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
利
息
に
関
す
る
記
載
、
充
銭
文
、
収
納
文
の

本
利
の
記
載
を
記
す
の
で
、「
借
銭
」
は
「
月
借
銭
」
の
省
略
で
あ
ろ
う
。
№
51
も
事
書

に
「
借
銭
」
と
あ
る
。
提
出
さ
れ
た
月
借
銭
解
の
部
分
に
利
率
に
関
す
る
記
載
は
な
い

が
、
収
納
文
に
利
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
通
例
の
利
率
の
た
め
に
書
か
れ
な
か
っ
た

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
月
借
銭
解
で
あ
ろ
う
。
№
56
の
「
月
銭
」
は
大
日
古
が

注
記
す
る
よ
う
に
「
借
脱
カ
」
で
よ
い
。
№
31
・
47
・
64
・
77
・
86
は
前
欠
の
た
め
に

挿図1 №1 当麻鷹養月借銭解（宝亀3．2．14）続修21①

（２２９）

（
一
〇
）
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事
書
部
分
が
失
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
№
31
・
47
・
64
は
充
銭
文
・
収
納
文
が
と
も
に

あ
り
、
№
47
に
は
「
月
借
」
の
文
字
も
記
さ
れ
て
い
る
。
№
86
に
は
収
納
文
が
残
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
月
借
銭
解
と
み
て
問
題
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
№
77
は
末
尾
部
分
以
下
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、
日
下
に
「
専
受
五

百
木
部
真
勝
」
や
「
償
足
」「
石
川
宮
衣
」
な
ど
と
あ
る
。「
専
受
」「
償
」
は
月
借
銭
解

に
よ
く
見
え
る
表
現
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
№
77
は
貸
付
け
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
月
借
銭
解
と
し
て
提
出
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
月
借

銭
解
の
一
つ
と
み
て
お
く
。

な
お
、
月
借
銭
解
と
は
別
に
、
借
金
申
込
書
と
称
す
べ
き
も
の
が
ａ
〜
ｅ
の
五
点
存

在
す
る
（
表
2
）。
こ
れ
ら
に
は
、
月
借
銭
の
語
・
利
息
に
関
す
る
記
載
・
充
銭
文
・
収

納
文
・
完
済
符
号
等
が
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
ｂ
「
高
向
小
祖
月
借
銭

解
」（
宝
亀
四
年
二
月
一
五
日
、
六
ノ
四
七
四
）
の
み
は
、
充
銭
文
・
収
納
文
・
完
済
符

号
等
が
あ
る
の
で
、
簡
単
に
検
討
し
て
お
く
。

高
向
小
祖
解

申
請
用
代
銭
事

合
壱
貫
文

右
、
件
銭
者
、
限
廾
日
許
所
請
如
件
、

謹
以
解
、宝

亀
四
年
二
月
十
五
日

①
『
以
同
日
且
下
充
五
百
文
雑
用
之
内

②
「
以
七
月
十
二
日
返
上
了
」
上
馬
養
』

③
「
以
十
六
日
下
調
布
一
端
自
一
切
経
司
請
来
之
内
上
馬
養
」

④
『
以
七
月
六
日
返
上
了
』

高
向
小
祖
は
宝
亀
四
年
二
月
一
五
日
付
で
「
用
代
銭
」
一
貫
文
を
申
請
し
た
が
、
こ

れ
に
対
し
て
①
で
上
馬
養
は
同
日
（
二
月
一
五
日
）
で
「
雑
用
之
内
」
か
ら
五
〇
〇
文

の
支
給
を
認
め
た
。
②
こ
れ
は
七
月
一
二
日
に
返
上
さ
れ
た
。
つ
い
で
③
上
馬
養
は
二

月
一
六
日
に
調
布
一
端
の
下
充
を
認
め
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
④
七
月
六
日
に
返
上
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
銭
の
借
用
申
し
込
み
に
対
し
て
①
銭
と
③
調
布
の
下
充
が
お

こ
な
わ
れ
、
そ
の
返
却
②
④
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ど
こ
に
も
利
息
に
つ

い
て
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
目
で
見
る
と
、
こ
の
史
料
に
は
月
借
銭
の
語
も
利
率
に

つ
い
て
の
記
載
も
な
い
こ
と
に
気
付
く
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
月
借
銭
解
で
は
な
く
、

借
金
申
込
書
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

三

層
位
構
造

月
借
銭
史
料
群
は
、
現
状
に
至
る
ま
で
四
つ
の
段
階
を
経
過
し
た
が
、
そ
の
各
層
の

痕
跡
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
第
一
段
階
は
個
々
の
月
借
銭
解
の
作
成
、
第
二
段
階
は

月
借
銭
の
事
務
担
当
者
に
よ
る
事
務
処
理
、
第
三
段
階
は
奈
良
時
代
に
お
け
る
二
次
利

用
、
第
四
段
階
は
明
治
期
の
整
理
、
で
あ
る
。
そ
れ
を
順
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
月
借
銭
に
関
す
る
事
務
処
理
の
あ
り
方
と
、
そ
の
後
の

扱
わ
れ
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
）
第
一
段
階

月
借
銭
解
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
作
成
の
側
面
に
焦
点
を
当
て
る
。

用
紙
の
選
択

ま
ず
用
紙
に
注
目
し
た
い
。
月
借
銭
解
は
す
べ
て
一
次
文
書
で
あ
る

（２２８）

（
一
一
）
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か
ら
、
そ
れ
に
使
用
さ
れ
る
前
の
用
紙
は
表
裏
と
も
空
で
あ
っ
た
。
月
借
銭
解
が
提
出

さ
れ
る
と
事
務
担
当
者
は
余
白
部
分
に
充
銭
文
・
収
納
文
を
書
き
、
完
済
し
た
場
合
は

完
済
符
号
を
付
け
た
。
そ
こ
で
、
借
用
希
望
者
は
、
月
借
銭
解
を
作
成
す
る
場
合
、
充

銭
文
・
収
納
文
が
あ
と
で
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
予
定
し
て
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
書
け

る
程
度
の
横
幅
の
紙
を
用
意
し
た
。
そ
れ
は
ど
の
程
度
の
長
さ
か
。

後
述
の
よ
う
に
、
月
借
銭
解
は
貼
り
継
が
れ
て
継
目
裏
を
「
養
」
の
字
で
封
じ
ら
れ

た
。
両
端
に
「
養
」
が
半
存
す
る
も
の
は
、
表
1
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら

に
は
月
借
銭
解
の
提
出
当
初
の
紙
幅
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
切
断
等
に
よ
っ
て
短
く
は

な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
う
ち
に
五
〇
㎝
以
上
の
も
の
が
№
17
・
25
・
30
・
36
・
39
・
72

の
六
点
あ
り
、
他
は
そ
れ
よ
り
短
く
、
三
〇
㎝

前
後
の
も
の
が
多
い
。
な
お
、
両
端
か
片
端
に

継
目
裏
書
が
な
い
た
め
に
当
初
の
長
さ
が
確
か

め
ら
れ
な
い
が
、
現
存
長
で
す
で
に
五
〇
㎝
を

超
え
て
い
る
も
の
に
№
20
（
五
一
・
八
㎝
）、

№
21
（
五
八
・
〇
㎝
）、
№
75
（
五
〇
・
〇
㎝
）

の
三
点
が
あ
る
。
こ
の
三
点
は
、
本
来
は
も
っ

と
長
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

宝
亀
年
間
の
凡
紙
一
紙
の
幅
は
、
表
3
の
よ

う
に
五
〇
㎝
台
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
九
点
は

一
紙
（
全
紙
）
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
と
み
ら

れ
る
。
そ
の
他
の
そ
れ
よ
り
短
い
紙
は
全
紙
で

は
な
く
、
何
ら
か
の
目
的
で
一
部
分
使
用
さ
れ

た
全
紙
の
余
白
部
分
を
切
り
取
っ
た
も
の
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

月
借
銭
解
の
用
紙
は
、
写
経
所
内
の
紙
の
集
積
場
所
ま
た
は
反
古
箱（
8
）（

反
古
コ
ー

ナ
ー
）
に
集
積
さ
れ
、
案
主
や
舎
人
た
ち
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
に
は
、
未
使
用
の
全
紙
（
両
面
空
）、
一
部
使
用
し
た
全
紙
の
余
白
部
分
を
切
り
離
し

た
も
の
（
両
面
空
）、
一
部
使
用
し
た
全
紙
の
使
用
部
分
を
切
り
離
し
た
も
の
（
片
面

空
）、
両
面
使
用
済
み
の
紙
な
ど
が
分
け
て
整
理
さ
れ
て
集
積
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な

い
。
借
用
希
望
者
た
ち
は
、
案
主
や
舎
人
た
ち
の
許
可
を
得
て
そ
こ
か
ら
選
び
取
っ
た

か
、
も
し
く
は
案
主
・
舎
人
た
ち
か
ら
受
け
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う（
9
）。

全
紙
が
使
用
さ
れ
た
九
例
の
う
ち
、
№
17
（
六
人
）、
№
20
（
四
人
）、
№
21
（
四

人
）、
№
30
（
一
二
人
）、
№
72
（
五
人
）
は
連
名
に
よ
る
借
用
な
の
で
、
充
銭
文
・
収

納
文
が
多
く
な
る
と
予
想
さ
れ
て
長
い
紙
が
割
り
当
て
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
№
25
・

36
・
39
は
い
ず
れ
も
二
名
連
名
で
あ
り
、
長
い
紙
を
用
い
る
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。

六
人
連
名
の
№
22
は
四
七
・
二
㎝
、
七
名
連
名
の
№
85
は
三
〇
・
一
㎝
と
全
紙
に
は
及

ば
な
い
が
長
い
。
一
〇
名
連
名
の
№
88
は
一
九
・
二
㎝
、
四
名
連
名
の
№
91
も
一
八
・

二
㎝
だ
が
、
い
ず
れ
も
後
欠
で
も
っ
と
長
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
見
て
、

全
体
と
し
て
記
入
事
項
が
多
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
長
い
紙
が
充
て
ら
れ
る
傾

向
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

反
古
箱
（
反
古
コ
ー
ナ
ー
）
の
両
面
空
の
紙
の
な
か
に
は
、
二
紙
継
ぎ
の
紙
も
混

じ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
続
々
修
40
ノ
2
裏
の
第
70
紙
（
二
四
・
九
㎝
）
に
は
№
79

が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
奥
（
左
）
に
は
空
の
第
69
紙
（
約
一
〇
㎝
）
が
貼
ら
れ
て

い
る
。
第
70
紙
の
み
で
は
紙
幅
が
十
分
で
な
く
、
充
銭
文
と
収
納
文
を
書
く
余
裕
が
な

い
の
で
、
第
70
紙
と
第
69
紙
の
二
紙
継
ぎ
の
用
紙
が
選
ば
れ
た
。
事
実
、
第
70
紙
は
充

表3 宝亀年間の凡紙1紙の幅

平均長㎝

52．6

50．1

54．5

57．3

54．3

57．4

宝亀年間の文書・帳簿から紙数の多いものをランダムに抜き出した。
第1紙と最終紙を除く中間部分の紙の幅の平均値を示した。

紙数

14

7

12

6

9

14

種別

続修後集35

続修別集11（2）

続修別集12（1）

続修別集12（2）

続修別集13（9）

続修別集19

文書・帳簿名

奉写一切経所解（案）

奉写一切経所布施文案

奉写一切経所告朔案

奉写一切経所告朔案

奉写一切経所告朔案

奉写一切経所解（案）

（２２７）

（
一
二
）
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銭
文
だ
け
書
か
れ
て
そ
れ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
収
納
文
は
第
69

紙
に
書
か
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
申
請
者
二
名
の
名
前
の
周
囲
に

書
か
れ
た
た
め
、
第
69
紙
は
空
の
ま
ま
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

同
じ
く
続
々
修
40
ノ
3
裏
の
第
5
紙
に
は
№
81
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
金
月

足
・
丈
部
浜
足
・
丈
部
益
人
の
三
人
が
借
用
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

収
納
文
に
多
く
の
ス
ペ
ー
ス
を
要
す
る
と
予
測
さ
れ
た
。
そ
こ
で
第
5
紙
（
四
三
・
七

㎝
）
と
第
4
紙
（
約
一
〇
・
四
㎝
）
の
二
紙
継
ぎ
の
用
紙
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
奥
に
は
充
銭
文
し
か
書
か
れ
ず
、
収
納
文
も
簡
単
な
も
の
で
済
ん
だ
た
め
、
第

5
紙
に
は
多
く
の
余
白
が
残
り
、
第
4
紙
に
は
何
も
書
か
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。

続
々
修
40
ノ
2
裏
の
第
8
紙
は
借
金
申
込
書
ａ
で
あ
る
が
、
そ
の
奥
（
左
）
に
空
の

第
7
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
（
逆
継
ぎ
）。
こ
れ
は
月
借
銭
解
で
は
な
い
が
、
充
銭
文
、
収

納
文
な
ど
は
書
か
れ
て
も
よ
い
。
そ
こ
で
第
8
紙
の
み
で
は
十
分
で
は
な
い
の
で
、
第

8
・
7
紙
の
二
紙
継
ぎ
の
用
紙
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
借
金
の
申

し
込
み
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
の
で
、
第
7
紙
は
空
の
ま
ま
残
っ
た
。

以
上
、
二
紙
継
ぎ
の
用
紙
が
選
ば
れ
た
の
は
、
借
金
申
込
書
の
例
を
含
め
て
、
三
例

が
確
認
で
き
る
だ
け
で
あ
る
（
10
）。
多
く
の
月
借
銭
解
の
中
で
こ
れ
だ
け
し
か
確
認
で
き
な

い
の
は
、
表
裏
空
で
十
分
な
横
幅
の
紙
が
多
数
用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
二
紙
継

ぎ
の
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
数
は
少
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。書

式

借
用
希
望
者
は
、
以
上
の
よ
う
に
用
紙
を
手
に
す
る
と
、
上
掲
の
よ
う
な

書
式
で
月
借
銭
解
を
書
い
た
。
単
独
で
借
用
す
る
場
合
と
、
数
人
の
共
同
借
用
と
で
様

式
が
異
な
る
。
前
者
で
は
償
人
が
立
て
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
後
者
で
は
償
人

は
な
く
「
死
生
同
心
」
な
ど
の
連
帯
保
証
を
示
す
文
言
が
記
さ
れ
る
の
を
通
例
と
す
る
。

こ
の
両
者
の
違
い
は
あ
る
が
、
解
を
用
い
る
こ
と
、
二
行
目
に
「
合
」
の
次
に
借
用
希

望
金
額
と
利
率
を
書
く
こ
と
、
ｃ
に
相
当
す
る
部
分
に
は
返
済
期
限
や
返
済
の
決
意
を

記
す
の
み
で
、
そ
の
他
の
個
人
的
な
事
情
を
記
す
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
大

体
に
お
い
て
似
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
宝
亀
三
年
か
ら
六
年
に
わ
た
っ
て

受
け
継
が
れ
、
そ
の
間
に
顕
著
な
様
式
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
借
用
希
望
者
の
名
前
が
日
下
で
は
な
く
冒
頭
に
書
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ

と
、
ｃ
に
相
当
す
る
部
分
の
文
章
に
若
干
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
細

部
で
変
化
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
何
ら
か
の
ひ
な
型
を
も
と
に
、
そ
れ
を
写
し
な
が

ら
作
成
し
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
。
大
体
の
書
き
方
が
周
知
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に

従
っ
て
書
い
た
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

月
借
銭
解
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
解
の
形
式
を
用
い
て
い
る（
11
）。「
謹
解
」
で
書
き
始

め
る
も
の
が
多
い
が
、
人
名
＋（
謹
）
解
で
書
き
出
す
も
の
も
あ
る
。
書
き
出
し
か
書
き

止
め
の
い
ず
れ
か
又
は
両
方
に
「
謹
」
字
を
使
用
す
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、

中
に
は
ど
こ
に
も
「
謹
」
字
を
用
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
№
4
・
15
・
16
・
32
・
34
・

37
・
45
・
66
・
67
の
九
点
で
あ
る
。
そ
の
中
で
最
も
異
例
な
の
は
次
の
№
15
で
あ
る
。

解
①
月借銭
三
百
文
③
『
一
月
又
廾
日
利
六
十
二
文
』

右
、
銭
要
�
、
照
趣
使
、
付
可

給
下
、
⑧
更
壱
貫
文
八
月
二
日
、
⑨
『
一
千
六
十
文
』

七
月
八
日
念
林
老
人

④
『
以
十
一
月
廾
四
日
納
四
百
卅
文
三
百
文
本

一
百
卅
文
三
月
又
十
日
利
』

②
『
依
員
行

司
』

（２２６）

（
一
三
）
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⑤
「
以
同
月
十
二
日
請
二
百
文
念
林
宅
成

⑦
『
以
十
一
月
廾
四
日
納
了
』

⑥
『
一
月
又
十
五
日
利
卅
九
文
』
」

こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
№
15
で
は
三
回
に
わ
た
る
月
借
銭
の
貸
付
け
と
返
済
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
一
回
目
は
①
の
三
〇
〇
文
で
あ
り
、
宝
亀
三
年
七
月
八
日
付
で
月
借
銭

解
が
作
成
さ
れ
た
。
②
の
充
銭
文
は
こ
れ
に
対
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
③
の
八
月
末
ご

ろ
に
利
六
二
文
の
み
を
返
し
、
④
一
一
月
二
四
日
に
本
利
を
返
済
し
て
こ
の
件
は
完
済

と
な
っ
た
。
①
に
掛
か
る
朱
合
点
は
そ
の
完
済
符
号
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

「
謹
」
字
を
用
い
な
い
の
み
な
ら
ず
、「
可
給
下
」
と
い
う
月
借
銭
解
で
は
こ
れ
に
し
か

見
え
な
い
特
異
な
書
き
止
め
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
返
済
の
期
限
を
切
ら
ず
、
質
も
償

人
も
な
い
。
本
人
で
な
く
使
者
に
提
出
さ
せ
た
ら
し
い
。
こ
れ
も
異
例
で
あ
る
。

二
回
目
は
⑤
同
月
（
七
月
）
一
二
日
の
二
〇
〇
文
で
、
念
林
宅
成
が
借
り
た
。
こ
の

場
合
、
念
林
宅
成
が
月
借
銭
解
を
作
成
し
た
か
ど
う
か
確
証
は
な
い
が
、
こ
の
№
15
に

書
き
込
ま
れ
る
と
い
う
異
例
の
状
態
か
ら
見
て
、
作
成
し
な
か
っ
た
と
み
て
お
き
た
い（
12
）。

こ
れ
は
⑥
の
よ
う
に
、
八
月
末
ご
ろ
利
三
九
文
の
み
を
返
し
、
⑦
一
一
月
二
四
日
に
本

利
と
も
完
済
し
た
。
⑤
の
朱
合
点
が
こ
の
件
の
完
済
符
号
で
あ
ろ
う
。
三
回
目
は
⑧

「
更
壱
貫
文
八
月
二
日
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
最
初
の
月
借
銭
解
へ
の
書
き
込
み
の
形
を

と
っ
て
お
り
、
す
こ
ぶ
る
異
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
⑨
『
一
千
六
十
文
』
の
朱

筆
が
収
納
文
、
⑧
の
朱
線
の
囲
み
が
完
済
符
号
と
み
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
№
15
は
異
例
ず
く
め
で
あ
る
上
に
、
全
体
と
し
て
月
借
銭
の
運
営

主
体
に
対
す
る
敬
意
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
念
林
老
人
は
天
平
一
一
年
（
七
三
九
）
か
ら

見
え
る
最
古
参
に
属
す
る
経
師
で
、
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
に
は
奉
写
一
切
経
司

の
主
典
で
正
八
位
上
の
位
階
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
宝
亀
三
年
七
月
以
前
に
「
念
林

主
典
」
と
あ
る
の
で
（
二
一
ノ
一
二
三
）、
№
15
の
時
点
で
造
東
大
寺
司
主
典
で
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
歴
の
長
さ
と
地
位
の
高
さ
が
、
異
例
の
解
を
書
く
こ

と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

償

人

単
独
で
借
用
希
望
す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
償
人
を
立
て
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
た
。
複
数
の
場
合
は
、
相
互
の
連
帯
保
証
と
さ
れ
「
死
生
同
心
」
な
ど
の
そ
れ

を
示
す
文
言
が
書
き
込
ま
れ
た
。

償
人
の
部
分
は
、
同
筆
別
筆
の
判
別
が
難
し
い
場
合
が
多
い
が
、「
償
」
ま
た
は
「
償

挿図2 №67八木宮主月借銭解（宝亀4．7．12）続々修40‐2裏31紙 償人の自署

（２２５）

（
一
四
）
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＋
氏
」
ま
で
が
先
に
書
か
れ
て
お
り
、
償
人
は
そ
の
下
に
氏
名
ま
た
は
名
の
み
を
自
署

し
た
と
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
№
67
で
は
、「
償
人
」
ま
で
と
「
秦
吉
麻
呂
」
以
下
は
筆

跡
や
墨
の
濃
さ
が
異
な
り
、
三
人
の
償
人
は
明
ら
か
に
自
署
で
あ
る
（
挿
図
2
）
。
№
56

で
は
、「
償
」
に
薄
墨
で
「
證
人
」
と
重
ね
書
き
し
（
13
）、
さ
ら
に
「
大
宅
首
童
子
」
以
下
四

人
の
證
人
が
そ
れ
ぞ
れ
自
署
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
（
挿
図
3
）。
自
筆
で
書
き
こ
ん
で

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
保
証
力
を
担
保
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
保
証
力
は

ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
、
借
用
者
と
償
人
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
で
あ
る
の
か
、
ど

こ
で
ど
の
よ
う
に
し
て
自
署
を
も
ら
っ
た
の
か
、
な
ど
多
く
の
点
が
不
明
で
あ
る
（
14
）。

（
二
）
第
二
段
階

前
項
で
は
、
月
借
銭
解
の
作
成
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
つ
ぎ
に
、
第
二

段
階
の
検
討
に
進
も
う
。
第
二
段
階
は
月
借
銭
の
事
務
担
当
者
が
、
月
借
銭
解
や
作
成

し
た
事
務
帳
簿
（
月
借
銭
関
連
史
料
）
に
よ
っ
て
事
務
処
理
を
お
こ
な
っ
た
段
階
で
あ

る
。
継
目
裏
書
・
充
銭
文
・
収
納
文
・
完
済
符
号
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
の
か
を
検

討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
提
出
さ
れ
た
月
借
銭
解
が
事
務
的
に
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た

の
か
を
考
え
た
い
。

月
借
銭
継
文
と
継
目
裏
書

現
存
す
る
ほ
と
ん
ど
の
月
借
銭
解
に
は
、
接
続
情
報
な

ら
び
に
実
物
観
察
に
よ
る
と
、
左
右
両
端
裏
も
し
く
は
片
端
裏
に
「
養
（
15
）」
の
文
字
（
朱

筆
ま
た
は
墨
筆
）
が
半
存
す
る
。
そ
の
う
ち
も
っ
と
も
遅
い
時
期
の
「
養
」
の
継
目
裏

書
は
、
№
87
（
宝
亀
五
年
一
二
月
一
日
）
の
左
端
裏
に
あ
る
も
の
で
あ
る
（
挿
図
4
）。

挿図3 №56山辺千足月借銭解（宝亀4．4．6）続修24⑧ 償人の自署

挿図4 続々修40‐3第27紙 右端に継目
裏書「養」（裏は№87大綱嶋守月
借銭解（宝亀5．12．1））

（２２４）

（
一
五
）
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こ
れ
ら
の
継
目
裏
書
は
、
月
借
銭
運
営
の
責
任
者
で
あ
る
上
馬
養
が
記
入
し
た
も
の
で

あ
る
。
彼
は
、
宝
亀
六
年
三
月
二
九
日
に
は
案
主
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
（
二
三
ノ

四
二
九
）、
お
そ
ら
く
写
経
所
が
停
止
さ
れ
る
宝
亀
七
年
六
月
ま
で
案
主
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
次
第
に
継
目
裏
書
を
書
か
な
く
な
っ
た
が
、
月
借
銭
の
運
営
に
最
後
ま
で

か
か
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
月
借
銭
解
に
継
目
裏
書
が
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
提
出
さ

れ
た
月
借
銭
解
の
ほ
と
ん
ど
が
貼
り
継
が
れ（
16
）、
月
借
銭
継
文
と
称
す
べ
き
も
の
が
作
成

さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
月
借
銭
解
以
外
で
「
養
」
が
書
か
れ
た
唯
一
の
例
外
が
、

借
金
申
込
書
ｂ
の
「
高
向
小
祖
月
借
銭
解
」
で
あ
る
。
こ
の
右
端
背
面
に
墨
書
の
「
養
」

半
存
、
左
端
背
面
に
朱
の
「
養
」
が
半
存
し
て
い
る
。
こ
の
借
金
申
込
に
つ
い
て
は
、

月
借
銭
の
責
任
者
で
あ
る
上
馬
養
が
二
度
に
わ
た
っ
て
貸
付
け
を
許
可
し
て
い
る
の
で
、

彼
の
手
元
に
置
か
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
誤
っ
て
月
借
銭
継
文
に
貼
り

込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
継
目
裏
書
が
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
見
て
、

月
借
銭
解
を
貼
り
継
ぎ
「
養
」
の
継
目
裏
書
を
書
く
こ
と
が
月
借
銭
継
文
の
原
則
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
一
方
で
、
現
状
で
継
目
裏
書
の
存
在
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
が
存
在
す
る

（
表
1
）。
こ
れ
ら
を
ど
う
理
解
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
う
ち
前
後
の
い
ず

れ
か
を
欠
く
場
合
も（
17
）、
欠
け
て
い
な
い
側
に
継
目
裏
書
が
な
い
の
で
、
欠
落
し
て
い
る

側
に
も
継
目
裏
書
が
な
か
っ
た
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
№
38
・

42
・
75
・
77
・
81
・
82
・
84
・
85
・
86
・
88
・
92
・
93
・
94
・
95
・
96
の
一
五
点
に
は
、

継
目
裏
書
が
な
い
か
、
も
し
く
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
う
ち
№
42
・
77
は
、
後

述
の
よ
う
に
、
月
借
銭
継
文
に
貼
り
継
が
れ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
、
継
目
裏
書

が
な
く
て
当
然
で
あ
る
。

こ
の
二
点
を
除
く
と
、
№
38
以
外
は
す
べ
て
宝
亀
五
年
三
月
二
九
日
の
№
75
以
降
の

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
す
る
と
、
宝
亀
五
、
六
年
の
遅
い
時
期
の
も
の
に

継
目
裏
書
の
な
い
も
の
、
も
し
く
は
な
い
可
能
性
の
あ
る
も
の
が
集
中
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
遅
い
時
期
に
な
る
と
、
月
借
銭
継
文
に
は
次
第
に
継
目
裏

書
が
書
か
れ
な
く
な
っ
て
い
く
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

完
済
符
号

現
存
す
る
月
借
銭
解
を
見
る
と
、
充
銭
文
・
収
納
文
が
書
き
込
ま
れ
、

最
後
に
完
済
符
号
が
付
さ
れ
る
の
が
標
準
的
な
あ
り
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
に
は
充

銭
文
・
収
納
文
の
い
ず
れ
か
ま
た
は
両
方
が
な
く
と
も
完
済
符
号
が
付
さ
れ
て
い
る
場

合
が
あ
る
。

№
4
は
左
端
が
『
史
料
目
録
』
と
『
影
印
集
成
』
に
そ
れ
ぞ
れ
「
切
断
、
墨
痕
僅
存
」

「
墨
痕
（
僅
存
）
切
断
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
償
人
（
18
）・
充
銭
文
・
収
納
文
の
部
分
が

切
り
取
ら
れ
て
残
っ
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
借
用
希
望
銭
額
の
部
分
に
合

点
が
あ
り
、
こ
れ
が
完
済
符
号
で
あ
る
。

№
9
に
は
充
銭
文
は
あ
る
が
収
納
文
が
な
い
。
し
か
し
、
借
用
希
望
銭
額
と
利
率
、

一
ヶ
月
の
期
限
で
借
用
し
た
い
旨
の
文
言
、
日
下
の
念
林
老
人
の
人
名
の
各
部
分
が
朱

の
線
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
充
銭
文
と
こ
の
朱
の
抹
消
線
は
色
が
異
な
り
（
挿
図
5
）、

記
入
時
期
が
違
う
。
こ
の
点
か
ら
、
朱
の
抹
消
線
は
完
済
符
号
と
し
て
の
意
味
が
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。

№
32
は
充
銭
文
が
な
い
が
、
書
き
出
し
と
借
用
希
望
銭
額
、
質
物
の
部
分
を
朱
線
で

囲
む
完
済
符
号
が
あ
る
。

№
34
も
充
銭
文
は
あ
る
が
収
納
文
が
見
ら
れ
な
い
。
借
用
希
望
銭
額
と
借
用
希
望
者

（２２３）

（
一
六
）
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の
音
太
部
野
上
・
刑
部
真
主
の
名
前
と
銭
額
の
内
訳
部
分
に
朱
合
点
（
19
）が

打
た
れ
て
い
る
。

こ
の
朱
合
点
と
充
銭
文
の
朱
の
色
は
わ
ず
か
に
異
な
っ
て
い
る
（
挿
図
6
）。
こ
の
朱

合
点
は
完
済
符
号
と
判
断
し
う
る
。

№
55
は
、
充
銭
文
は
あ
る
が
収
納
文
が
な
い
。
し
か
し
、
借
用
希
望
銭
額
の
右
肩
部

分
に
朱
の
圏
点
が
打
た
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
完
済
符
号
と
み
ら
れ
る
。

№
94
は
、
丈
部
長
岡
・
大
生
子
敷
・
額
田
部
磯
嶋
の
三
人
連
名
の
月
借
銭
解
で
あ
る
。

日
下
と
そ
れ
に
続
け
て
こ
の
三
人
の
自
署
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
二
人
目
の
「
大
生

子
敷
」
の
文
字
が
切
れ
て
お
り
、
額
田
部
磯
嶋
の
自
署
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
後
欠
で

あ
る
。
こ
の
た
め
か
充
銭
文
が
残
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
丈
部
長
岡
・
大
生
子
敷
の

二
人
に
つ
い
て
は
「
六
百
六
文
」「
六
百
九
十
四
文
」
と
い
う
朱
の
書
き
込
み
が
あ
り
、

こ
れ
が
収
納
文
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
「
丈
部
長
岡
五
百
文
」
と
借
用
希
望
銭
額
を
記
し

た
右
肩
に
、
こ
の
収
納
文
と
同
じ
色
の
朱
で
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
完
済
符

号
で
あ
ろ
う（
20
）。

№
95
は
充
銭
文
・
収
納
文
と
も
に
な
い
が
、
借
用
希
望
銭
額
部
分
の
墨
合
点
が
完
済

符
号
で
あ
ろ
う
。

№
96
は
、
充
銭
文
・
収
納
文
と
も
に
な
い
が
、
借
用
希
望
銭
額
の
右
肩
部
分
に
墨
合

点
が
あ
る
。
こ
れ
が
完
済
符
号
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
以
上
の
№
4
・
9
・
32
・
34
・
55
・
94
・
95
・
96
に
は
、
充
銭
文
や

収
納
文
の
片
方
も
し
く
は
両
方
が
な
い
が
、
完
済
符
号
が
あ
る
の
で
、
月
借
銭
は
貸
付

け
ら
れ
、
本
利
と
も
返
済
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
№
31
・
64
・
77
・
86
・
89
・
92
は
前
後
欠
の
た
め
完
済
符
号
の
有
無
を
確

か
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
№
77
は
、
末
尾
が
残
る
の
み
だ
が
、
こ
の
部
分
に
充
銭
文
・

挿図5 №9念林老人月借銭解（宝亀3．4．12）
続修後集20④ 朱抹が完済を示す

挿図6 №34音太部野上月借銭解（宝亀3．12．3）
続々修40‐1裏87紙 朱合点が完済を示す

（２２２）

（
一
七
）
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収
納
文
を
書
き
込
め
る
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
な
い
。
ま

た
、
日
下
の
「
専
受
五
百
木
部
真
勝
」
と
「
償
足
」「
石
川
宮
衣
」
の
部
分
が
墨
抹
さ
れ

て
い
て
異
例
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
二
次
利
用
も
食
口
案
で
は
な
く
五
百
木
部

真
勝
の
手
実
で
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
貸
付
け
が
認
め
ら
れ
ず
、
五
百
木
部
真
勝
に
返

却
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
完
済
符
号
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
№
92

は
大
き
く
後
欠
し
て
お
り
、
一
行
目
「
謹
解

申
請
月
借
銭
事
」
と
二
行
目
「
合
銭
壱

貫
五
百
文
加
利
別
百
十
五
文
」
が
残
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
に
完
済
符
号
ら
し
き
も

の
は
認
め
ら
れ
な
い
。
断
言
は
で
き
な
い
が
、
完
済
符
号
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
完
済
符
号
が
な
い
こ
と
が
確
実
も
し
く
は
そ
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
の
は
、

№
42
・
75
・
77
・
84
・
92
の
五
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
№
42
・
84
は
、
後
述
の
よ
う
に
、

貸
付
け
は
認
め
ら
れ
ず
、
前
者
は
申
請
者
に
返
却
さ
れ
、
後
者
は
写
経
所
事
務
局
に
留

め
置
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
完
済
符
号
が
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
№

77
・
92
も
同
様
と
み
ら
れ
る
。
残
る
№
75
は
美
努
船
長
の
月
借
銭
解
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
極
め
て
異
例
で
あ
る
。

謹
解

申
請
月
借
銭
事

合
壱
貫
文
利
如
進
人
者

質
家
也

右
、
件
銭
、
怱
依
有
所
用
、
一
月
之
間
、
所

請
如
前
、
仍
注
事
状
、
附
葛
万
呂
申
送
、
以

解
、

宝
亀
五
年
三
月
廾
九
日
付
葛
万
呂

謹
上

経
所
衙

主
奴
美
努
船
長
状
上

紙
末
申

船
長
今
間
有
暇
日
甚
多
、
欲
参

織
布
、
乞
欲
可
不
之
状
聞
食
、

こ
れ
に
は
充
銭
文
・
収
納
文
・
完
済
符
号
そ
の
他
の
記
載
や
記
号
は
何
も
な
い
。
ま

た
、
利
息
に
つ
い
て
「
利
如
進
人
者
」
と
記
す
こ
と
、
月
借
銭
解
で
は
宛
先
を
書
か
な

い
の
に
「
謹
上

経
所
衙
」
と
記
し
、「
主
奴
」「
状
上
」
と
あ
り
、「
紙
末
申
」
以
下
の

追
記
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
通
例
の
月
借
銭
解
と
著
し
く
異
な
る
。
ま
た
美
努
船

長
本
人
は
休
暇
中
の
よ
う
で
あ
り
、
葛
万
呂
な
る
人
物
に
付
し
て
届
け
て
お
り
、
書
状

の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
事
情
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
貸
付
け
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
も
の
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。
後
述
の
よ
う
に
、
他
の
月
借
銭
解
と
同
じ
く
食
口
案

Ｆ
帳
に
二
次
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
美
努
船
長
に
返
却
さ
れ
る
こ
と
な
く
写
経
所
の

月
借
銭
担
当
者
の
手
元
に
残
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
（
21
）。

以
上
の
№
42
・
75
・
77
・
84
・
92
の
五
例
と
、
前
欠
の
た
め
不
明
の
分
を
除
く
と
、

現
存
す
る
月
借
銭
解
の
ほ
と
ん
ど
は
、
実
際
に
貸
付
け
ら
れ
、
そ
し
て
完
済
さ
れ
た
も

の
と
み
て
よ
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
現
存
す
る
月
借
銭
解
に
は
二
種
類
あ
る
こ
と
に
な
る
。
一
つ
は
実

際
に
貸
付
け
ら
れ
完
済
さ
れ
た
も
の
（
完
済
符
号
が
あ
る
も
の
）、
も
う
一
つ
は
、
点
数

は
少
な
い
が
、
月
借
銭
解
と
し
て
提
出
さ
れ
た
が
貸
付
け
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の

（
完
済
符
号
が
な
い
も
の
）
で
あ
る
（
22
）。

こ
の
う
ち
後
者
は
、
さ
ら
に
二
つ
に
分
か
れ
る
。
№
42
・
77
の
よ
う
に
申
請
者
に
返

却
さ
れ
た
も
の
と
、
№
75
・
84
・
92
の
よ
う
に
そ
の
ま
ま
写
経
所
に
留
め
置
か
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
、
貸
付
け
不
可
の
決
裁
が
ど
の
時
期
に
な
さ
れ
た
か
に
よ
る

の
で
あ
ろ
う
。
月
借
銭
解
提
出
後
早
い
段
階
で
決
裁
さ
れ
る
と
申
請
者
に
返
さ
れ
た
が
、

あ
る
程
度
事
務
処
理
が
進
み
、
月
借
銭
継
文
に
貼
り
継
が
れ
た
後
に
決
裁
さ
れ
る
と
返

（２２１）

（
一
八
）
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さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

現
存
す
る
月
借
銭
解
の
以
上
の
二
種
類
は
、
月
借
銭
貸
付
け
の
実
行
と
い
う
点
で
は

大
き
く
異
な
る
が
、
視
点
を
変
え
て
月
借
銭
の
事
務
担
当
者
か
ら
見
る
と
、
い
ず
れ
も

事
務
運
営
上
で
は
処
理
済
み
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
そ
の
よ

う
な
も
の
が
、
貸
付
け
や
返
済
の
事
務
が
進
行
中
の
月
借
銭
継
文
に
入
り
混
じ
っ
て
い

る
と
、
事
務
作
業
が
や
り
に
く
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ

れ
た
か
。

充
銭
文
な
ど
と
紙
継
目
と
の
関
係

こ
の
点
を
考
え
る
前
に
、
充
銭
文
・
収
納
文
・

完
済
符
号
が
紙
継
目
を
ま
た
ぐ
事
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
管
見
で
は
以
下

の
八
例
が
あ
る
。

（
1
）
№
5
の
合
点
が
紙
継
目
を
ま
た
い
で
い
る
た
め
、
右
方
の
№
6
の
左
端
に
墨
痕

が
残
る
。

（
2
）
№
7
の
収
納
文
が
左
方
の
№
2
と
の
紙
継
目
を
ま
た
い
で
い
る
。

（
3
）
№
16
の
完
済
符
号
が
右
方
の
№
15
と
の
紙
継
目
を
ま
た
い
で
い
る
。

（
4
）
№
20
の
収
納
文
が
右
方
の
№
26
と
の
紙
継
目
を
ま
た
い
で
い
る
（
挿
図
7
）。

（
5
）
№
26
の
収
納
文
が
左
方
の
№
20
と
の
紙
継
目
を
ま
た
い
で
い
る
（
挿
図
7
）。

（
6
）
№
48
の
収
納
文
が
左
方
の
№
61
と
の
紙
継
目
を
ま
た
い
で
い
る
。

（
7
）
№
85
の
収
納
文
が
途
切
れ
て
い
る
の
で
、
左
方
に
あ
っ
た
紙
に
ま
た
が
っ
て
書

か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
（
挿
図
8
）。

（
8
）
№
86
の
収
納
文
が
左
方
の
№
85
と
の
紙
継
目
を
ま
た
い
で
い
る
（
挿
図
8
）。

こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
収
納
文
が
左
方
の
月
借
銭
解
に
ま
た
が
る
場
合
が
多
い
が
、

（
1
）（
3
）
の
二
例
は
完
済
符
号
が
右
方
の
月
借
銭
解
に
ま
た
が
っ
て
い
る
事
例
で
あ

挿図7 №26壬生広主月借銭解（宝亀3．9．10）続々修40‐1裏81紙、№20刑部広浜等連署月借銭解（宝亀3．9．7）同裏80紙
前者の収納文が後者との紙継目をまたいでいる

8180

（２２０）

（
一
九
）
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る
。
こ
れ
ら
八
例
の
よ
う
に
、
収
納
文
や
完
済
符
号
が
左
右
の
紙
継
目
を
ま
た
い
で
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
充
銭
・
収
納
・
完
済
の
確
認
な
ど
の
事
務
が
、
単
独
の
月
借
銭
解

で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
貼
り
継
い
だ
月
借
銭
継
文
上
で
行
わ
れ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
方
で
多
く
の
月
借
銭
解
に
あ
っ
て
は
、
充
銭
文
・
収
納
文
・
完
済
符
号

は
、
そ
の
月
借
銭
解
の
紙
面
内
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
紙
幅
に
あ
ま
り
余
裕
が
な
い
場

合
で
も
、
無
理
に
収
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
№
85
の
う
ち
、
刑
部
真
主
の
一
二
月
一
一

日
の
返
済
に
つ
い
て
、「
二
百
卌
文

二
月
又
廾
日
利
」
の
部
分
は
紙
端
に
沿
っ
て
下
か

ら
上
に
書
か
れ
て
い
る（
挿
図
8
）。
右
に
続
く
№
86
の
収
納
文
が
紙
継
目
を
ま
た
い
で

い
る
の
で
（
上
記
（
8
））、
こ
れ
も
№
86
側
に
は
み
出
し
て
も
問
題
な
い
は
ず
で
あ
る

の
に
、
№
85
の
う
ち
に
収
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
月
借
銭
解
が
抜
き

取
ら
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
と
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。
そ
う
す
る
と
、

抜
き
取
ら
れ
た
月
借
銭
解
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
充
銭
文
・
収
納
文
・
完
済
符
号
が
原

則
と
し
て
み
な
残
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
、
も
し
何
ら
か
の
問
題
が
生

じ
て
も
、
借
用
申
し
込
み
か
ら
完
済
ま
で
の
経
過
を
後
か
ら
追
跡
で
き
る
こ
と
を
意
味

す
る
。

し
か
し
、
上
記
の
よ
う
に
少
数
で
あ
れ
隣
り
の
月
借
銭
解
に
記
載
が
ま
た
が
っ
て
書

か
れ
た
事
例
が
あ
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
事
例

の
う
ち
、（
4
）
は
末
尾
の
「
文
」「
利
」
の
文
字
が
ま
た
が
る
だ
け
で
あ
り
、（
1
）

（
3
）
は
完
済
符
号
と
し
て
十
分
認
識
で
き
、（
6
）
は
文
字
の
一
部
が
切
れ
る
だ
け
で

十
分
に
読
み
取
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
抜
き
取
ら
れ
て
単
独
の
月
借
銭
と
な
っ
て
も
あ
ま

り
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、（
5
）
で
は
、
№
26
の
「
以
四
年
四
月
四
日
納
一
百
卅
九
文

一
百
文
本

卅
九
文
三
月
之
利
」
と
い
う
収
納
文
の
一
行
が
完
全
に
左
の
№
20
に
ま
た
い
で
い
る
が
（
挿

図
7
）、
こ
の
一
行
は
完
済
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
な
ど
は

上
記
の
配
慮
の
欠
如
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
完
済
符
号
の
合
点
が

挿図8 №85舟木直麻呂等月借銭解（宝亀5．9．19）続々修40‐4裏18紙
左端、途切れる 右端、文字を無理に入れ込む

№86金月足丈部浜足連署月借銭解（宝亀5．11．30）同裏19紙
左端、収納文が紙継目をまたいでいる

191817

（２１９）

（
二
〇
）
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は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
事
務
担
当
者
と
し
て
は
完
済
符
号
さ
え
確
認
で
き

れ
ば
良
い
と
い
う
意
識
が
働
い
て
い
た
と
し
て
お
き
た
い
。

事
務
処
理
済
み
の
月
借
銭
解

先
に
、
完
済
符
号
が
付
さ
れ
事
務
処
理
が
完
了
し
た

月
借
銭
解
が
月
借
銭
継
文
に
継
が
れ
た
ま
ま
で
あ
る
と
、
事
務
作
業
が
行
い
に
く
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
充
銭
文
・
収
納
文
・
完
済
符
号
の
あ
り
方
か

ら
、
月
借
銭
解
の
抜
き
取
り
と
い
う
こ
と
を
予
想
し
た
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
考
え
る

た
め
に
、
月
借
銭
解
が
貼
り
継
が
れ
た
状
況
を
検
討
し
た
い
。

『
史
料
目
録
』
に
よ
っ
て
接
続
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
継
目
裏
書
が
完
存
し

た
り
収
納
文
・
完
済
符
号
等
が
紙
継
目
を
ま
た
い
で
い
る
場
合
は
、
月
借
銭
解
が
宝
亀

年
間
当
初
に
貼
り
継
が
れ
た
状
態
が
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
事
例
と
し
て
理
解
で

き
る
。
そ
れ
を
整
理
す
る
と
表
4
の
ⓐ
〜
ⓠ
と
な
る
。
こ
れ
に
は
、
そ
の
両
端
の
状
況

も
併
せ
て
記
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
ⓑ
ⓒ
ⓔ
ⓖ
ⓗ
ⓙ
ⓚ
の
月
借
銭
解
群
に
つ
い
て
は
、
両
端
裏
に
継
目

裏
書
が
半
存
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
両
側
に
は
か
つ
て
別
の
月
借
銭
解
が
貼
り
継
が
れ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
ⓐ
ⓓ
ⓕ
ⓘ
ⓛ
ⓞ
ⓟ
は
、
少
な
く
と
も
一
方
の
端
裏
に
継
目

裏
書
の
半
存
が
確
認
で
き
る
の
で
、
か
つ
て
そ
ち
ら
の
ほ
う
に
別
の
月
借
銭
解
が
貼
り

継
が
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。

残
る
ⓜ
ⓝ
ⓠ
の
う
ち
ⓜ
ⓝ
は
、
左
右
両
端
裏
と
も
継
目
裏
書
が
確
認
で
き
な
い
が
、

ハ
ガ
シ
ト
リ
痕
の
有
無
を
十
分
に
確
認
で
き
な
い
の
で
、
左
右
両
側
に
別
の
月
借
銭
解

が
貼
り
継
が
れ
て
い
な
か
っ
た
と
ま
で
断
言
す
る
こ
と
は
控
え
て
お
き
た
い
。
ⓠ
は
両

端
と
も
欠
失
し
て
い
る
の
で
、
両
側
と
の
関
係
は
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い
。

以
上
に
よ
る
と
、
ⓜ
ⓝ
ⓠ
以
外
に
つ
い
て
は
、
両
方
ま
た
は
片
方
に
か
つ
て
月
借
銭

解
が
続
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
、
長
く
続
く
月

借
銭
継
文
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
数
点
ま
と
め
て
剥
が
し
取
ら
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

以
上
の
接
続
す
る
も
の
以
外
に
、
煩
を
避
け
て
い
ち
い
ち
述
べ
な
い
が
、
継
目
裏
書

が
半
存
な
い
し
微
存
す
る
二
三
点
の
月
借
銭
解
が
単
独
で
存
在
す
る
（
表
1
）。
こ
れ
ら

の
左
右
に
も
か
つ
て
別
の
月
借
銭
解
が
貼
り
継
が
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

月
借
銭
継
文
か
ら
一
点
ず
つ
抜
き
取
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

以
上
に
よ
る
と
、
か
つ
て
存
在
し
た
月
借
銭
継
文
か
ら
、
事
務
処
理
済
み
の
月
借
銭

解
が
一
点
ま
た
は
数
点
ず
つ
剥
が
し
取
ら
れ
、
そ
の
剥
が
し
取
ら
れ
た
も
の
こ
そ
が
現

表4 接続する月借銭解の左右両端の状況

右端

継目裏書

〇
〇
〇

前欠

〇

×
〇
〇
×
〇
〇
〇
×
×
〇
前欠
前欠

・ⓐ～ⓙは『史料目録』によって接続情報が与えられているもの。ⓚ～
ⓟは継目裏書が完存していることが視認により確かめられるもの。

・ⓚ～ⓟの左右両端のハガシトリ痕については、私には実物観察で十
分な自信をもって認定できなかった場合があるので、すべて空欄と
している。

ハガシ
トリ痕
〇
〇
〇

前欠

〇

〇
〇
〇
〇
×

接続する月借銭解

月借銭解№

ⓐ4→3→5→6
ⓑ9→10
ⓒ33→32→34→35
ⓓ41→b→43→45→フ
ォッグ美術館所蔵断
簡→46→47

ⓔ49→50→52→53→54
→55

ⓕ56→57→58→59→60
ⓖ61→48→62
ⓗ65→66、65→51
ⓘ69→70
ⓙ73→74→72
ⓚ2→7
ⓛ12→13→16→15
ⓜ21→22→25→23→24
ⓝ19→18→29
ⓞ20→26→27→28
ⓟ63→64
ⓠ85→86

左端
ハガシ
トリ痕
切断
〇
×

〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇

継目裏書

切断
〇
〇

〇

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
×
×
×
×
〇
後欠

（２１８）

（
二
一
）
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存
す
る
月
借
銭
解
な
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
一
方
の
端
部
に
継
目
裏
書
が
複
数
存
在
す
る
事
例
に
注
目
し
た
い
。『
史
料

目
録
』『
影
印
集
成
』
お
よ
び
実
物
観
察
に
よ
る
と
、
№
2
・
6
・
7
・
9
・
12
・
13
・

14
・
15
・
17
・
18
・
30
・
41
・
49
・
65
・
66
・
80
の
一
六
例
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
最
も

顕
著
な
事
例
は
、
№
15
の
右
端
裏
で
継
目
裏
書
が
四
つ
も
あ
る
（
挿
図
9
）。
継
目
裏
書

が
複
数
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
継
ぎ
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
い

ま
月
借
銭
継
文
か
ら
月
借
銭
解
が
剥
が
し
取
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
一
点
な
い

し
数
点
の
月
借
銭
解
が
抜
き
取
ら
れ
た
後
、
そ
の
部
分
の
前
後
を
貼
り
継
い
で
ふ
た
た

び
継
目
裏
書
が
書
か
れ
た
た
め
に
、
継
目
裏
書
が
複
数
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
る
と
、
月
借
銭
解
は
貼
り
継
が
れ
て
月
借
銭
継
文
と
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ

て
貸
付
け
、
回
収
の
事
務
が
と
ら
れ
た
が
、
完
済
に
至
っ
た
り
貸
付
け
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
月
借
銭
解
は
、
数
点
ま
た
は
一
点
ご
と
に
適
宜
剥
が
し
取
ら
れ
、
そ
の
個
所
が

継
ぎ
直
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
充
銭
文
・
収
納
文
・
完
済
符
号
の
あ
り
方
か
ら
、

月
借
銭
解
の
抜
き
取
り
を
想
定
し
た
こ
と
と
合
致
す
る
。

月
借
銭
継
文
の
貼
り
継
ぎ
順

次
に
、
ⓐ
〜
ⓠ
の
貼
り
継
ぎ
の
順
序
を
検
討
し
た
い
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
多
く
は
日
付
順
に
左
か
ら
右
に
貼
り
継
が
れ
て
い
る
が
、
ⓒ
ⓖ
ⓗ
ⓙ

ⓝ
の
一
部
に
日
付
の
順
が
逆
転
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
日
付
の
逆
転

し
て
い
る
事
例
を
検
討
し
よ
う
。

ま
ず
ⓒ
で
は
、
№
33
（
一
二
月
一
日
）
と
32
（
一
一
月
二
七
日
）
の
日
付
が
逆
転
し

て
い
る
。
し
か
し
№
33
の
日
付
は
訂
正
さ
れ
て
お
り
、
訂
正
後
が
一
二
月
一
日
で
あ
る

が
、
訂
正
前
は
一
一
月
□
□
日
で
あ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
日
付
の
逆
転
は
こ
の
訂
正

に
よ
っ
て
生
じ
た
可
能
性
が
高
い
。

次
に
ⓖ
の
三
点
（
№
61
・
48
・
62
）
は
、
真
ん
中
の
№
48
の
両
端
が
と
も
に
「
接
続

ス
（
ツ
キ
合
セ
、
表
裏
接
続
）」
で
あ
る
の
で
、
三
点
の
順
序
は
月
借
銭
継
文
の
最
初
の

状
態
が
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
の
日
付
の
逆

転
は
、
月
借
銭
継
文
に
貼
り
継
が
れ
た
当
初
か
ら
の
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ⓗ
は
始
め
№
65
（
七
月
九
日
）―
66
（
七
月
一
一
日
）
と
日
付
順
に
貼
り
継
が
れ
て

い
た
が
、
そ
の
後
№
66
が
は
が
さ
れ
て
№
51
（
四
月
六
日
）
が
継
が
れ
、
日
付
の
逆
転

が
生
じ
た
。

ⓙ
の
№
74
（
三
月
六
日
）―
72
（
二
月
一
日
）
は
「
接
続
ス
（
表
裏
接
続
）」
と
さ
れ

て
い
る
が
、
№
72
左
端
表
に
紙
片
が
付
着
す
る
も
の
の
同
裏
に
糊
跡
が
確
認
で
き
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
継
ぎ
直
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
№
73
（
二
月
一

挿図9 続々修40‐1第74紙 左端に継目裏書「養」半存4つ、
右端に1つ
（背面は№15念林老人月借銭解（宝亀3．7．8））

（２１７）

（
二
二
）
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〇
日
）―
74
は
日
付
順
で
、
№
74
―
72
の
日
付
の
逆
転
は
、
継
ぎ
直
し
後
に
生
じ
た
も

の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ⓝ
の
№
19
に
は
八
月
二
日
か
ら
九
月
二
日
へ
の
日
付
の
変
更
が
あ
る
。
は
じ
め
六
〇

〇
文
の
借
用
を
申
し
込
み
、
こ
れ
に
つ
い
て
充
銭
文
と
収
納
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
収

納
文
の
朱
と
六
〇
〇
文
部
分
を
囲
む
朱
線
と
は
同
じ
色
調
で
あ
る
の
で
（
挿
図
10
）、

後
者
は
六
〇
〇
文
に
つ
い
て
の
完
済
符
号
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
日
付
が
当
初
の

八
月
二
日
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
二
〇
〇
文
が
追
加
借
用
さ
れ
た
。
そ
の
収
納
文
は

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
対
応
し
て
九
月
二
日
に
日
付
が
訂
正
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
う
す
る
と
、
最
初
に
ⓝ
が
貼
り
継
が
れ
た
時
に
は
、
日
付
順
で
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
追
加
借
用
の
九
月
二
日
ま
で
の
一
ヶ
月
以
内
に
最
初
の
貼
り
継
ぎ
が
行

わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
に
よ
る
と
、
ⓖ
以
外
は
、
い
ず
れ
も
継
ぎ
直
し
や
日
付
の
訂
正
に
よ
っ
て
逆
転

が
生
じ
た
と
理
解
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
月
借
銭
解
が
提
出
さ
れ
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
日
付
順
に
左
か
ら
右
に
貼
り
継
が
れ
、
月
借
銭
継
文
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

な
お
、
月
借
銭
継
文
は
巻
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
時
に
数
本
の
月
借
銭
継

文
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
開
か
ず
に
内
容
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
工
夫
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
題
籤
軸（
23
）、
端
裏
書
（
24
）、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
が
、

そ
の
手
掛
か
り
は
管
見
の
限
り
で
は
な
い
。

剥
が
し
取
ら
れ
た
月
借
銭
解
の
処
置

月
借
銭
継
文
か
ら
剥
が
し
取
ら
れ
た
月
借
銭

解
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
表
5
は
完
済
の
日
時
が
特
定
で

き
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
背
面
が
食
口
案
の
い
つ
の
条
に
二
次
利
用
さ
れ
た
か
を
調

べ
、
完
済
日
か
ら
そ
の
日
ま
で
の
日
数
を
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
剥
が
し
取
り
が
完

済
以
後
い
つ
頃
行
わ
れ
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
し
、
二
次
利
用
に
使
用
さ
れ
た
時

点
も
特
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
計
算
し
た
日
数
よ
り
大
幅
に
少
な
い
こ
と
は

な
か
ろ
う
か
ら
、
一
応
、
剥
が
し
取
ら
れ
て
か
ら
二
次
利
用
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
を
見

る
目
安
と
し
て
大
過
な
い
と
思
わ
れ
る
。

全
六
四
例
の
う
ち
、
一
ヶ
月
未
満
や
六
ヶ
月
以
上
は
特
異
例
と
し
て
除
外
し
、
残
る

挿図10 №19若倭部益国月借銭解（宝亀3．9．2）続々修40‐1裏第2紙 日付の変更

（２１６）

（
二
三
）
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五
四
例
で
平
均
を
と
る
と
、
九
五
・
一
日
と
な
る
。

つ
ま
り
、
完
済
日
か
ら
二
次
利
用
ま
で
に
平
均
約

三
ヶ
月
も
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
一
通
内
に
充
銭
文
・
収
納

文
・
完
済
符
号
を
収
め
、
剥
が
し
取
ら
れ
た
後
も

借
用
申
し
込
み
か
ら
完
済
ま
で
の
経
過
を
た
ど
れ

る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
た
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、

こ
の
長
さ
は
、
剥
が
し
取
ら
れ
た
月
借
銭
解
が
す

ぐ
さ
ま
反
古
と
は
さ
れ
な
い
で
、
し
ば
ら
く
月
借

銭
担
当
者
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
て
、
問
題
が
起

こ
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
た
時
点
で
初
め
て
反
古
に

回
さ
れ
た
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。

月
借
銭
関
連
史
料

こ
れ
ま
で
月
借
銭
解
や
月

借
銭
継
文
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
し
て
き
た
が
、

こ
れ
ら
と
関
係
す
る
の
が
月
借
銭
関
連
史
料
①
〜

⑦
で
あ
る
。
次
に
こ
れ
ら
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

①
「
月
借
銭
請
人
歴
名
」（
続
修
後
集
20
⑥
、
六
ノ

三
一
四
〜
三
一
五
）

前
欠
。
三
七
人
の
人
名
と
銭
額
を
列
挙
し
、
末

尾
に
「
右
、
月
借
銭
請
人
等
如
件
」
と
あ
り
、
宝

亀
三
年
四
月
一
八
日
の
日
付
と
日
下
に
上
馬
養
の

自
署
が
あ
る
。
各
人
の
氏
名
の
下
に
銭
額
が
記
さ

表5 完済から二次利用までの日数

日数
55
64
137
78
133
89
61
81
213
37
147
434
47
154
207
159
45
166
180
95
261
158
156
4
55
20
110
121
128
86
131
53
93

二次利用開始日
宝亀3年8月19日
〃 8月29日
〃 9月2日
〃 9月4日

宝亀4年4月8日
〃 4月11日

宝亀3年8月15日
宝亀4年4月15日
〃 4月18日

宝亀3年8月9日
宝亀4年4月21日
〃 12月12日
〃 1月11日
〃 5月2日
〃 5月10日
〃 5月12日
〃 5月20日
〃 5月23日
〃 5月26日
〃 1月17日
〃 12月1日
〃 6月5日
〃 6月2日
〃 7月21日
〃 5月29日
〃 8月2日
〃 7月26日
〃 8月8日
〃 8月13日
〃 8月23日
〃 8月27日
〃 9月3日

宝亀5年1月9日

完済日
宝亀3年6月23日
〃 6月24日
〃 4月12日
〃 6月14日
〃 11月24日

宝亀4年1月11日
宝亀3年6月13日
宝亀4年1月23日
宝亀3年9月12日
〃 7月1日
〃 11月23日
〃 10月21日
〃 11月24日
〃 11月26日
〃 10月10日
〃 12月1日

宝亀4年4月4日
宝亀3年12月5日
〃 11月24日
〃 10月11日

宝亀4年4月5日
宝亀3年12月25日
〃 12月24日

宝亀4年7月17日
〃 4月3日
〃 7月12日
〃 4月4日
〃 4月5日
〃 4月3日
〃 5月26日
〃 4月14日
〃 7月9日
〃 11月5日

月借銭解の日付
宝亀3年2月14日
〃 2月25日
〃 2月29日
〃 2月30日
〃 3月5日
〃 4月2日
〃 4月13日
〃 6月15日
〃 6月16日
〃 6月18日
〃 8月28日
〃 8月29日
〃 8月30日
〃 9月7日
〃 9月8日
〃 9月8日
〃 9月10日
〃 9月11日
〃 9月11日
〃 9月13日
〃 9月16日
〃 11月27日
〃 12月1日
〃 12月25日
〃 12月27日
〃 12月27日
〃 12月28日
〃 12月29日

宝亀4年1月25日
〃 2月30日
〃 2月30日
〃 3月10日
〃 4月3日

№
1
3
5
6
7
8
10
12
13
14
16
17
18
22
23
24
26
27
28
29
30
32
33
36
37
38
39
40
41
44
45
46
47

日数
97
56
58
60
65
70
73
80
86
85
82
93
100
101
104
78
44
113
103
109
97
105
107
109
19
16
91
109
9
43
15

・月借銭解の日付と完済日がわかるものについて表示した。
・二次利用開始日は便宜的に背面の食口案断簡の始めの日とした。
実際にはこれより若干早まるであろう。

二次利用開始日
宝亀4年10月18日
〃 9月6日
〃 9月9日
〃 9月13日
〃 9月16日
〃 9月20日
〃 9月27日
〃 9月30日
〃 10月4日
〃 10月7日
〃 10月10日
〃 10月13日
〃 10月21日
〃 10月25日
〃 10月26日
〃 12月26日
〃 12月20日

宝亀5年2月2日
〃 1月21日
〃 1月26日
〃 1月14日
〃 8月9日
〃 7月30日
〃 8月5日
〃 7月26日
〃 7月21日
〃 12月22日

宝亀6年1月15日
宝亀5年12月26日
宝亀6年4月14日
〃 7月29日

完済日
宝亀4年7月10日
〃 7月9日
〃 7月10日
〃 7月12日
〃 7月10日
〃 7月9日
〃 7月13日
〃 7月9日
〃 7月7日
〃 7月11日
〃 7月17日
〃 7月9日
〃 7月10日
〃 7月13日
〃 7月11日
〃 11月7日
〃 11月5日
〃 11月7日
〃 11月7日
〃 11月6日
〃 11月6日

宝亀5年4月23日
〃 4月12日
〃 4月15日
〃 7月7日
〃 7月5日
〃 9月21日
〃 9月25日
〃 12月17日

宝亀6年2月29日
〃 7月14日

月借銭解の日付
宝亀4年4月4日
〃 4月5日
〃 4月5日
〃 4月6日

〃 4月6日
〃 4月6日
〃 4月7日
〃 4月8日
〃 4月8日
〃 4月9日
〃 4月10日
〃 4月14日
〃 4月23日
〃 5月12日
〃 5月30日
〃 7月9日
〃 7月11日
〃 9月20日
〃 9月20日
〃 9月21日
〃 9月22日

宝亀5年2月1日
〃 2月10日
〃 3月6日
〃 4月27日
〃 4月29日
〃 8月13日
〃 9月18日
〃 9月19日
〃 12月1日

宝亀6年5月30日

№
48
49
50
52
53
54
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
68
69
70
71
72
73
74
76
78
80
82
83
87
93

（２１５）

（
二
四
）
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れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
表
6
の
ご
と
く
、
対

応
す
る
月
借
銭
解
か
ら
借
用
銭
額
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
音
太
部
野
上
ま
で
の
一
七
名
は
、

次
に
見
る
②
と
順
序
・
銭
額
が
一
致
す
る
（
25
）。
②
と

の
対
応
関
係
か
ら
、
前
欠
部
分
に
二
人
分
が
記
さ

れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
①
②
と
も
同
じ
合
計
三

九
名
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
上

馬
養
が
上
級
官
司
へ
借
用
者
の
氏
名
と
そ
の
銭
額

を
報
告
し
た
文
書
の
案
の
断
片
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
船
木
麻
呂
に
つ
い
て
「
二
箇
月
利
百
卅
文

了
」
と
異
筆
で
返
済
に
関
す
る
情
報
が
書
き
込
ま

れ
て
い
る
。
ま
た
、
右
端
の
下
方
に
、「
〔
文
〕
□
□〔
箇□

月
利
〕

□
□
□
」
の
文
字
が
僅
存
し
て
い
る
が
、
船
木
麻

呂
の
右
側
に
書
か
れ
て
い
た
当
麻
鷹
養
に
関
す
る

同
様
の
注
記
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
案
を
用

い
て
一
部
の
返
却
の
記
録
が
注
記
さ
れ
た
。

②
「
経
師
等
月
借
銭
収
納
注
文
」（
続
々
修
40
ノ
2

裏
43
紙
、
二
五
ノ
三
五
三
〜
三
五
四
）

九

後
欠
。
冒
頭
に
「
合
廾
四
貫
四
百
文
（
26
）」

と
あ
り
、

そ
の
下
に
細
字
双
行
で
「
本
二
貫
一
百
十
三
文

六

利
」「
廾
二
貫
二
百
八
十
七
文
本
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
続
け
て
二
〇
人
（
27
）の

人
名
と
銭
額
（
28
）、

朱

表6 ①「月借銭請人歴名」と②「経師等月借銭収納注文」と月借銭解との比較
現存月借銭解

備考

4月24日に利39文を納めている

4月8日に利97文を納めている

2月25日は月借銭解の日付
2月30日は月借銭解の日付

完済時期

6月23日

12月25日以降
（収納文なし）
6月24日
6月14日

11月24日

4年1月11日以降

6月13日
9月29日以降

借用銭額

300

500
500
200
300

600

1000

500
300

年月日

宝亀3年2月14日

宝亀3年2月21日
宝亀3年2月25日
宝亀3年2月25日
宝亀3年2月30日

宝亀3年3月5日

宝亀3年4月2日

宝亀3年4月13日
宝亀3年4月14日

№

1

2
4
3
6

7

8

10
11

②「経師等月借銭収納注文」
朱筆の月日
4月12日
4月24日
4月10日
4月16日
2月18日
2月18日
4月14日
4月9日
4月13日
2月20日
2月20日
2月20日
4月12日
4月8日
4月12日
2月25日
2月30日
3月2日

？

銭額
1000
300
500
500
300
1000
400
700
1200
800
4000
500
500
500
500
200
300
300
600

計14100

借用者
常世真吉
当麻宅養
占部忍男
船木麻呂
小長谷嶋主
佐保礼人
韓国形見
山部針間万呂
念林宅成
壬生広主
豊田大山
桑内真公
大伴真尋
石川宮衣
丈部浜足
秦度守
物部道成
美努石成
音太部野上
（後欠）

①「月借銭請人歴名」
借用銭額

（前欠）

500
500
300
1000
400
700
1200
800
4000
500
500
500
500
200
300
300
600
600
800
300
1000
1000
1000
800
500
300
700
500
300
600
200
200
400
500
200
400
400

計23500

借用者

占部忍男
船木麻呂
小長谷嶋主
佐保礼人
韓国形見
山部針間万呂
念林宅成
壬生広主
豊田大山
桑内真公
大伴真尋
石川宮衣
丈部浜足
秦度守
物部道成
美努石成
音太部野上
秦道形
八木宮主
田部国守
小野広成
玉作広長
大友路万呂
高磯足
工清成
秦国依
秦家主
金月足
陽胡穂足
薗吉嶋
忍坂部息嶋
占部国人
物部常石
他田建足
高亀主
井守黒虫
服部虫万呂

（２１４）

（
二
五
）
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に
よ
る
日
付
を
記
し
て
い
る
。
①
と
の
対
応
関
係
か
ら
、
後
欠
部
分
に
一
九
人
分
が
記

さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
①
が
氏
名
と
借
銭
額
の
み
を
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に

対
し
て
、
こ
ち
ら
は
完
済
後
の
利
息
を
計
算
し
て
い
る（
29
）。
一
致
す
る
月
借
銭
解
（
表

6
）
か
ら
、
宝
亀
四
年
一
月
一
一
日
以
降
の
情
報
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
②
は
、
①
の
よ
う
な
上
級
官
司
へ
の
報
告
文
書
で
は
な
く
、
奉
写
一
切
経
所

の
内
部
で
月
借
銭
の
運
用
を
把
握
す
る
た
め
の
帳
簿
の
断
片
で
あ
ろ
う（
30
）。

③
「
人
々
借
用
銭
注
文
」（
続
々
修
30
ノ
2
裏
34
・
35
紙
、
二
一
ノ
一
二
三
）

八

冒
頭
に
「
合
借
用
銭
二
貫
六
百
卅
六
文
」
と
あ
り
、
続
け
て
借
用
内
訳
が
記
さ
れ
て

い
る
。「
奉
写
一
切
経
経
師
請
筆
手
実
帳
」
の
宝
亀
三
年
七
月
三
日
「
念
林
宅
成
手
実
」、

同
一
四
日
「
壬
生
広
主
手
実
」（
一
九
ノ
四
三
〇
〜
四
三
一
）
に
二
次
利
用
さ
れ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
奉
写
一
切
経
所
内
部
の
メ
モ
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

④
「
奉
写
一
切
経
所
解
」（
続
々
修
40
ノ
2
裏
41
・
42
紙
、
二
五
ノ
三
五
九
〜
三
六
一
）

三

後
欠
。
冒
頭
に
「
奉
写
一
切
経
所
解

申
収
納
銭
事
」
と
あ
り
、「
合
新
銭
十
二
貫
八

十
三
文
」
と
そ
の
内
訳
「
九
貫
八
百
文
本
」「
三
貫
二
百
八
十
三
文
利
」
を
あ
げ
る
（
31
）。

そ

れ
に
続
け
て
一
九
人
の
人
名
・
銭
額
（
本
利
の
内
訳
）
を
記
し
、
末
尾
に
去
る
七
月
一

一
日
か
ら
今
月
六
日
ま
で
の
「
人
々
且
進収
納
月
借
銭
、
本
并
利
等
如
件
」
と
あ
る
。
人
名

と
本
の
額
が
一
致
す
る
月
借
銭
解
（
表
7
）
か
ら
、
大
日
古
が
推
定
す
る
よ
う
に
宝
亀

三
年
七
月
一
一
日
〜
一
〇
月
六
日
の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
期
間
内
に
お
け
る

月
借
銭
運
営
の
実
績
を
、
奉
写
一
切
経
所
が
造
東
大
寺
司
に
報
告
し
た
文
書
の
案
で
あ

る
。

⑤
「
奉
写
一
切
経
所
解
」（
続
々
修
40
ノ
2
裏
39
・
40
紙
、
二
五
ノ
三
五
八
〜
三
五
九
）

前
後
欠
。
内
容
的
に
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
る
。
前
半
は
冒
頭
に
「
収
納
銭
五
貫
六

百
九
十
七
文
」
と
あ
り
、
そ
の
内
訳
の
細
字
双
行
の
左
行
に
「
一
貫
五
百
九
十
五
文
」

と
あ
る
。
こ
れ
に
続
け
て
八
人
に
つ
い
て
収
納
銭
額
と
そ
の
本
利
の
額
を
記
し
た
後
、

自

� 七

末
尾
に
「
以
前
、
今
月
廾
日
迄
十
二
日
、
人
々
且
進
納
月
借
銭
、
本
并
利
等
如
件
」
と

あ
る
。
各
人
の
部
分
は
④
と
同
じ
形
式
な
の
で
、
こ
れ
も
月
借
銭
運
営
の
実
績
報
告
書

表7 ④「奉写一切経所解」と現存月借銭解

現存月借銭解

利息計算
期 間

2ヶ月20日

2ヶ月15日

3ヶ月

2ヶ月15日

利

243

165

195

402

本

700

500

500

1000

計

943

665

695

1402

№

16

21

24

25

奉写一切経所解 7／11～10／6

利息計算
期 間

25日

3ヶ月15日

4ヶ月

1ヶ月24日

2ヶ月10日

2ヶ月15日

2ヶ月15日

2ヶ月10日

2ヶ月15日

2ヶ月10日

1ヶ月15日

2ヶ月15日

2ヶ月15日

2ヶ月10日

2ヶ月15日

2ヶ月15日

2ヶ月15日

2ヶ月

2ヶ月20日

利

30

182

104

113

360

163

250

212

163

304

65

163

163

152

157

163

163

26

350

本

300

400

200

500

1200

500

800

700

500

1000

300

500

500

500

500

500

500

100

1000

計

330

582

304

613

1560

663

1050

（912）

663

1304

365

663

663

652

657

663

663

126

1350

陽侯穂足

辛国形見

念林宅成

当麻宅養

刑部広浜

占部忍男

高磯足

音太部野上

船木麻呂

常世真吉

美努石成

山部針間万呂

大坂広川

桑内真公

大伴真尋

鈴間浄継

他田建足

布師千尋

大友路万呂

（２１３）

（
二
六
）
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の
案
で
あ
ろ
う
。
表
8
の
よ
う
な
現
存
月
借
銭
解
と
の
対
応
関
係
か
ら
、
大
日
古
の
推

定
通
り
宝
亀
三
年
九
月
七
日
〜
一
二
日
の
内
容
で
あ
る
。
後
半
は
、
最
初
に
「
更
月
借

銭
十
五
貫
五
百
文
」
と
あ
り
、
以
下
一
三
人
の
月
借
銭
額
を
列
挙
し
て
い
る
。
②
③
と

同
じ
く
奉
写
一
切
経
所
の
内
部
資
料
の
断
片
で
、
前
半
と
は
性
格
が
異
な
る
。
前
半
の

余
白
部
分
に
後
半
が
書
き
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
表
8
か
ら
、
前
半
と
同
じ
期
間
の
内

容
と
し
て
よ
い
。

⑥
⑦
「
奉
写
一
切
経
所
下
銭
并
納
銭
帳
」（
⑥
続
々
修
40
ノ
2
裏
25
〜
27
紙
、
二
〇
ノ
三

〇
八
〜
三
一
〇
、
⑦
続
々
修
40
ノ
4
裏
38
紙
、
二
〇
ノ
三
一
〇
〜
三
一
二
）

⑥
の
一
〇
月
一
九
日
条
の
大
友
路
万
呂
に
充
て
た
「
出
挙
之
内
」
を
財
源
と
す
る
支

出
が
、
山
下
有
美
の
指
摘
の
よ
う
に
№
31
に
対
応
す
る
と
み
ら
れ
る
の
で
、
⑥
は
宝
亀

三
年
九
月
一
四
日
か
ら
一
〇
月
二
一
日
、
⑦
は
同
年
一
一
月
二
四
日
か
ら
三
〇
日
の
内

容
で
あ
る
（
32
）。

以
上
の
①
〜
⑦
に
は
継
目
裏
書
「
養
」
を
も
つ
も
の
は
一
つ
も
な
い
の
で
、
月
借
銭

継
文
に
は
貼
り
継
が
れ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
①
②
④
〜

⑦
の
背
面
は
、
多
く
の
月
借
銭
解
と
同
じ
く
、
後
掲
の
食
口
案
Ｃ
Ｅ
Ｆ
帳
に
二
次
利
用

さ
れ
て
い
る
。
③
は
念
林
宅
成
手
実
と
壬
生
広
主
手
実
（
続
々
修
30
ノ
2
「
奉
写
一
切

経
経
師
請
筆
手
実
帳
」
の
第
34
・
35
紙
、
一
九
ノ
四
三
〇
〜
四
三
一
）
に
二
次
利
用
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
は
、
月
借
銭
継
文
や
そ
こ
か
ら
抜
き
取
ら
れ
た
月

借
銭
解
と
は
別
に
、
や
は
り
月
借
銭
担
当
者
の
周
辺
に
存
在
し
て
い
た
が
、
や
が
て
反

古
と
さ
れ
、
同
じ
く
反
古
と
さ
れ
た
月
借
銭
解
と
と
も
に
食
口
案
に
二
次
利
用
さ
れ
、

一
部
は
手
実
に
二
次
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
見
て
、
月
借
銭
関
連
史
料

①
〜
⑦
は
、
月
借
銭
継
文
や
月
借
銭
解
と
と
も
に
担
当
者
の
手
元
に
併
存
し
、
事
務
処

表8 ⑤「奉写一切経所解」と現存月借銭解

現存月借銭解

利息計算期間

2ヶ月20日

2ヶ月20日

2ヶ月10日

3ヶ月15日
2ヶ月10日
2ヶ月15日
2ヶ月20日
2ヶ月10日
2ヶ月10日
2ヶ月10日
2ヶ月10日
1ヶ月

2ヶ月15日

利

174

243

304

455
325
165
122
304
305
304
304
390
402

本

500

700

1000

1000
1000
500
400
1000
1000
1000
1000
1000
1000

計

674

943

1304

1455
1325
665
522
1304
1305
1304
1304
1390
1402

日付

宝亀3／9／11

宝亀3／8／28

宝亀3／9／7

宝亀3／9／7

宝亀3／9／7

宝亀3／9／8

№

27

16

22

21

22

25

更月借銭

日付

8月28日

今月7日

已上9人請浜足同日

已上2人今月8日

銭額

700

300
1000

1000
1000
500
400
1000
1000
1000
1000
1000
300
300

奉写一切経所解9／7～9／12

利息計算
期 間

2ヶ月20日

2ヶ月15日

2ヶ月20日

2ヶ月20日
2ヶ月10日

2ヶ月15日

2ヶ月20日
2ヶ月25日

利

208

98

104

104
122

600

174
185

本

600

300

300

300
400

1200

500
500

計

808

398

404

404
522

1800

674
685

秦吉麻呂

物部常石

大羅嶋守

田部国守
丈部浜足

壬生広主

念林宅成
金月足

音太部野上

丈部浜足

鬼室石次
物部常石
船木麻呂
大伴真尋
古兄人
桑内真公
坂上諸人
占部忍男
山部針間万呂
大友路万呂
矢集笠万呂

（２１２）

（
二
七
）
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理
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

奉
写
一
切
経
所
の
月
借
銭
担
当
者
は
、
①
④
⑤
前
半
の
よ
う
に
、
一
定
期
間
ご
と
に

月
借
銭
の
借
用
者
、
銭
額
も
し
く
は
そ
の
本
利
を
ま
と
め
て
、
上
級
官
庁
で
あ
る
造
東

大
寺
司
に
報
告
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
⑤
前
半
の
余
白
に
記
さ
れ
た
⑤
後
半
に
は

「
八
月
廾
八
日
」「
已
上
九
人
請
浜
足
同
日
」
な
ど
の
追
記
が
あ
り
、
②
に
も
日
付
、
本

利
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
奉
写
一
切
経
所
は
造
東
大
寺
司
に
対
し
て
月

借
銭
に
関
す
る
報
告
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
案
文
を
用
い
て
月
借
銭
の
管
理
を

行
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
②
③
⑤
後
半
の
よ
う
に
、
奉
写
一
切
経
所
内
部
で
月

借
銭
の
整
理
・
集
計
を
行
い
、
そ
の
把
握
に
努
め
て
い
た
。
⑥
⑦
も
そ
の
延
長
線
上
に

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
、
第
二
段
階
の
担
当
者
に
よ
る
月
借
銭
の
運
用
事
務
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
月
借
銭
の
事
務
処
理
は
大
き
く
二
つ
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
つ
は
、
提
出
さ
れ
た
月
借
銭
解
を
日
付
順
に
貼
り
継
い
で
月
借
銭
継
文
を
つ
く
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
事
務
を
執
り
、
完
済
等
に
よ
り
事
務
処
理
を
終
え
た
月
借
銭
解
を
剥
が

し
取
り
、
一
定
期
間
を
置
い
て
問
題
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
反
古
と
し
た
。
も
う

一
つ
は
、
一
定
期
間
ご
と
に
誰
に
ど
れ
だ
け
の
銭
を
貸
し
た
か
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
て

造
東
大
寺
司
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
案
を
利
用
し
た
り
、
新
た
な
帳
簿
を
作
成

し
た
り
し
て
、
一
定
期
間
ご
と
に
月
借
銭
運
用
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
三
）
第
三
段
階

第
三
段
階
は
、
奈
良
時
代
に
お
け
る
二
次
利
用
の
段
階
で
あ
る
。
月
借
銭
解
が
食
口

案
に
二
次
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
中
村
順
昭
が
指
摘
し
て
い
る
が
（
は
じ
め
に
（
ｆ
））、

そ
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

食
口
案

九
六
通
の
月
借
銭
解
は
、
№
42
・
77
・
84
の
三
通
を
除
い
て
、
す
べ
て

食
口
案
に
二
次
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
顕
著
な
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
関
連
史
料
や

借
金
申
込
書
も
二
次
利
用
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
食
口
案
作
成
時
に
そ
の
作
成
者
の

周
辺
に
月
借
銭
解
と
関
連
史
料
や
借
金
申
込
書
が
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
存
在
し
て
い

た
こ
と
を
示
唆
す
る
が
、
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

宝
亀
年
間
（
神
護
景
雲
四
年
も
含
む
）
の
食
口
案
は
、
次
の
六
帳
が
現
存
す
る
（
33
）。

Ａ

奉
写
一
切
経
所
食
口
帳

神
護
景
雲
四
年
七
月
四
日
〜
宝
亀
二
年
八
月
三
〇
日

Ｂ

奉
写
一
切
経
所
食
口
案
帳

宝
亀
二
年
九
月
一
日
〜
同
一
二
月
一
日

Ｃ

奉
写
一
切
経
所
食
口
案
帳

宝
亀
三
年
二
月
一
日
〜
同
一
二
月
三
〇
日

Ｄ

奉
写
一
切
経
所
食
口
案
帳

宝
亀
四
年
正
月
一
日
〜
同
一
一
月
一
〇
日

Ｅ

奉
写
一
切
経
所
食
口
帳

宝
亀
四
年
一
二
月
一
日
〜
宝
亀
五
年
一
二
月
二
九
日

Ｆ

奉
写
一
切
経
所
食
口
案
帳

宝
亀
六
年
正
月
一
日
〜
宝
亀
七
年
六
月
二
九
日

こ
れ
ら
の
食
口
案
の
う
ち
Ｃ
帳
〜
Ｆ
帳
の
四
帳
に
月
借
銭
解
が
二
次
利
用
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
月
借
銭
解
の
み
が
二
次
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
反
古
が
使
用
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
食
口
案
の
作
成
に
当
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
反
古
が
二
次
利
用
さ
れ
た
の
か

を
検
討
す
る
。
食
口
案
の
す
べ
て
を
示
す
の
は
繁
に
す
ぎ
る
の
で
、
最
も
多
く
の
月
借

銭
史
料
群
を
二
次
利
用
し
た
Ｄ
帳
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
（
表
9
）。

二
次
利
用
の
特
色

こ
れ
に
よ
る
と
、
月
借
銭
解
は
も
ち
ろ
ん
奉
写
一
切
経
所
関
係

の
種
々
の
反
古
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
反
古
は
、
内
容
別
に
あ
る
程
度
の
ま

と
ま
り
を
も
っ
て
二
次
利
用
さ
れ
た
。

（２１１）

（
二
八
）
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表9 食口案Ｄ帳の二次利用関係

背 面

大日古 巻／ページ

20／334～335

19／318

19／317～318

19／316～317

－

21／269

－

19／351～353

19／351

19／350～351

19／350

19／348～350

19／348

19／346～349

21／269～270

20／343～350

20／342～343

20／341

20／335～340

19／315～316

19／314～315

19／313～314

19／313

19／312

19／311～312

19／310～311

19／310

19／309～310

19／307～308

19／306～307

19／305～306

19／304～305

19／303～304

19／301～302

19／301

19／300

19／299～300

19／298～299

19／297～298

19／296～297

－

12／254

13／38

25／40～41

12／162～163

12／6～7

12／548

11／555～556

11／548

11／448～449

－

年月日

宝亀3／11／27

宝亀3／9／2

宝亀3／8／30

宝亀3／9／13

－

宝亀4／2／5

宝亀3／3／11

―

宝亀3／3／30

－

宝亀3／3／30～4／2

－

宝亀3／4／5～3／10

？（2月）

宝亀3／12／14、15

宝亀3／12／15

宝亀3／12／14、15

宝亀3／12／15、17

宝亀3／2／21

宝亀3／3／5

宝亀3／4／2

宝亀3／4／14

宝亀3／6／15

宝亀3／6／16

宝亀3／8／28

（宝亀3）7／8

宝亀3／9／7

宝亀3／9／7

宝亀3／9／8

宝亀3／9／8

宝亀3／9／8

宝亀3／9／7

宝亀3／9／10

宝亀3／9／11

宝亀3／9／11

宝亀3／12／27

宝亀3／12／1

宝亀3／11／27

宝亀3／12／3

－

天平勝宝4／閏3／18類収

天平勝宝5／8月類収

（天平勝宝3）10／18、19

天平勝宝3／10／6

天平勝宝3／6／9

（後欠）

天平勝宝3／5／21

天平勝宝3／4／21

天平勝宝1／9／12宣

－

文書名

上馬養買絁注文

№19

№18

№29

（空）

奉写一切経所食口文案

（空）

奉写一切経経師手実帳（若倭部益国手実）

奉写一切経経師手実帳（若倭部益国手実）

奉写一切経経師手実帳（若倭部益国手実）

（空）

奉写一切経経師手実帳（手実3通）

奉写一切経経師手実帳（楽書）

奉写一切経経師手実帳（手実4通）

奉写一切経所食口文案

奉写一切経経師等手実帳（手実15通）

奉写一切経経師等手実帳（手実3通）

奉写一切経経師等手実帳（手実2通）

奉写一切経経師等手実帳（手実13通）

№2

№7

№8

№11

№12

№13

№16

№15

№21

№22

№25

№23

№24

№20

№26

№27

№28

№37

№33

№32

№34

（空）

仏像彩色料奉請注文

写書所解

写書所解

写書所解案

写書所解

造東寺司解

写書所解

造東大寺司啓案

造東寺司解

（空）

食 口 案 D 帳

年月日

宝亀4／1／1～4

宝亀4／1／5～21

宝亀4／1／22～2／5

宝亀4／2／6～7

宝亀4／2／8～14

宝亀4／2／14～17

宝亀4／2／18

宝亀4／2／18～20

宝亀4／2／20

宝亀4／2／21～27

宝亀4／2／27～28

宝亀4／2／29～3／2

宝亀4／3／2～3／2

宝亀4／3／7～3／20

宝亀4／3／21～3／23

宝亀4／3／23～3／26

宝亀4／3／26～4／6

宝亀4／4／7～4／8

宝亀4／4／9～4／10

宝亀4／4／11～4／15

宝亀4／4／15～4／18

宝亀4／4／18～4／21

宝亀4／4／21～4／23

宝亀4／4／24～4／26

宝亀4／4／26～5／29

宝亀4／5／29～6／2

宝亀4／6／2～6／10

宝亀4／6／11～6／12

宝亀4／6／12～6／13

宝亀4／6／13～6／17

宝亀4／6／17～6／20

宝亀4／6／20～6／25

宝亀4／6／25～6／29

宝亀4／7／1

宝亀4／7／2～7／6

宝亀4／7／6～7／7

宝亀4／7／7～7／10

－

紙数・断簡

1紙

2～4紙

5～6紙

7紙

8紙

9紙

10紙

11～12紙

13紙

14～19紙

20紙

21～24紙

25紙

26～44紙

45～49紙

50～52紙

53～66紙

67紙

68紙

69～70紙

71紙

72紙

73紙

74紙

75～83紙

84紙

85～87紙

88紙

続修29④裏

89紙

90紙

91～92紙

93紙

94紙

95紙

96紙

97～98紙

99紙

種別

続々修40‐1

続々修40‐1

（２１０）

（
二
九
）
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表9 食口案Ｄ帳の二次利用関係（続き）

背 面

大日古 巻／ページ

11／505

11／475～476

11／139～140

－

－

6／424～425

6／425

6／426

6／427

6／468～469

6／474

6／474～475

6／475～476

－

6／485～486

6／510

6／510～511

6／511～512

6／513

6／515

6／514

6／515～516

6／516～517

6／517～518

6／518～519

6／519

6／520

6／509

6／520～521

22／1

22／38～39

22／210～211

22／215

－

22／188～191

※続々修40‐1の99紙は、表裏空のため西論文では復原案に入れず。これは「写書所残物等進送文」のために2紙継ぎの紙が用意され
たが、1紙目で記載が終わったため、2紙目との紙継目付近で切断された残りとみられる。したがって第99紙と見ておく。

年月日

天平勝宝3／4／4宣

天平勝宝3／2／7

天平勝宝2／1／28

宝亀3／12／5

－

－

宝亀3／12／25

宝亀3／12／27

宝亀3／12／28

宝亀3／12／29

宝亀4／1／25

宝亀4／2／15

宝亀4／2／30

宝亀4／2／30

－

宝亀4／3／10

宝亀4／4／5

宝亀4／4／5

宝亀4／4／6

宝亀4／4／6

宝亀4／4／6

宝亀4／4／6

宝亀4／4／7

宝亀4／4／8

宝亀4／4／8

宝亀4／4／9

宝亀4／4／10

宝亀4／4／14

宝亀4／4／4

宝亀4／4／23

宝亀4／5／12

宝亀4／5／30

宝亀4／9／20

宝亀4／9／21

－

宝亀4／9／6

文書名

写書所残物等進送文

造東寺司奏案

造東寺司返送文

№35

№36．1

№39．2

№36．1

№38

№39．1

№40

№41

借金申込書ｂ（高向小祖月借銭解）

№44

№45

（空）

№46

№49

№50

№51

№53

№54

№55

№56

№57

№58

№59

№60

№61

№48

№62

№63

№64

高橋豊河請暇解

葦浦継手請暇解

（空）

韓国形見勘経文

食 口 案 D 帳

年月日

宝亀4／7／10～7／12

宝亀4／7／12～7／15

宝亀4／7／15～7／18

宝亀4／7／18～7／21

宝亀4／7／21～7／25

宝亀4／7／26～7／30

宝亀4／8／1～8／2

宝亀4／8／2～8／5

宝亀4／8／5～8／7

宝亀4／8／8～8／13

宝亀4／8／14～8／18

宝亀4／8／18～8／22

宝亀4／8／23～8／27

宝亀4／8／27～9／1

宝亀4／9／1～9／2

宝亀4／9／3～9／6

宝亀4／9／6～9／9

宝亀4／9／9～9／13

宝亀4／9／13～9／16

宝亀4／9／16～9／19

宝亀4／9／20～9／23

宝亀4／9／23～9／27

宝亀4／9／27～9／30

宝亀4／9／30～10／3

宝亀4／10／4～10／7

宝亀4／10／7～10／10

宝亀4／10／10～10／13

宝亀4／10／13～10／18

宝亀4／10／18～10／21

宝亀4／10／21～10／24

宝亀4／10／25～10／27

宝亀4／10／27～11／3

宝亀4／11／3～11／5

宝亀4／11／5～11／10

紙数・断簡

100紙

101紙

102紙

続修23①裏

続修23③（2）裏

続修23④（2）裏

続修23③（1）裏

続修23②裏

続修23④（1）裏

続修23⑤裏

続修23⑥裏

続修23⑦裏

続修23⑧裏

続修23⑨裏

フォッグ美術館所蔵断簡

続修23⑩裏

続修24②裏

続修24③裏

続修24④裏

続修24⑤裏

続修24⑦裏

続修24⑥裏

続修24⑧裏

続修24⑨裏

続修24⑩裏

続修24⑪裏

続修24⑫裏

続修24⑬裏

続修24①裏

続修24⑭裏

103～104紙

105～106紙

107～108紙

109～110紙

種別

続々修40‐1

続々修40‐1

（２０９）

（
三
〇
）

／正倉院紀要　２０１８　４０号／本文　縦　４０号　２０１８／月借銭解に関する基礎的考察 2018.03.22 11.50.18 Page 72



ま
ず
月
借
銭
史
料
群
の
背
面
は
、
食
口
案
Ｄ
帳
の
宝
亀
四
年
正
月
五
日
〜
二
一
日
の

部
分
（
続
々
修
40
ノ
1
の
第
2
〜
4
紙
）
、
同
四
月
七
日
〜
六
月
一
〇
日
（
同
第
67
〜
87

紙
）、
同
七
月
一
八
日
〜
一
〇
月
二
四
日
（
続
修
23
①
裏
〜
続
修
24
⑭
裏
）、
同
一
〇
月

二
五
日
〜
二
七
日
（
続
々
修
40
ノ
1
の
第
103
〜
104
紙
）
の
部
分
に
断
続
的
に
使
用
さ
れ

た
。次

に
奉
写
一
切
経
所
関
係
の
反
古
は
、
食
口
案
Ｄ
帳
の
宝
亀
四
年
正
月
一
日
〜
四
日

の
部
分
（
続
々
修
40
ノ
1
の
第
1
紙
）、
同
正
月
一
二
日
〜
四
月
六
日
の
部
分
（
同
第
5
（
34
）

〜
66
紙
）、
同
六
月
一
一
〜
一
二
日
の
部
分
（
同
第
88
紙
（
35
））、

同
六
月
一
二
日
〜
七
月
一

八
日
の
部
分
（
続
修
29
④
裏
、
続
々
修
40
ノ
1
第
89
〜
102
紙
）、
同
一
〇
月
二
七
日
〜
一

一
月
一
〇
日
（
続
々
修
40
ノ
1
第
105
〜
110
紙
）
に
二
次
利
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
六
月
一
一
日
〜
七
月
一
八
日
の
部
分
は
、
天
平
勝
宝
元
年
〜
五
年
と
い
う

古
い
時
期
の
反
古
が
二
次
利
用
さ
れ
て
い
て
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
は
写
書
所
の
政
所
に

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
奉
写
一
切
経
所
に
引
き
継
が
れ
、
約
二
〇
年
後
に

使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
ど
こ
か
に
紛
れ
込
ん
で
忘
れ
ら
れ
た
状
態
で
放
置

さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
見
つ
か
り
、
反
古
と
し
て
二
次
利
用
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｄ
帳
に
は
多
く
の
種
類
の
反
古
が
使
用
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
ま
っ

た
く
バ
ラ
バ
ラ
に
使
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
使
用
さ

れ
た
。
た
と
え
ば
「
奉
写
一
切
経
所
経
師
手
実
帳
」（
宝
亀
三
年
三
月
一
一
日
〜
四
月
一

〇
日
、
一
九
ノ
三
四
六
〜
三
五
三
）
は
二
月
一
四
日
〜
三
月
二
日
の
部
分
（
続
々
修
40

ノ
1
第
9
〜
24
紙
）
に
連
続
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
、
な
ど
で
あ
る
。

月
借
銭
史
料
群
の
反
古
と
そ
れ
以
外
の
奉
写
一
切
経
所
関
係
の
反
古
と
が
入
り
組
ん

で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
そ
れ
ら
が
内
容
別
に
分
け
ら
れ
て
き
ち
ん
と

整
理
さ
れ
て
い
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り
を
な
し
て

存
在
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
お
そ
ら
く
関
係
反
古
ご
と
に
ま
と
ま
っ
た
も
の

が
重
ね
ら
れ
た
よ
う
な
状
態
で
存
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
に
月
借
銭

史
料
群
の
束
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
お
り
、
食
口
案
作
成
者
は
、
重
ね
て
置
か
れ
て
い

る
反
古
の
山
か
ら
順
次
使
用
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

Ｃ
帳
、
Ｅ
帳
で
も
、
Ｄ
帳
と
同
じ
く
月
借
銭
史
料
群
の
二
次
利
用
は
ま
と
ま
っ
て
な

さ
れ
て
い
る
の
で
、
食
口
案
作
成
者
の
周
辺
に
あ
っ
た
月
借
銭
解
の
状
況
は
、
Ｄ
帳
作

成
時
と
同
じ
よ
う
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
Ｆ
帳
に
な
る
と
様
相
が
異
な

る
。
Ｆ
帳
で
は
月
借
銭
史
料
群
が
一
四
通
二
次
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｃ
〜
Ｅ
帳
の
よ

う
に
集
中
す
る
こ
と
は
な
く
一
通
ず
つ
ば
ら
ば
ら
に
二
次
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一

四
通
で
相
互
に
接
続
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
つ
ま
り
完
済
さ
れ
た
月
借
銭

解
の
剥
が
し
取
り
は
一
通
ず
つ
行
わ
れ
、
数
通
ま
と
め
て
剥
が
し
取
る
と
い
う
こ
と
を

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
月
借
銭
解
が
一
通
ず
つ
二
次
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

反
古
の
集
積
場
所
に
剥
が
し
取
ら
れ
た
月
借
銭
解
が
一
通
ず
つ
ば
ら
ば
ら
に
存
在
し
た

こ
と
を
示
す
。
こ
の
こ
と
は
、
月
借
銭
担
当
者
の
も
と
に
剥
が
し
取
ら
れ
た
月
借
銭
解

が
留
め
置
か
れ
、
一
定
期
間
経
過
し
て
ま
と
ま
っ
た
数
の
月
借
銭
解
を
反
古
に
ま
わ
し

た
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
。

一
方
、
食
口
案
に
二
次
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
№
42
・
77
・
84
の
三
通
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
奉
写
一
切
経
所
関
係
の
手
実
や
帳

簿
に
二
次
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
奉
写
一
切
経
所
の
事
務
局
に
あ
っ
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
が
、
他
の
月
借
銭
解
と
は
別
に
置
か
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

（２０８）

（
三
一
）
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№
42
は
刑
部
真
主
・
工
清
成
・
秦
磯
上
の
三
人
連
名
の
月
借
銭
解
で
宝
亀
四
年
二
月

四
日
の
も
の
で
あ
る
。
充
銭
文
・
収
納
文
・
完
済
符
号
の
い
ず
れ
も
な
い
の
で
、
貸
付

け
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
背
面
が
三
人
の
う
ち
の
秦
磯
上
の
宝
亀
四
年

二
月
六
日
の
手
実
（
二
一
ノ
二
六
六
）
に
二
次
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、

こ
れ
は
提
出
直
後
に
秦
磯
上
の
も
と
に
返
却
さ
れ
、
彼
は
そ
の
背
面
に
手
実
を
書
い
た
。

彼
は
そ
れ
を
奉
写
一
切
経
の
事
務
局
に
提
出
し
、
事
務
局
で
手
実
帳
に
貼
り
継
が
れ
、

さ
ら
に
そ
の
手
実
帳
が
残
っ
た
た
め
に
№
42
も
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

№
77
は
前
欠
の
た
め
に
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
宝
亀
五
年
四
月
二
八
日
の
も
の
で
、

「
専
受
五
百
木
部
真
勝
」
や
「
償
」
の
部
分
が
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
充
銭
文
も
な
い
の

で
、
貸
付
け
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
背
面
を
五
百
木
部
真
勝
が
宝
亀
五

年
五
月
八
日
の
手
実
（
二
二
ノ
六
五
）
に
二
次
利
用
し
て
い
る
の
で
、
提
出
後
早
い
時

期
に
彼
の
と
こ
ろ
に
戻
さ
れ
、
彼
に
よ
っ
て
二
次
利
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

以
上
の
二
点
は
、
月
借
銭
の
貸
付
け
が
認
め
ら
れ
ず
直
ち
に
申
請
者
に
戻
さ
れ
た
も

の
を
、
申
請
者
が
そ
の
背
面
を
手
実
に
二
次
利
用
し
て
写
経
所
事
務
局
に
提
出
し
、
そ

れ
を
貼
り
継
い
だ
手
実
帳
が
残
っ
た
た
め
に
今
に
残
っ
た
も
の
で
あ
る
。
二
次
利
用
さ

れ
た
文
書
や
帳
簿
が
残
ら
な
け
れ
ば
、
残
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
も
の

が
他
に
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
想
定
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
№
84
は
少
し
経
路
が
異
な
る
。
こ
れ
に
は
充
銭
文
・
収
納
文
が
な
く
、

末
尾
に
「
勘
知
上
馬
養
」
と
い
う
異
例
の
注
記
が
あ
る
。
ま
た
、
借
用
希
望
銭
額
の
部

分
と
大
伴
鯛
万
呂
に
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
が
（
丈
部
新
成
、
香
山
久
須
万
呂
に
は
な

い
）
、
№
42
・
77
の
例
か
ら
見
て
、
貸
付
け
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
背
面
は
「
奉
写
一
切
経
所
筆
納
用
帳
」（
二
二
ノ
四
二
二
〜
四
二
八
＋
一
五
ノ
三
五
二

〜
三
五
三
）
の
末
尾
部
分
（
大
日
古
は
「
経
師
充
筆
帳
」
と
命
名
し
て
い
る
）
に
二
次

利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
付
ご
と
に
納
筆
、
下
筆
を
記
し
た
も
の
で
、
各
項
ご

と
に
上
馬
養
が
自
署
し
て
確
認
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
見
て
、

№
84
は
月
借
銭
の
借
用
希
望
者
側
に
は
返
却
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
写
経
所
の
事
務
局
に

留
め
ら
れ
、「
奉
写
一
切
経
所
筆
納
用
帳
」
の
一
部
分
に
二
次
利
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

№
42
・
77
の
よ
う
に
借
用
希
望
者
に
戻
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
貸
付
け
を
認
め
な
い
と

い
う
判
断
が
月
借
銭
の
責
任
者
で
あ
る
上
馬
養
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う

か
。「
勘
知
上
馬
養
」
と
い
う
他
に
例
の
な
い
書
き
込
み
は
そ
の
決
裁
を
示
す
。

以
上
に
よ
る
と
、
月
借
銭
解
が
提
出
さ
れ
て
も
借
用
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
、

そ
の
月
借
銭
解
は
申
請
者
に
返
却
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
写
経
所
に
留
め

置
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
返
却
さ
れ
た
も
の
は
、
申
請
者
が
そ
の
背
面
を
手
実
な
ど

に
二
次
利
用
し
て
写
経
所
に
提
出
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
四
）
第
四
段
階

第
四
段
階
は
明
治
期
の
整
理
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
月
借
銭
史
料
群
の
い
く
つ

か
の
特
色
に
着
目
し
、
個
々
の
月
借
銭
解
な
ど
が
抜
き
取
ら
れ
て
成
巻
さ
れ
た
。
各
巻

の
外
題
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

正
集
44

（
ナ
シ
）

続
修
21

写
経
生
等
以
質
物
請
月
借
銭
解
文

〃

23

写
経
生
等
請
月
借
銭
解
文

〃

24

写
経
生
等
請
月
借
銭
解
文

〃

25

写
経
生
等
請
出
挙
銭
解
文

（２０７）

（
三
二
）
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〃

26

申
進
上
物
解
文

〃

46

真
養
啓
以
下
九
種

続
修
後
集
20

謹
解
申
請
借
貸
銭
云
々
外
十
二
種
天
平
勝
宝
二
年
六
月
五
日
以
下

こ
れ
に
よ
る
と
、
続
修
21
に
は
質
物
と
し
て
布
（
№
1
・
3
・
65
・
70
・
74
）、
家

（
№
4
）、
調
布
（
№
5
）、
板
屋
（
№
17
）
を
あ
げ
る
も
の
が
選
び
取
ら
れ
て
貼
り
継

が
れ
て
い
る
。
質
物
を
あ
げ
る
月
借
銭
解
は
ほ
か
に
も
多
い
が
、
見
本
と
し
て
選
ば
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
続
修
23
・
24
は
月
借
銭
解
を
適
当
に
抜
き
出
し
て
成
巻
し
た
も
の
と

み
ら
れ
る
が
、
続
修
23
の
中
に
借
金
申
込
書
の
ｂ
「
高
向
小
祖
解
」（
宝
亀
四
年
二
月
一

五
日
、
六
ノ
四
七
四
）
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
月
借
銭
の
文

字
は
な
く
「
用
代
銭
」
と
あ
り
、
利
率
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
月
借
銭
解
で
は
な

い
。
し
か
し
充
銭
文
・
収
納
文
・
完
済
符
号
が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
で
、
続
修
23
の
整
理

担
当
者
は
月
借
銭
解
の
一
例
と
判
断
し
て
抜
き
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

続
修
25
は
、
ま
ず
天
平
勝
宝
二
年
の
「
出
挙
銭
」
の
申
請
書
三
点
を
並
べ
た
あ
と
、

「
越
前
国
田
使
解
」（
天
平
宝
字
二
年
七
月
一
五
日
、
四
ノ
二
七
五
）、「
大
和
国
城
下
郡

田
地
売
買
券
」（
天
平
宝
字
三
年
六
月
一
〇
日
、
四
ノ
三
六
八
）、「
丸
子
人
主
月
借
銭

解
」（
天
平
宝
字
五
年
八
月
二
九
日
、
四
ノ
五
〇
八
、
奥
の
余
白
に
異
筆
書
き
込
み
あ

り
）
の
三
点
を
貼
り
継
い
で
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
出
挙
銭
の
文
字
は
見
え
な
い
が
、「
稲

直
請
銭
」「
売
田
、
直
銭
」「
商
銭
、
借
用
銭
」
な
ど
の
文
字
が
見
え
る
の
で
、
関
連
す

る
も
の
と
し
て
抜
き
取
っ
て
並
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。

続
修
26
に
は
事
書
部
分
に
「
進
上
」
と
あ
る
も
の
が
集
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
一
つ

と
し
て
「
山
辺
千
足
解
」（
宝
亀
四
年
六
月
一
日
、
六
ノ
五
二
二
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。

続
修
46
の
冒
頭
に
は
「
氏
未
詳
真
養
月
借
銭
啓
」（
天
平
宝
字
二
年
六
月
二
七
日
、
四
ノ

二
七
三
）
が
配
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
巻
は
「
啓
」
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
啓

で
あ
る
借
銭
文
書
に
注
目
し
て
抜
き
取
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

続
修
後
集
20
の
外
題
は
、
最
初
の
「
借
貸
銭
解
」（
三
ノ
四
〇
六
）
の
書
き
出
し
「
謹

解

申
請
借
貸
銭
事
」
と
天
平
勝
宝
二
年
六
月
五
日
の
日
付
を
も
と
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
続
け
て
「
上
道
真
浄
借
銭
解
」（
天
平
宝
字
二
年
二
月
、
四
ノ
二
六
一
）
・

№
6
・
9
・
10
・
関
連
史
料
①
・
№
14
・
51
・
66
・
69
・
68
・
71
・
73
の
一
二
通
が
並

べ
ら
れ
て
い
る
。
続
修
21
・
23
・
24
を
う
け
て
、
さ
ら
に
月
借
銭
に
か
か
わ
る
文
書
を

抜
き
取
っ
て
整
理
し
た
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
正
集
44
に
は
、
№
84
と
「
長
瀬
若
麻
呂
啓
」（
年
欠
一
一
月
一
日
、
二
五
ノ
二

四
五
）
が
含
ま
れ
る
。
正
集
44
は
同
45
と
と
も
に
「
そ
の
他
」
を
集
め
た
巻
で
あ
る
（
36
）の

で
、
た
ま
た
ま
目
に
つ
い
た
も
の
を
抜
き
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
長
瀬
若
麻
呂
啓
」
は

充
銭
文
・
収
納
文
・
完
済
符
号
が
な
く
利
率
の
記
載
も
な
い
の
で
月
借
銭
解
と
は
言
え

な
い
が
、「
官
銭
」
の
用
語
が
珍
し
く
、
啓
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
穂
井
田
忠
友
の
目
を

引
い
た
の
で
は
な
い
か
。
№
84
は
、
充
銭
文
・
収
納
文
が
な
く
、
典
型
的
な
月
借
銭
解

と
は
言
い
難
い
。
二
次
利
用
の
あ
り
方
も
他
の
月
借
銭
解
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
特
殊

な
事
例
と
言
え
る
。
月
借
銭
解
の
例
を
示
そ
う
と
思
え
ば
他
に
適
当
な
も
の
は
多
く
存

在
し
て
い
る
の
に
、
穂
井
田
忠
友
が
な
ぜ
こ
の
月
借
銭
解
を
抜
き
取
っ
た
の
か
明
ら
か

で
な
い
。
正
集
に
は
こ
れ
以
外
に
月
借
銭
解
は
見
当
た
ら
な
い
。
穂
井
田
は
、
月
借
銭

解
に
は
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

以
上
に
よ
る
と
、
江
戸
期
の
穂
井
田
忠
友
に
あ
っ
て
は
、
月
借
銭
解
に
注
目
せ
ず
、

明
治
期
の
続
修
21
・
23
・
24
・
25
に
お
い
て
月
借
銭
解
や
借
銭
文
書
を
抜
き
取
っ
て
整

理
し
た
が
、
続
修
別
集
の
編
集
時
に
は
注
意
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
続
修
後
集
20
で

（２０６）

（
三
三
）
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さ
ら
に
抜
き
取
り
・
整
理
が
行
わ
れ
た
。
以
上
に
よ
っ
て
も
抜
き
取
ら
れ
ず
に
残
っ
た

多
く
の
月
借
銭
解
は
未
修
古
文
書
と
し
て
仮
分
類
さ
れ
た
あ
と
（
37
）、

続
々
修
と
し
て
整
理

さ
れ
た
。

四

む
す
び

本
稿
で
は
、
宝
亀
三
〜
六
年
の
月
借
銭
史
料
群
（
主
と
し
て
月
借
銭
解
№
1
〜
96
、

月
借
銭
関
連
史
料
①
〜
⑦
）
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
、
ど

の
よ
う
に
幾
段
階
か
の
事
務
処
理
、
整
理
を
経
て
現
状
に
至
っ
た
の
か
を
、
原
本
調
査

の
成
果
を
生
か
し
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
。

第
1
段
階
（
個
々
の
月
借
銭
解
の
作
成
の
段
階
）

（
1
）
月
借
銭
解
は
す
べ
て
一
次
文
書
で
あ
り
、
表
裏
空
の
紙
が
選
択
さ
れ
た
。

（
2
）
月
借
銭
借
用
希
望
者
は
、
月
借
銭
解
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
充
銭
文
・
収

納
文
が
あ
と
で
書
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
予
定
し
て
、
そ
れ
が
可
能
な
程
度
の
幅
の

紙
を
用
意
し
た
。
ま
れ
に
二
紙
継
ぎ
の
紙
を
用
意
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
3
）
複
数
名
で
借
用
す
る
場
合
な
ど
、
記
載
内
容
が
多
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合

に
は
全
紙
が
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
数
は
多
く
は
な
く
、
ふ
つ
う
は
全
紙
よ

り
も
幅
の
短
い
紙
が
使
用
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
既
使
用
紙
の
余
白
部
分
を
切
り

取
っ
た
反
古
と
考
え
ら
れ
る
。

（
4
）
こ
れ
ら
の
用
紙
は
、
奉
写
一
切
経
所
内
の
お
そ
ら
く
事
務
局
周
辺
に
あ
っ
た
紙

の
集
積
場
所
の
未
使
用
の
全
紙
（
表
裏
空
）
ま
た
は
反
古
箱
（
反
古
コ
ー
ナ
ー
）

の
反
古
紙
（
表
裏
空
）
を
集
積
す
る
部
分
に
置
か
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
月
借

銭
借
用
希
望
者
が
そ
こ
か
ら
紙
を
手
に
入
れ
る
や
り
方
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い

が
、
案
主
等
に
選
ん
で
も
ら
っ
た
か
、
彼
ら
の
許
可
を
得
て
自
ら
適
当
な
幅
の
紙

を
選
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
5
）
月
借
銭
解
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
借
用
希
望
者
は
ひ
な
形
を
写
し
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
が
、
お
お
よ
そ
の
書
式
の
知
識
を
持
っ
て
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
6
）
月
借
銭
解
は
解
の
形
式
で
作
成
さ
れ
た
。「
謹
」
字
を
使
用
す
る
の
が
普
通
で
あ

る
が
、
古
参
の
写
経
生
な
ど
の
場
合
は
こ
れ
を
使
用
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
7
）
単
独
で
借
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
償
人
を
立
て
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
。

月
借
銭
解
に
は
「
償
」
も
し
く
は
「
償
＋
氏
」
ま
で
あ
ら
か
じ
め
書
か
れ
、
償
人

は
氏
＋
名
も
し
く
は
名
を
自
署
し
た
。
償
人
の
自
署
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
保
証
力

が
高
ま
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
借
用
希
望
者
が
ど
の
よ
う
に
償
人
を
確
保

す
る
の
か
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
し
て
自
署
し
て
も
ら
う
の
か
な
ど
、
分
か
っ
て

い
な
い
。

（
8
）
借
用
希
望
者
は
、
以
上
で
書
き
上
げ
た
月
借
銭
解
を
奉
写
一
切
経
所
の
事
務
局

に
提
出
し
た
。

第
2
段
階
（
月
借
銭
の
事
務
担
当
者
に
よ
る
事
務
処
理
の
段
階
）

（
9
）
月
借
銭
解
が
提
出
さ
れ
る
と
、
た
だ
ち
に
貸
付
け
不
可
の
判
定
が
下
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
、
そ
の
時
は
提
出
者
に
返
却
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
返
却
さ
れ
た
も

の
の
背
面
は
空
で
あ
る
の
で
、
そ
の
面
を
用
い
て
手
実
が
書
か
れ
、
手
実
と
し
て

奉
写
一
切
経
所
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
10
）
月
借
銭
の
事
務
担
当
者
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
日
付
順
に
左
か
ら
右
に
貼
り
継

（２０５）

（
三
四
）
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ぎ
、
月
借
銭
継
文
を
作
成
し
た
。

（
11
）
責
任
者
の
上
馬
養
は
、
継
目
の
背
面
に
朱
筆
ま
た
は
墨
筆
で
「
養
」
の
継
目
裏

書
を
書
い
た
。
し
か
し
、
宝
亀
五
、
六
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
継
目
裏
書
は
し
だ
い

に
書
か
れ
な
く
な
っ
た
。

（
12
）
月
借
銭
に
関
す
る
事
務
は
、
月
借
銭
継
文
上
で
行
わ
れ
た
。
貸
付
け
可
と
判
定

さ
れ
た
場
合
は
、
ど
の
財
源
を
用
い
て
貸
付
け
る
か
が
決
め
ら
れ
、
執
行
許
可
文

言
と
財
源
を
示
す
語
が
書
か
れ
、
上
馬
養
が
署
名
し
て
執
行
が
正
式
に
認
め
ら
れ

た
（
充
銭
文
）。
こ
の
い
ず
れ
か
の
段
階
で
貸
付
け
不
可
と
判
定
さ
れ
る
場
合
も

あ
っ
た
。

（
13
）
銭
を
受
け
と
っ
た
人
は
、
一
定
期
間
後
に
本
利
を
返
済
し
た
。
複
数
回
で
返
済

し
た
り
、
利
息
の
み
先
に
納
め
本
の
返
済
は
遅
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
本
利
が
返

済
さ
れ
る
と
、
事
務
担
当
者
は
そ
の
都
度
収
納
文
を
余
白
に
書
き
込
み
、
完
済
さ

れ
れ
ば
完
済
符
号
を
付
し
た
。

（
14
）
現
存
す
る
月
借
銭
解
の
ほ
と
ん
ど
に
完
済
符
号
が
あ
り
、
そ
れ
が
な
い
も
の
は

貸
付
け
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
完
済
さ
れ
た
り
、
貸
付
け
不
可
の

認
定
が
な
さ
れ
た
り
し
た
月
借
銭
解
（
す
な
わ
ち
事
務
処
理
済
の
も
の
）
は
、
一

通
か
ら
数
通
単
位
で
月
借
銭
継
文
か
ら
抜
き
取
ら
れ
た
。
現
存
す
る
月
借
銭
解
は
、

こ
う
し
て
抜
き
取
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
現
在
ま
で
残
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
15
）
抜
き
取
ら
れ
た
箇
所
は
継
ぎ
直
さ
れ
、
継
目
裏
書
「
養
」
が
書
き
直
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
継
目
裏
書
「
養
」
が
複
数
と
な
っ
た
。

（
16
）
多
く
の
月
借
銭
解
で
は
、
充
銭
文
・
収
納
文
・
完
済
符
号
は
、
そ
の
月
借
銭
解

の
紙
面
上
に
書
き
込
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、
個
々
の
月
借
銭
解
の
完
済
ま
で
の
経
過

を
後
か
ら
追
跡
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。

（
17
）
奉
写
一
切
経
所
は
造
東
大
寺
司
に
対
し
て
、
解
に
よ
っ
て
一
定
期
間
ご
と
に
月

借
銭
の
貸
付
け
リ
ス
ト
や
成
果
を
報
告
し
て
い
た
（
月
借
銭
関
連
史
料
）。
ま
た
、

そ
の
案
文
を
用
い
て
月
借
銭
の
管
理
を
行
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

（
18
）
抜
き
取
ら
れ
た
も
の
は
、
す
ぐ
に
は
廃
棄
さ
れ
ず
、
あ
る
程
度
の
期
間
は
月
借

銭
担
当
者
の
手
元
に
ま
と
め
て
別
置
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
一
定
の
期
間

が
過
ぎ
て
問
題
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
時
点
で
、
ま
と
め
て
反
古
に
回
さ
れ
た
。

ま
た
、
造
東
大
寺
司
へ
の
報
告
文
書
の
案
な
ど
も
、
順
次
反
古
と
さ
れ
て
い
っ
た
。

（
19
）
前
項
の
反
古
は
、
反
古
箱
（
反
古
コ
ー
ナ
ー
）
の
片
面
使
用
済
み
（
す
な
わ
ち

背
空
）
の
も
の
を
溜
め
る
場
所
に
置
か
れ
た
。
こ
こ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
反
古
が
集

ま
っ
て
来
る
の
で
、
月
借
銭
史
料
群
の
反
古
は
そ
れ
ら
の
間
に
何
層
か
の
層
を
な

し
て
溜
ま
っ
て
い
っ
た
。

第
3
段
階
（
奈
良
時
代
に
お
け
る
二
次
利
用
）

（
20
）
月
借
銭
解
は
№
42
・
77
・
84
の
三
通
を
除
い
て
、
す
べ
て
食
口
案
Ｃ
帳
〜
Ｆ
帳

の
四
帳
に
二
次
利
用
さ
れ
た
。
ま
た
月
借
銭
関
連
史
料
、
借
金
申
込
書
も
同
様
で

あ
る
。

（
21
）
食
口
案
作
成
者
は
、
反
古
箱
（
反
古
コ
ー
ナ
ー
）
の
片
面
使
用
済
み
（
背
空
）

の
紙
が
集
積
さ
れ
て
い
る
場
所
か
ら
反
古
の
束
を
取
り
、
そ
れ
を
使
用
し
て
い
っ

た
。
そ
の
反
古
の
束
は
、
月
借
銭
解
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
作
業
で
生
じ
た
反

古
も
重
な
っ
て
層
を
な
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
月
借
銭
史
料
群
の
反
古
の
層
も
い

く
つ
か
挟
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
順
次
使
用
し
て
い
っ
た
た
め
に
、
食
口
案
の
あ

る
部
分
に
月
借
銭
史
料
群
が
続
け
て
二
次
利
用
さ
れ
る
と
い
う
現
象
が
生
じ
た
。

（２０４）

（
三
五
）

／正倉院紀要　２０１８　４０号／本文　縦　４０号　２０１８／月借銭解に関する基礎的考察 2018.03.22 11.49.04 Page 77



第
4
段
階
（
明
治
期
の
整
理
）

（
22
）
江
戸
期
の
穂
井
田
忠
友
は
、
正
集
の
整
理
に
当
た
っ
て
、
月
借
銭
解
に
は
注
目

し
な
か
っ
た
。

（
23
）
明
治
期
の
正
倉
院
文
書
の
整
理
で
は
、
続
修
21
・
23
・
24
・
25
に
お
い
て
月
借

銭
解
や
借
銭
文
書
を
抜
き
取
っ
て
整
理
し
た
が
、
続
修
別
集
の
編
集
時
に
は
注
意

さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
続
修
後
集
20
で
さ
ら
に
抜
き
取
り
・
整
理
が
行
わ
れ
た
。

（
24
）
抜
き
取
ら
れ
ず
に
残
っ
た
多
く
の
断
簡
は
、
未
修
古
文
書
と
し
て
仮
分
類
さ
れ

た
後
、
続
々
修
と
し
て
整
理
さ
れ
た
。

現
存
月
借
銭
解
の
性
格

最
後
に
、
現
存
す
る
月
借
銭
解
に
つ
い
て
さ
ら
に
推
測
を

重
ね
た
い
。
現
存
す
る
月
借
銭
解
は
、
完
済
ま
た
は
貸
付
け
不
可
認
定
に
よ
っ
て
事
務

処
理
済
み
と
な
っ
た
も
の
を
月
借
銭
継
文
か
ら
抜
き
取
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
抜
き
取
ら
れ
ず
に
残
っ
た
ま
ま
の
月
借
銭
解
（
完
済
さ
れ
て
い
な
い
状
態
の
月

借
銭
解
）
や
、
抜
き
取
ら
れ
た
が
現
存
し
な
い
月
借
銭
解
が
存
在
し
た
可
能
性
を
示
唆

す
る
。
現
存
す
る
も
の
以
外
に
も
月
借
銭
解
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
自

体
は
中
村
順
昭
が
指
摘
し
て
い
る
（
は
じ
め
に
（
ｇ
））。
重
要
な
指
摘
で
あ
る
が
、
指

摘
の
み
に
と
ど
ま
り
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
、
中
村
の
提
起
を
承
け
つ

つ
、
月
借
銭
関
連
史
料
と
関
連
さ
せ
て
検
討
し
た
い
。

①
「
月
借
銭
請
人
歴
名
」
と
②
「
経
師
等
月
借
銭
収
納
注
文
」
に
は
三
九
人
の
人
名

と
銭
額
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
九
人
に
対
し
て
、
現
存
す
る
月
借
銭
解
は
わ
ず
か

に
九
通
で
約
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
る
（
前
掲
表
6
）。
こ
の
こ
と
は
、
現
存
す
る

月
借
銭
解
は
、
全
体
の
四
分
の
一
弱
程
度
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

同
様
の
こ
と
は
、
他
の
関
連
史
料
か
ら
も
言
い
う
る
。
⑤
は
、
宝
亀
三
年
九
月
七
日

か
ら
一
二
日
の
間
に
月
借
銭
を
借
り
た
人
の
名
前
と
銭
額
、
請
求
の
あ
っ
た
日
付
を
記

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
現
存
月
借
銭
解
と
を
比
較
す
る
と
、
前
半
部
分
に
つ
い
て

は
、
八
件
に
つ
き
一
件
が
合
致
す
る
（
一
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）。
後
半
は
一
人
を
除
い

て
す
べ
て
合
致
す
る
が
（
前
掲
表
8
）、
た
ま
た
ま
四
人
（
№
21
）、
五
人
（
№
22
）
、
二

人
（
№
25
）
の
月
借
銭
解
が
三
通
残
っ
た
の
で
、
残
存
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

④
「
奉
写
一
切
経
所
解
」
は
宝
亀
三
年
七
月
一
一
日
か
ら
同
一
〇
月
六
日
ま
で
に
返

済
さ
れ
た
月
借
銭
の
本
利
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
件
の
う
ち
合
致
す
る
の
は

四
件
で
あ
る
（
約
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
）（
前
掲
表
7
）。

さ
ら
に
⑤
⑥
に
は
八
件
の
月
借
銭
が
見
え
る
が
、
唯
一
一
致
す
る
の
が
、
山
下
有
美

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
№
31
で
大
友
路
万
呂
が
借
り
た
一
〇
〇
〇
文
の
う
ち
、「
司
出

挙
之
内
」
を
財
源
と
す
る
二
〇
〇
文
と
み
ら
れ
る（
38
）。
他
は
現
存
月
借
銭
解
と
一
致
し
な

い
。以

上
に
よ
る
と
、
現
存
し
な
い
月
借
銭
解
が
多
数
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
現
存

し
な
い
月
借
銭
解
と
し
て
は
、
抜
き
取
ら
れ
ず
に
月
借
銭
継
文
に
残
っ
た
も
の
が
そ
れ

ご
と
失
わ
れ
た
も
の
や
、
抜
き
取
ら
れ
た
が
現
存
し
て
い
な
い
も
の
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
月
借
銭
継
文
の
作
成
以
前
に
貸
付
け
不
可
と
さ
れ
て
借
用
希
望
者
に
戻
さ
れ

た
月
借
銭
解
も
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
月
借
銭
関
連
史
料
に
対
す
る
現
存
月
借
銭
解

の
比
率
は
か
な
り
低
く
、
せ
い
ぜ
い
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
程
度
な
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
か
。

表
10
は
、
始
二
部
、
更
二
部
の
写
経
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
各
期
間
に
写
経
に
従
事

し
て
い
た
写
経
生
と
、
そ
の
期
間
の
月
借
銭
の
借
用
者
の
名
前
が
一
致
す
る
も
の
を
示

（２０３）

（
三
六
）
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表10 始二部・更二部の写経生と月借銭解
宝亀5年1月17日～

12月23日（7）
85墨抹・88
79
88
88・91

79・80・85・88

72・85

72止・85・88・91
72
72・88

81・86
72止・85

83・90
85・91
77
85・91
73

83・90
78・81・86
88

84

76

81

74・88

88
84

88

82・87

（1）奉写一切経経師請筆手実帳（宝亀3年3月25日～8月2日、19／418～497）、奉写一切経経師請墨手実帳（宝亀3年3月15日～12月4日、19／353～417）、奉写一
切経校生手実帳＋韓国形見解（宝亀3年3月29日～12月18日、19／498～549＋6／308～311）、奉写一切経装潢手実帳（宝亀3年3月30日～12月16日、19／574～
595）

（2）宝亀4年3月28日布施申請解（宝亀3年12月18日～4年3月25日、6／486～497）
（3）宝亀4年6月25日布施申請解（宝亀4年3月25日～6月20日、6／523～535）
（4）宝亀4年9月10日布施申請解（宝亀4年6月20日～8月29日、22／195～206、続修別集10裏①未収）
（5）宝亀4年10月29日布施申請解（宝亀4年8月29日～10月29日、6／544～556）
（6）宝亀4年12月25日布施申請解（宝亀4年10月29日～12月24日、6／557～566）
（7）奉写一切経経師更筆手実帳（宝亀5年1月17日～5月21日、22／59～178）、奉写一切経経師請墨手実帳（宝亀5年1月22日～7月27日、22／219～278）、奉写一

切経経師請筆手実帳（宝亀5年5月22日～7月29日、22／382～414）、奉写一切経経師写経手実帳（宝亀5年7月24日～10月24日、22／429～471）、奉写一切経経
師請筆手実帳（宝亀5年7月26日～10月16日、22／473～504）、奉写一切経経師請墨手実帳（宝亀5年8月6日～12月23日、22／504～584）

巧清成
韓国千村
物部吉麻呂
音太部野上
石川宮衣
荊国足
山辺千足
桑内真公
秦磯上
物部常石
酒波家麻呂
丸部人公
念林老人
占部忍男
大友路万呂
中臣船麻呂
中室浄人
丈部浜足
船木直麻呂
田部国守
念林宅成
山部針間万呂
坂本東人
生江秋麻呂
他田嶋万呂
五百木部真勝
刑部真主
大宅童子
高橋豊河
阿刀歳足
金月足
陽侯穂足
田中倉人
香山久須万呂
栗前五百継
鬼室石次
秦麻呂
小治田乙成
清野人足
高向子祖
漢部佐美麻呂
丈部益人
大坂広川
葦浦継手
三嶋子公
壬生広主
丈部新成
岡屋墨縄
采女千縄
出雲乎麻呂
丈部石村
秦正月麻呂
大伴部国忍
足奈公麻呂
丈部奥人
安宿広成
大羅嶋守

宝亀4年10月29日
～12月24日（6）

念林老人
荊国足
高向子祖
山辺千足
石川宮衣
大宅童子
秦吉麻呂
三嶋子公
桑内真公
出雲乎麻呂
他田嶋麻呂
船木麻呂
物部常石
占部忍男
大友路麻呂
他田建足
田部国守
大羅嶋守
秦麻呂
刑部真主
巧清成
音太部野上
五百木部真勝
漢部佐美麻呂
坂上諸人
答他虫麻呂
秦礒上
采女五百相
高橋豊川
物部吉麻呂
香山久須麻呂
清野人足
中室浄人
秦正月麻呂
生江秋麻呂
丸部人公
丈部石村
酒波家麻呂
中臣船麻呂
栗前五百継
建部国長
丈部新成
丈部益人
上真継
辛国形見
紀豊人
置始浄足
大伴太比麻呂
大和水通
高向浄成
小治田宅成
氏部小勝
祢石足
大羅嶋守
念林宅成

宝亀4年8月29日
～10月29日（5）

68

69

71

71

71

68

70

念林老人
荊国足
高向子祖
鬼室石次
陽侯穂足
山辺千足
丈部浜足
石川宮衣
山部針間万呂
大宅童子
小治田乙成
秦吉麻呂
壬生広主
金月足
三嶋子公
坂本東人
桑内真公
出雲乎麻呂
他田嶋麻呂
船木麻呂
物部常石
占部忍男
大友路麻呂
他田建足
田部国守
大羅嶋守
秦麻呂
刑部真主
巧清成
音太部野上
五百木部真勝
漢部佐美麻呂
坂上諸人
尾張宮成
念林宅成
大坂広河
答他虫麻呂
秦礒上
采女五百相
高橋豊河
物部吉麻呂
常弟足
香山久須麻呂
清野人足
中室浄人
秦正月麻呂
生江秋麻呂
丸部人公
大湯坐千国
丈部石村
酒波家麻呂
葦浦継手
丈部新成
丈部益人
建部国長
上真継
下沙弥麻呂
韓国形見
紀豊人
大和水通
置始浄足
大伴鯛麻呂
高向清成
小治田宅成
八木宮主
大伴真広
氏部小勝

宝亀4年6月20日
～8月29日（4）

65

66

67

念林老人
荊国足
高向子祖
鬼室石次
陽侯穂足
山辺千足
丈部浜足
石川宮衣
山部針間麻呂
大宅童子
小治田乙成
壬生広主
秦吉麻呂
金月足
三嶋子公
坂本東人
桑内真公
出雲乎麻呂
他田嶋麻呂
船木麻呂
物部常石
占部忍男
大友路麻呂
他田建足
田部国守
秦麻呂
刑部真主
巧清成
音太部野上
五百木部真勝
漢部佐美麻呂
坂上諸人
尾張宮成
箭集笠万呂
念林宅成
大坂広川
答他虫麻呂
秦礒上
高橋豊川
物部吉麻呂
常乙足
香山久須麻呂
清野人足
中室浄人
秦正月麻呂
采女五百相
酒波家麻呂
生江秋麻呂
丸部人公
大湯坐千国
丈部石村
丈部新成
丈部益人
若桜部家公
上真継
下沙弥麻呂
韓国形見
置始浄足
紀豊人
大和水通
小治田宅成
高向清成
（氏名欠）
財磯足
八木宮主
刑部広浜
上藤麻呂
大伴真尋
氏部小勝

宝亀4年3月25日～
6月20日（3）

56

60
49・60

54・61

53

48

50

59

57

62

62

52

64

47
50

念林老人
荊国足
高向子祖
鬼室石次
陽侯穂足
山辺千足
丈部浜足
石川宮衣
山部針間麻呂
太宅童子
小治田乙成
壬生広主
金月足
三嶋子公
坂本東人
桑内真公
出雲乎万呂
他田嶋麻呂
船木麻呂
物部常石
占部忍男
大友路麻呂
他田建足
田部国守
秦麻呂
刑部真主
工清成
音太部野上
五百木部真勝
漢部佐美麻呂
坂上諸人
尾張宮成
箭集笠麻呂
坂合部浜足
大羅嶋守
念林宅成
大坂広川
答他虫麻呂
葦浦継手
秦礒上
高橋豊川
物部吉麻呂
常乙足
香山久須麻呂
清野人足
別家足
中室浄人
秦正月麻呂
采女五百相
酒波家麻呂
生江秋麻呂
丸部人公
上真継
下沙弥麻呂
韓国形見
大和水通
紀豊人
置始浄足
小治田宅成
高向清成
八木宮主
上藤麻呂
刑部広浜
大伴真尋
氏部小勝

宝亀3年12月18日～
4年3月25日（2）

45

43

40

39

40
39

42
42

36・41

42

46

37

念林老人
荊国足
鬼室石次
山辺千足
高向子祖
陽侯穂足
丈部浜足
石川宮衣
山部針間麻呂
大宅童子
小治田乙成
壬生広主
秦吉麻呂
金月足
三嶋子公
坂本東人
桑内真公
出雲小麻呂
他田嶋麻呂
船木麻呂
物部常石
占部忍男
大友路麻呂
他田建足
田部国守
秦麻呂
刑部真主
工清成
音太野上
五百部真勝
漢部佐美麻呂
坂上諸人
尾張宮成
箭集笠麻呂
坂合部浜足
大羅嶋守
大坂広河
答他虫麻呂
葦浦継手
秦礒上
高橋豊河
物部吉万呂
香山久須万呂
浄野人足
別家足
中室浄人
秦正月麻呂
采女五百相
生江秋麻呂
上真継
韓国形見
大和水通
物部子千足
下沙弥麻呂
紀豊人
当麻宅養
置始浄足
丈部広嶋
刑部広浜
大伴真尋
氏部小勝
大友路麻呂

宝亀3年3月15日～
12月16日（1）
24・30
30
16・34
27

10・35

24・33

19

20
21
30

22・30・32
25・31
30

22・30
25・30

22
21

13
22
30

9・15・30
30
26
21

22・30

20

18

21

20
20・30

秦吉麻呂
陽胡穂足
音太部野上
念林宅成
三嶋子公
答他虫麻呂
敢男足
他田建足
巧清成
高磯足
物部道成
大坂広川
秦正月麻呂
若倭部益国
秦度守
常勝弟足
箭集笠麻呂
鬼室石次
石川宮衣
尾張宮成
丈部浜足
大友路万呂
高向子祖
大宅童子
古兄人
山部針間万呂
大羅嶋守
占部忍男
船木麻呂
他田嶋万呂
金月足
桑内真公
田部国守
坂合部浜足
秦道形
念林老人
荊国足
壬生広主
物部常石
小長谷嶋主
荊国足
中室首浄人
出雲乎麻呂
坂上諸人
山部千足
葦浦継手
韓国形見
美努石成
美努家継
秦麻呂
当麻鷹養
常世真吉
長谷部寛麻呂
大和水通
財磯足
上真継
大友浄人
置始清足
物部子千足
采女五百相
大伴真尋
氏部小勝
丈部広嶋
忍坂広浜
八木宮主
刑部広浜

（２０２）

（
三
七
）
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し
た
も
の
で
あ
る
。
厳
密
に
対
応
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
こ
の
対
応
す
る
可
能
性
の

あ
る
も
の
が
、
か
つ
て
存
在
し
た
月
借
銭
解
の
お
よ
そ
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る

と
み
ら
れ
る
。
現
存
し
な
い
月
借
銭
解
を
考
慮
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
写
経
生
が
月
借

銭
を
借
り
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
が
、
月
借
銭
借
用
希
望
者
の
中
に
は
、
表
11
の
よ
う
に
、
写

経
生
で
は
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
表
に
は
写
経
事
業
に
従
事

し
て
い
な
い
期
間
に
借
用
し
て
い
る
写
経
生
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
月
借

銭
の
運
営
が
奉
写
一
切
経
所
の
範
囲
を
超
え
て
、
周
辺
の
木
工
・
瓦
工
・
漆
工
・
画
師

な
ど
の
い
る
造
東
大
寺
司
の
別
の
「
所
」
に
も
若
干
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
こ
と
を

物
語
る
。

こ
の
状
況
は
阿
弥
陀
悔
過
知
識
の
場
合
を
想
起
さ

せ
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

光
明
皇
太
后
の
病
気
平
癒
を
祈
願
す
る
阿
弥
陀
悔
過

の
た
め
に
、
造
東
大
寺
司
主
典
の
安
都
雄
足
が
主
導

し
、
写
経
所
案
主
の
上
馬
養
と
勝
屋
主
が
協
力
し
て

行
わ
れ
た
。
彼
ら
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
千
二
百
巻

経
の
写
経
事
業
に
参
加
者
の
全
員
と
そ
れ
以
外
の
安

都
雄
足
の
関
係
者
が
参
加
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
39
）。

こ
れ
を
参
考
に
す
る
と
、
始
二
部
・
更
二
部
の
写

経
事
業
と
か
か
わ
っ
て
行
わ
れ
た
月
借
銭
の
運
営
は
、

そ
の
期
間
に
奉
写
一
切
経
所
の
案
主
で
あ
っ
た
上
馬

養
が
、
か
つ
て
の
経
験
を
参
考
に
し
て
、
写
経
所
の

財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
主
導
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
40
）。
案
主
で
あ
る
彼

の
勧
誘
に
は
、
多
く
の
写
経
生
は
応
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
上
馬
養
は
、

奉
写
一
切
経
所
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
人
脈
を
生
か
し
て
、
周
辺
の
所
（
木
工
所
、
画

所
、
造
瓦
所
な
ど
）
の
所
属
員
に
も
勧
誘
の
対
象
を
広
げ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
あ

る
程
度
の
写
経
所
外
の
人
々
も
応
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
宝
亀
三
〜
六
年

に
月
借
銭
を
借
り
た
人
々
は
、
進
ん
で
借
り
た
と
い
う
よ
り
は
、
案
主
上
馬
養
の
強
い

勧
誘
に
や
む
を
得
ず
応
じ
た
人
々
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
41
）。

（
さ
か
え
は
ら

と
わ
お

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
）

表11 奉写一切経所の借用希望者で写経事業に従事していな
いもの

備考
写経生ではない
写経生ではない
仕丁
画師

木工

瓦工
漆工

木工

造東大寺司史生

優婆夷

舎人

木工

舎人

仕丁
仕丁
仕丁

⑥⑦は月借銭関連史料

人名
玉作広長
秦国依
坂合部秋人
能登国依
狛子公
勾羊
桑原稲買
大山部�人
占部国人
日下部名吉
淡海金弓
物部乙麻呂
唐広成
行芬
針間父麻呂
刑部真主
土師諸土
多治比真田作
赤染玉宮
三嶋船長
念林宅成
八木宮主
茨田千足
財磯足
白髪部節麻呂
秦広津
日下部名吉
薬栄
布師千尋
美努船長
大伴鯛麻呂
丈部長岡
大生子敷
額田部磯嶋

№
8
11
12
14
17
17
17
17
17
17
22
23
23、⑦
28
29
34
⑥
⑥
⑦
⑦
36
38
44
51
55
55
55
58
63
75
84
94
94
94

期間
宝亀3年3月25日
～12月6日

宝亀3年12月18日
～同4年3月25日

宝亀4年3月25日
～同6月20日

宝亀5年1月17日
～同12月23日
宝亀6年以後

（２０１）

（
三
八
）
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注

（
1
）
月
借
銭
に
直
接
触
れ
た
主
な
も
の
と
し
て
以
下
の
諸
研
究
が
あ
る
。
各
氏
の
研
究
は

こ
れ
ら
に
よ
る
。

竹
内
理
三
『
奈
良
朝
時
代
に
お
け
る
寺
院
経
済
の
研
究
』
第
五
章
経
済
経
営
、
第
一

節
金
融
事
業
（
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
二
年
五
月
）

相
田
二
郎
「
金
銭
の
融
通
か
ら
見
た
奈
良
朝
の
経
師
等
の
生
活
（
上
・
下
）」（
『
歴
史

地
理
』
四
一
ノ
二
・
三
、
一
九
二
三
年
二
・
三
月
）

吉
田
孝
「
律
令
時
代
の
交
易
」（『
日
本
経
済
史
大
系

1
古
代
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
五
年
六
月
、
の
ち
『
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三

年
一
二
月
）

鬼
頭
清
明
「
八
、
九
世
紀
に
お
け
る
出
挙
銭
の
存
在
形
態
―
官
営
高
利
貸
と
下
級
官

人
層
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
歴
史
評
論
』
二
一
二
、
一
九
六
八
年
四
月
、
の
ち
『
日

本
古
代
都
市
論
序
説
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
七
年
九
月
）

弓
野
瑞
子
「
八
世
紀
末
の
造
東
大
寺
司
の
財
政
機
構
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
民
衆

史
研
究
』
一
〇
、
一
九
七
二
年
五
月
）

鬼
頭
清
明
「
上
馬
養
の
半
生
」（『
日
本
古
代
都
市
論
序
説
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一

九
七
七
年
九
月
）

栄
原
永
遠
男
「
奉
写
一
切
経
所
の
写
経
事
業
―
奈
良
時
代
末
期
の
一
切
経
書
写
―
」

（『
追
手
門
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
一
、
一
九
七
七
年
一
二
月
、
の
ち
『
奈
良

時
代
写
経
史
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
三
年
五
月
）

栄
原
永
遠
男
「
奉
写
一
切
経
所
の
財
政
」（『
追
手
門
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
三
、

一
九
七
九
年
一
二
月
、
の
ち
『
奈
良
時
代
写
経
史
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
三
年

五
月
）

栄
原
永
遠
男
「
都
の
く
ら
し
」（
直
木
孝
次
郎
編
『
古
代
を
考
え
る

奈
良
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
五
年
四
月
）

栄
原
永
遠
男
「
平
城
京
住
民
の
生
活
誌
」
お
よ
び
「
都
城
の
経
済
機
構
」（
岸
俊
男
編

『
日
本
の
古
代
9

都
城
の
生
態
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
七
年
四
月
）

中
村
順
昭
「
奉
写
一
切
経
所
の
月
借
銭
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
五
二
六
、
一
九

九
二
年
三
月
、
の
ち
『
律
令
官
人
制
と
地
域
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年

七
月
）

井
原
今
朝
男
「
中
世
借
用
状
の
成
立
と
質
券
之
法
―
中
世
債
務
史
の
一
考
察
―
」

（『
史
学
雑
誌
』
一
一
一
ノ
一
、
二
〇
〇
二
年
一
月
、
の
ち
『
日
本
中
世
債
務
史
の

研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
）

三
上
喜
孝
「
日
本
古
代
の
銭
貨
出
挙
に
つ
い
て
の
覚
書
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
報
告
』
一
一
三
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）

奥
田
俊
博
「
月
借
銭
解
に
お
け
る
数
字
の
使
用
」（『
九
州
女
子
大
学
紀
要
』
四
一
ノ

一
、
二
〇
〇
四
年
九
月
）

吉
川
敏
子
「
借
金
証
文
」（『
文
字
と
古
代
日
本
』
3
流
通
と
文
字
、
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
五
年
七
月
）

宮
川
久
美
「
正
倉
院
文
書
の
訓
読
と
注
釈

月
借
銭
解
編
」
第
1
〜
7
分
冊
（『
奈
良

佐
保
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
一
八
〜
二
四
、
二
〇
一
〇
年
三
月
〜
二
〇
一
七
年
三

月
）

山
下
有
美
「
月
借
銭
再
考
」（
栄
原
永
遠
男
編
『
日
本
古
代
の
王
権
と
社
会
』
塙
書
房
、

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）

市
川
理
恵
「
下
級
官
人
と
月
借
銭
―
宝
亀
年
間
の
一
切
経
写
経
事
業
を
中
心
に
―
」

（『
史
学
雑
誌
』
一
二
二
ノ
六
、
二
〇
一
三
年
六
月
、
の
ち
『
正
倉
院
文
書
と
下
級

官
人
の
実
像
』
同
成
社
、
二
〇
一
五
年
八
月
）

（
2
）
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）』
を
大
日
古
と
省
略
す
る
。
一
五
ノ
二
三
六
等
は
大
日
古

の
巻
ペ
ー
ジ
を
示
す
。

（２００）

（
三
九
）
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（
3
）
ほ
と
ん
ど
の
月
借
銭
解
な
ど
に
は
、
追
記
、
線
に
よ
る
囲
い
、
合
点
、
圏
点
そ
の
他

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
ま
れ
に
墨
で
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん

ど
は
朱
に
よ
っ
て
記
入
さ
れ
る
。
し
か
し
、
朱
と
い
っ
て
も
色
調
・
濃
淡
が
異
な
っ

て
い
る
。
墨
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
記
入
の
時
間
差
が
原
因
で
あ
る

こ
と
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
そ
れ
を
見
分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
入
の
順
序
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
貸
付
け
や
返
済
に
か
か
わ
る
事
務
の
取
り
扱

い
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
色
調
・
濃
淡
の
見
分
け
に
何
ら
か
の
客
観
的
な
基
準
を
設
定
で
き
な
い

も
の
か
検
討
し
た
。
測
色
計
な
ど
に
よ
る
計
測
、
色
彩
表
・
色
見
本
と
の
比
較
な
ど

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
は
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
朱
墨
の
墨
つ
ぎ
直
後
の

書
き
始
め
と
次
の
墨
つ
ぎ
直
前
の
文
字
と
で
は
、
通
例
濃
度
が
異
な
る
。
ま
し
て
時

間
を
お
い
て
追
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
墨
の
す
り
な
お
し
や
水
注
ぎ
、
あ
る
い

は
朱
墨
の
混
合
な
ど
で
ど
ん
ど
ん
濃
度
・
色
調
が
変
わ
っ
て
い
く
。
し
た
が
っ
て
、

極
端
に
言
え
ば
、
一
文
字
ご
と
に
、
ま
た
は
数
文
字
ご
と
に
計
測
結
果
が
異
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
で
は
本
研
究
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
に
あ
ま
り
寄
与
す
る
こ
と

は
な
い
。

（
4
）
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』（
八
木
書
店
）。
以
下
『
影

印
集
成
』
と
略
称
す
る
。

（
5
）
『
平
城
宮
木
簡
一
』
七
〇
号
木
簡
（『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
五
に
釈

文
補
訂
あ
り
）。
こ
の
木
簡
は
平
城
宮
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
土
坑
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
土
坑

は
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
を
そ
う
遠
く
へ
だ
た
ら
な
い
時
期
に
埋
没
し
た
と
さ
れ

る
の
で
、
こ
の
木
簡
も
そ
れ
以
前
の
も
の
で
あ
る
。

（
6
）
天
平
勝
宝
〜
天
平
宝
字
年
間
の
関
係
史
料
に
つ
い
て
、
三
上
喜
孝
は
「
借
銭
文
書
」

と
呼
ん
で
い
る
。

（
7
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
正
倉
院
文
書
目
録
』（
東
京
大
学
出
版
会
）。
以
下
『
史

料
目
録
』
と
略
称
す
る
。

（
8
）
「
反
古
箱
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
栄
原
永
遠
男
『
正
倉
院
文
書
入
門
』（
角
川
学
芸

出
版
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
、
一
八
五
〜
一
八
六
ペ
ー
ジ
）
に
記
し
た
。
そ
こ
で
も

注
意
し
た
よ
う
に
、
具
体
的
な
箱
で
は
な
く
、
反
古
を
保
管
し
て
お
く
た
め
の
棚
や

コ
ー
ナ
ー
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
箱
を
使
用
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
よ
い
。

（
9
）
№
75
は
、
後
述
の
点
か
ら
す
る
と
、
借
用
希
望
者
本
人
（
美
努
船
長
）
が
紙
を
用
意

し
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
10
）
続
々
修
40
ノ
2
裏
第
30
紙
（
№
43
）
の
左
に
空
の
第
29
紙
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

間
に
は
「
白
い
紙
」
が
挟
ま
っ
て
い
る
の
で
、
二
紙
継
ぎ
の
例
で
は
な
い
。
ま
た
、

『
史
料
目
録
』
に
よ
る
と
、
№
46
の
左
に
は
、
米
国
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
フ
ォ
ッ
グ

美
術
館
所
蔵
断
簡
裏
（
空
）
が
「
ツ
キ
合
セ
、
表
裏
接
続
」
で
接
続
す
る
と
い
う
。

写
真
等
で
確
認
で
き
て
い
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
断
簡
は
か
つ
て
№

46
と
一
紙
で
あ
っ
た
が
、
比
較
的
近
年
切
断
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ

れ
も
、
二
紙
継
ぎ
の
用
紙
の
事
例
で
は
な
い
。
な
お
、
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
所
蔵
断
簡

に
つ
い
て
は
長
島
由
香
氏
の
ご
教
示
を
得
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

（
11
）
№
31
・
47
・
64
・
77
・
83
・
86
の
六
点
は
前
欠
の
た
め
不
明
で
あ
る
。

（
12
）
念
林
老
人
と
念
林
宅
成
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
血
縁
者
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

月
借
銭
解
な
し
に
月
借
銭
が
行
わ
れ
る
と
い
う
異
例
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
後
述

す
る
念
林
老
人
の
キ
ャ
リ
ア
と
地
位
に
よ
る
と
み
て
お
き
た
い
。

（
13
）
濃
い
墨
と
薄
墨
の
前
後
関
係
は
『
影
印
集
成
』
に
よ
る
。

（
14
）
借
用
希
望
者
と
償
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
岡
太
彬
訓
と
連
名
で
統
計
学

的
分
析
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る
。A

kinori
O

kada
and

T
ow

ao
Sakaehara,

“A
naly-

sis
of

G
uarantor

and
W

arrantee
R

elationships
am

ong
G

overnm
ent

O
fficials

in

the
E

ighth
C

entury
in

the
O

ld
C

apital
of

Japan
by

U
sing

A
sym

m
etric

M
ultidi-

（１９９）

（
四
〇
）
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m
ensionalScaling,”
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A

dvances
in

D
ata

A
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ata
H

andling
and

B
usiness

Intelligence:
P

roceedings
ofthe

32nd
A

nnualC
onference

ofthe
G

esellschaftfür

K
lassifikation

e.V
.,JointC

onference
w

ith
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B
ritish

C
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Society
and
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D

utch/F
lem

ish
C

lassification
Society,H

elm
ut-Schm
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niversity,H

am
burg,
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16�

18,
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,
ed.

A
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others
(B

erlin
H

eidelberg:
Springer-

V
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2010),
605�

613.

（
15
）
№
1
の
み
「
封

養
」
と
あ
る
が
、
他
は
す
べ
て
「
養
」
で
あ
る
。

（
16
）
月
借
銭
解
が
貼
り
継
が
れ
た
こ
と
は
、「
は
じ
め
に
」
で
挙
げ
た
鬼
頭
清
明
（
ｃ
）、

中
村
順
昭
（
ｅ
）
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
指
摘
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
、
具

体
的
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

（
17
）
左
右
両
端
と
も
欠
け
て
い
る
№
40
に
つ
い
て
は
、
継
目
裏
書
の
有
無
は
判
断
で
き
な

い
の
で
、
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

（
18
）
丈
部
浜
足
一
人
の
借
用
希
望
で
あ
る
の
で
、
償
人
が
立
て
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
19
）
大
日
古
は
抹
消
線
と
す
る
が
、
合
点
と
み
ら
れ
る
。

（
20
）
額
田
部
磯
嶋
に
つ
い
て
は
、
収
納
文
に
当
た
る
銭
額
の
朱
の
記
載
が
な
い
。
丈
部
長

岡
の
右
肩
に
付
さ
れ
た
完
済
符
号
が
、
彼
の
み
の
も
の
な
の
か
、
大
生
子
敷
と
額
田

部
磯
嶋
に
ま
で
及
ぶ
の
か
不
明
確
で
あ
る
。

（
21
）
№
75
の
左
右
両
端
裏
に
は
「
養
」
の
継
目
裏
書
が
な
い
。
そ
の
日
付
の
宝
亀
五
年
三

月
二
九
日
ご
ろ
に
な
る
と
、
継
目
裏
書
が
書
か
れ
な
い
こ
と
が
多
く
な
る
の
で
断
言

で
き
な
い
が
、
№
75
は
月
借
銭
継
文
に
貼
り
継
が
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
22
）
№
11
・
55
に
は
「
不
用
」
、
№
96
に
は
「
不
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
此
面
不
用
」

の
意
味
で
あ
り
、
貸
付
け
不
可
の
判
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

（
23
）
正
倉
院
に
あ
る
往
来
の
題
籤
に
（
表
）「
息
利
帳
」（
裏
）「
息
利
銭
用
」
と
あ
る
も
の

が
あ
る
（
中
倉
二
二
往
来
第
三
四
号
。
軸
部
分
に
は
（
表
）「
銭
銭
銭
有
者
見

太

大
〈
太
太
太
□
／
太
太
太
〉」（
裏
）「
戸
主
布
師
千
万
呂

布
師

太
太
」
と
あ

る
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
息
利
」
の
用
途
に
関
す
る
帳
簿
の
題
籤
軸
の
よ
う
で
あ
る
。

月
借
銭
継
文
の
題
籤
に
は
「
月
借
銭
」
の
文
字
や
い
つ
の
時
期
の
月
借
銭
継
文
で
あ

る
か
を
示
す
記
載
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
の
で
、
こ
の
題
籤
軸
は
そ
れ
に
該

当
し
な
い
と
考
え
る
。

（
24
）
№
43
の
右
端
裏
に
は
朱
筆
で
「
人
々
手
有
廾
五
貫
一
百
九
十
」、
№
67
の
右
端
裏
に
も

朱
筆
で
「
更
借
廾
五
貫

未
納
三
千
三
百
廾
文
七
百
卅
上

又
一
百
■
十
六
文
」
と
あ
る
。
ま
た
№
6

の
右
端
に
も
未
収
で
あ
る
が
朱
筆
で
「
十
□
〔
四
日
納
〕

□
□
四
百
文
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
№

43
・
67
・
6
が
月
借
銭
継
文
の
右
端
に
位
置
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
れ
ら

の
端
裏
書
の
持
つ
意
味
は
明
ら
か
で
な
い
。

（
25
）
①
の
田
豊
大
山
は
「
豊
」
の
横
に
転
倒
符
が
あ
る
の
で
、
②
と
同
じ
く
豊
田
大
山
で

あ
る
。

（
26
）
「
合
廾
四
貫
四
百
文
」
の
「
四
」
の
横
に
「
九
」
の
訂
正
文
字
が
あ
る
が
、
本
利
の

内
訳
合
計
、
①
と
の
対
応
か
ら
「
八
」
の
誤
り
で
、
正
し
く
は
「
合
廾
四
貫
八
百
文
」

で
あ
ろ
う
。

（
27
）
末
尾
の
一
人
は
墨
痕
の
み
で
具
体
的
人
名
は
判
読
で
き
な
い
が
、
①
と
の
対
応
か
ら

秦
道
形
と
考
え
ら
れ
る
。

（
28
）
大
日
古
は
小
長
谷
嶋
主
の
銭
額
を
五
〇
〇
文
と
す
る
が
、
三
〇
〇
文
の
誤
り
で
①
と

合
致
す
る
。

（
29
）
た
だ
し
合
計
二
四
貫
八
〇
〇
文
が
借
用
銭
額
の
合
計
で
あ
る
の
で
、
細
字
双
行
部
分

の
本
利
の
合
計
が
こ
れ
に
合
致
す
る
の
は
お
か
し
い
。
何
ら
か
の
帳
簿
操
作
の
結
果

と
み
ら
れ
る
。
ま
た
利
の
二
貫
一
一
三
文
は
少
な
す
ぎ
、
あ
る
時
期
ま
で
の
利
の
合

計
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
30
）
②
の
各
人
に
朱
筆
で
付
さ
れ
て
い
る
日
付
は
、
対
応
す
る
月
借
銭
解
に
よ
る
と
、
当

麻
宅
養
（
№
1
）・
石
川
宮
衣
（
№
2
）
の
も
の
は
利
を
納
め
た
日
付
、
秦
度
守
（
№

3
）・
物
部
道
成
（
№
6
）
の
も
の
は
月
借
銭
解
の
日
付
で
あ
っ
て
統
一
が
取
れ
て
い

（１９８）

（
四
一
）
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な
い
。
②
の
朱
筆
が
何
時
を
限
っ
て
記
さ
れ
た
か
不
明
だ
が
、
②
の
最
も
遅
い
四
月

二
四
日
の
前
後
ご
ろ
と
す
る
と
、
そ
の
時
点
で
は
№
3
・
6
は
と
も
に
ま
だ
何
の
返

済
も
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
月
借
銭
解
の
日
付
を
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
31
）
本
利
の
内
訳
と
合
計
額
の
一
二
貫
か
ら
一
三
貫
へ
の
訂
正
は
朱
筆
に
よ
る
追
記
。

（
32
）
⑥
⑦
に
つ
い
て
は
、
弓
野
瑞
子
と
山
下
有
美
の
詳
細
な
検
討
が
あ
る
。

（
33
）
食
口
案
の
断
簡
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
『
史
料
目
録
』
に
よ
る
。
そ
の

他
、
栄
原
永
遠
男
「
「
食
口
案
」
よ
り
見
た
写
経
事
業
の
運
営
と
経
師
等
の
勤
務
状
況

（
上
）」（『
古
代
史
研
究
』
三
、
一
九
八
五
年
六
月
）、
西
洋
子
「
食
口
案
の
復
原

（
1
・
2
）
―
正
倉
院
文
書
断
簡
配
列
復
原
研
究
資
料
Ⅰ
―
」（『
正
倉
院
文
書
研

究
』
四
・
五
、
一
九
九
六
・
一
九
九
七
年
一
一
月
）
を
参
照
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
34
）
第
5
・
6
紙
は
空
で
、
そ
れ
ぞ
れ
幅
約
四
九
㎝
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
紙
が
月
借
銭

解
に
関
係
す
る
と
は
思
え
な
い
の
で
、
奉
写
一
切
経
所
関
係
の
反
古
で
あ
ろ
う
。

（
35
）
第
88
紙
は
幅
約
二
一
㎝
の
空
で
あ
る
。
月
借
銭
解
の
余
白
部
分
が
切
断
さ
れ
た
と
す

る
余
地
を
残
す
が
、
や
や
長
い
こ
と
、
他
に
空
の
第
5
・
6
紙
が
存
在
す
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
も
奉
写
一
切
経
所
関
係
の
反
古
と
見
て
お
き
た
い
。

（
36
）
皆
川
完
一
「
正
倉
院
文
書
の
整
理
と
そ
の
写
本
―
穂
井
田
忠
友
と
正
集
―
」（『
正
倉

院
文
書
と
古
代
中
世
史
料
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
、
初
出
一

九
七
二
年
七
月
）

（
37
）
未
修
古
文
書
に
つ
い
て
は
、
飯
田
剛
彦
「
正
倉
院
事
務
所
所
蔵
『
正
倉
院
御
物
目
録

十
二
（
未
修
古
文
書
目
録
）』（
一
）〜（
三
）」（『
正
倉
院
紀
要
』
二
三
〜
二
五
、
二
〇

〇
一
年
三
月
〜
二
〇
〇
三
年
三
月
）、
西
洋
子
「「
未
修
古
文
書
目
録
」
と
「
続
々
修

正
倉
院
古
文
書
目
録
」
の
対
照
表
（
一
）」（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
一
一
、
二
〇
〇
九

年
二
月
）、
西
洋
子
・
矢
越
葉
子
「
同
（
二
）」（『
同
』
一
二
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
）、

同
「
同
（
三
）」（『
同
』
一
三
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

（
38
）
「
出
挙
之
内
」
を
財
源
と
す
る
月
借
銭
解
は
多
く
、
こ
の
⑤
に
も
見
ら
れ
る
が
、
№

31
の
一
部
の
み
が
対
応
す
る
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
れ
は
利
息
の
み
が
返
納
さ

れ
本
銭
の
返
納
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
前
欠
で
あ
る
の
で
完
済
符
号
の
有
無
は
不
明

で
あ
る
が
、
奥
に
ま
だ
余
白
が
あ
る
の
に
記
載
が
な
い
。
本
銭
の
未
返
納
が
問
題
で

⑤
に
記
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
39
）
栄
原
永
遠
男
「
奈
良
時
代
の
阿
弥
陀
悔
過
―
「
阿
弥
陀
悔
過
知
識
交
名
」
に
つ
い
て

―
」（
続
日
本
紀
研
究
会
編
『
続
日
本
紀
と
古
代
社
会
』
塙
書
房
、
二
〇
一
四
年
一
二

月
）

（
40
）
山
下
有
美
は
奉
写
一
切
経
所
の
主
導
と
し
た
が
、
も
う
少
し
限
定
的
に
考
え
た
い
。

（
41
）
中
に
は
月
借
銭
を
元
手
に
利
殖
を
図
っ
た
り
、
写
経
所
幹
部
た
ち
と
の
関
係
構
築
の

手
段
と
し
よ
う
と
し
た
り
し
た
者
が
い
た
こ
と
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
わ
ず
か
一
〇
〇
〇
文
未
満
程
度
の
銭
で
仮
に
利
殖
を
図
っ
た
と
し
て

も
、
高
が
知
れ
て
い
る
。
ま
た
市
川
理
恵
は
、
月
借
銭
を
借
り
た
こ
と
が
有
効
に
機

能
し
て
地
位
を
あ
げ
た
り
、
何
ら
か
の
有
利
な
状
況
が
も
た
ら
さ
れ
た
り
す
る
状
況

を
想
定
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
事
例
は
見
い
だ
せ
な
い
。

（１９７）

（
四
二
）
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